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パイロットの王子様は、私の元旦那様




　大好きな飛行機に乗って、世界中を飛び回りたいという夢を叶かなえるために幾多の困難を乗り越えてきた。

　やっと……やっと夢が叶い、ＣＡとしての第一歩を踏み出した記念すべき日にこんな再会ってあり得る？

　期待を胸に挑んだフライト前の、コックピットクルーとのブリーフィング中、四十歳になる機長の館たて野の一かず茂しげの挨拶から始まった。

　続いて副操縦士である彼が口を開いたわけだけれど……。

「副操縦士の真さな田だ誠せい吾ごです。今日、初フライトとなるクルーがいると伺いました。どうか素敵な門出となるよう、館野キャプテンと願っております」

　そう言って彼が微ほほ笑えんだだけで、先輩ＣＡたちは完全に目がハート状態。それもそのはず。一八五センチの長身に爽さわやかな黒の短髪。切れ長で目力が強く、ちょっぴり怖い印象を受けるが、さっきのように微笑んだり笑ったりすると口角が上がって柔らかい表情になる。

　学生時代はバスケットをしていたようで、身体が引きしまっておりパイロットの制服がいっそうよく似合う。

　二十九歳でちょっぴり幼さを残しつつ、落ち着いた大人の雰囲気もある彼は〝パイロットの王子様〟と呼ばれているらしい。

「それではお客様に安全なフライトと快適な空の旅をお楽しみいただけるよう、よろしくお願いします」

　館野キャプテンの締めの挨拶でブリーフィングは終了となり、各自の持ち場へと移動してお客様を迎え入れる準備に入る。

　私も持ち場に向かおうとした時、「はじめまして」と声をかけてきたのは、微笑んだだけで先輩たちの心を奪った彼。

　はじめまして？　それは本心で言っているのだろうか。それとも忘れている？　五年前、たったの三カ月間だったけれど妻だった私のことを――。




＊　＊　＊




　高校三年生の夏。机に向かって勉強をしていると、キッチンのほうからガラスの割れる音が聞こえた。

「どうして酒がねぇんだよ！　あいつ、帰ってきたらタダじゃおかねぇ……！」

　朝からずっと飲んでいたくせに、それでも飲み足りない父は働きに出ている母に対して相当怒っている様子だ。

　こっちにまで火の粉が飛んでこないことを祈りながら息を潜め、母に父が酔って機嫌が悪いから帰ってこないほうがいいと急いでメッセージを送った。

　私、夏なつ目め凪なぎ咲さの父は三年前までは小さいながらも建築関係の会社を経営していた。真面目で優しい性格の父を慕う従業員も多く、私は両親とともに平凡だけど幸せな毎日を送っていた。

　そんな日々が一変したのは、父の会社の従業員がお金を持ち逃げしたことがきっかけだった。

　経営は一気に傾き会社は倒産。住んでいた家を売り、今は築五十年以上になる三Ｋのアパートで暮らしている。

　信じていた部下に裏切られて父はすっかり人間不信となり、酒に溺おぼれるようになってしまった。

　そんな父に代わって、母が朝から夜遅くまで働いて家計を支えてくれている。それなのに父は母に感謝するどころか、暴言を吐いて当たり散らしている。それが最近はエスカレートしていて気が気ではない。

「早く大人になりたい、な」

　進路を決める際に少しでも母の助けになりたくて、一度は就職する道を選んだ。だけど幼い頃から大好きな飛行機に乗って、世界中を飛び回りたいという私の夢を知っていた母に大反対された。

　母のためにも第一志望の語学系の学部が多い国立大学に合格して、ＣＡとして働くために知識を得ることだ。

　ＣＡになるための最短ルートは専門学校だと知っているけれど、進学にかかる負担を少しでも減らしたい。それに母から一度しか経験できない四年間の大学生生活を満喫してほしいとも言われている。だから国立大学一本に絞って受験するつもりだ。

「勉強に集中することが、お母さんのためでもあるんだ」

　そう自分に言い聞かせて勉強を再開させた。




　時刻は二十一時過ぎ。そっと居間に続く襖ふすまを開けると、テレビをつけっぱなしにして父が酔いつぶれていた。

　熟睡していて起きそうにない姿にホッと胸を撫なで下ろし、夕食の準備に取りかかる。

　余りもので簡単なおかずを作っていると、慌ただしく母が帰宅した。

「おかえり。……どうしたの？」

　鍵を閉めた母は顔面蒼白で、ただ事ではない様子。料理する手を止めて母に寄り添う。

「ごめんね、心配かけて」

　そう言って母は熟睡している父を一目見た後、声を潜めた。

「どうやらお父さん、知らないうちに新たな借金を作っていたようで、さっき借金取りに声をかけられたの。今日は挨拶で来たけど、今度来た時はしっかり貸したお金を返してもらうって」

「嘘、借金って本当に？」

　母は力なく首を縦に振った。

「私と凪咲がいない日中に出かけて、ギャンブルしていたみたいで……。利子がついて三百万だって言っていたわ」

「三百万……」

　信じられない、借金があるというのにさらに借金を作るなんて。それも母に働かせておいて、自分はギャンブル？

　優しくて真面目だった頃の姿を知っているからこそ、裏切られた父の気持ちを尊重して我慢してきた。でも、もう限界。

「お母さん、お父さんと離婚してふたりで家を出よう」

　そうだよ、もうこの方法しかない。昔の父に戻ってくれることを願っていたけれど、信じて待っていたらもっと母と私はつらい思いをする気がしてならない。

「ごめんね、凪咲。……お父さんと今は離婚することができないのよ」

「どうして？　やっぱりまだお父さんのことが好きなの？」

　そりゃ私だって父のことを心から嫌いになることはできない。でも私たちは父が変わってくれることを信じてもう十分待った。

「もちろんそれもあるわ。一度は好きになって結婚してあなたまで授かったんだもの。だけど正直、このままお父さんと一緒にいても、凪咲を不幸にするだけだって思い始めている」

「だったら……っ！」

「それでも無理なの」

　私の声を遮さえぎって言うと、母は深いため息を漏らした。

「さっき、借金取りに私が連帯保証人になっていることを聞かされたわ。お父さんが勝手に書類に私の名前を使ってサインしちゃったみたい」

「そんな……」

「離婚してもお父さんが借金を返さない限り、ずっと私が返し続けないといけないの。だったらお父さんがまた昔のようになってくれることを信じて待とうと思う」

「お母さん……」

　その可能性は限りなくゼロに近いと思う。きっと母もそれをわかっているからこそ、今にも泣きそうな顔で言っているんだよね？

　母の気持ちを思うと私まで泣きそうになる。

「安心して、凪咲はいっさい危害を受けないようにするから。だからあなたは勉強に集中してちょうだい」

　わかってる、それが母の願いだってことは。だけどこのまま私はなにもしなくていいの？　母ひとりにだけ苦労を背負わせたまま、夢に向かって突き進んでもいいのだろうか。

　その答えは出ないまま、私はただ母を安心させるように「うん」と返事をすることしかできなかった。

　それから私と母は借金取りに怯える日々をすごしながらも、父が変わってくれることを祈っていたけれど……。

　十日後、学校を終えて帰ってきた時のことだった。玄関のドアを開けようとした瞬間、ガラスのようなものが割れる音が聞こえてきた。

　そして母の叫び声が聞こえてきて私は急いで家に入った。

「お母さん!?」

　ドアを開けた先に見えた光景は、両親の周りに割れたお酒の瓶の破片が散らばっていて、母は頬を押さえて倒れ込んでおり、そんな母を父は興奮した様子で見下ろしていた。

　だけど私が家に入るや否や父は舌打ちをして、出かけていった。すれ違った際に父からアルコール臭がして、また朝から飲んでいたのだと瞬時に理解した。

「お母さん、大丈夫？」

　すぐに駆け寄ったものの、母の髪は乱れていて頬は赤く腫はれている。もしかして……。

「お父さんにやられたの？」

　恐る恐る聞くと、母の身体が僅かに反応した。

　なにも言わない母に、それは確信に変わる。

　これまでどんなに暴言を吐いたって、父が母に暴力を振るうことはなかった。それなのに手を出したなんて……。もうだめだよ、どんなに願ったって父が昔のようになることはない。

「とにかく手当てをしないと。待ってて、お母さん」

　急いで救急箱を取りにいき、母の傷の手当てに取りかかる。

　頬だけではなく腕も強く掴つかまれたのか、あざができていた。

「ごめんね、凪咲」

　私の手当てを受けながら涙を流す母に、私は大きく首を横に振る。

「お母さんはなにも悪くないんだから謝らないで」

　悪いのは全部父だ。信頼していた人に裏切られたことがショックだったのはわかるけれど、それが母を傷つけていい理由になんてならない。

　かといって借金がある以上、父と離婚したって母が苦労するだけだ。だったら早く借金を返済して、父と離婚するのが一番いい。

　三年間、ずっと母は頑張り続けてきてくれた。今度は私が頑張る番だ。

　そう意気込んで手っ取り早くお金を稼かせげる方法を模索し、すぐさま行動に出た私は後悔することになる。




「ちゃんと二十歳の大学生に見えるかな？」

　コンビニのドアガラスに映る自分の姿をまじまじと見つめてしまう。

　もともと身長は一六五センチと高いほうだけれど、大人っぽく見せるために三センチのヒール靴を履いてきた。

　黒のロングヘアはハーフアップにまとめ、色白の肌にメイクを施して二重の目をさらに強調するようにマスカラにアイシャドウをつけている。

　服もオフホワイトのブラウスにイエローのフレアスカートを合わせてみた。これなら高校生に見えないよね？

　髪も乱れていないことを確認して、いざ待ち合わせ場所へと向かう。

　これから私は見知らぬ男性とデートをする。食事に付き合うだけで三万円もらえるという高額アルバイトに目が眩くらんで応募してしまった。

　だけど多くの人が利用しているサイトみたいだし、危険なことはないよね。規約にも食事のみだってしっかり記載されていたし。

　母には、友達の家で勉強してそのままご飯をごちそうになってくるって言ってある。

　ただ食事をするだけで三万円稼げるなら、回数を重ねれば短期間で多くの金額を稼げる。それで借金を返して母には一刻も早く父と離婚して、新たな人生を歩んでほしい。

　待ち合わせは改札口にある石像の前。多くの人が行き交う中、メッセージで自分の服装や髪型といった特徴を送る。

　そして約束の五分前、ひとりの中年男性が声をかけてきた。

「はじめまして、凪咲ちゃんかな？」

「は、はい」

　目の前にいたのは四十代くらいのスーツを着た爽やかな男性。見た目は優しそうで少しだけ緊張が解ける。

　だけど男性に上から下まで食い入るように見つめられ、その視線に寒気がはしった。

「うん、想像通り可愛いね。嬉しいよ、凪咲ちゃんとデートできるなんて」

　そう言うと男性は私の横に立ち、腰に手を当てた。

「え？　あの……っ」

　そのまま距離を縮めると、男性はそっと私の耳に顔を寄せた。

「凪咲ちゃんのために一番いい部屋を取ってあるんだ。そこで食事をしてゆっくりすごそうか」

　いい部屋って……。

　それを言われたらさすがに気づく。これは食事だけのデートじゃないってことを。だけどどうして？　規約にはしっかりと食事のみだって書いてあったのに。

　いや、今はそれよりも早くこの場を去ることだ。

「すみません、急用ができたので……」

　男性から離れて逃げようとしたけれど、さらに強い力で抱き寄せられた。

「逃がさないよ。……凪咲ちゃん、あのサイトを利用するの初めてでしょ？　建前上は食事のみってことになってるけど、本当はセックス込みの値段なんだよ」

「……っ」

　男性はそのまま強引に歩きだした。

「第一食事だけで三万なんて払うやつがいるわけないでしょ？　だけど安心して。凪咲ちゃんのためにとびっきりいい部屋を用意してあげたから。そこでたくさん可愛がってあげる」

　やだ、怖い。今すぐに逃げ出したい。

　それなのに身体に力が入らず、声も出すことができない。初めて知った。人は恐怖に陥るとこうなるんだって。

　男性の歩くスピードは速くなり、逃げる術すべを失っていく。

　どうしよう、このままじゃ私っ……！

　ギュッと目を閉じた時、母の顔が頭をよぎる。

　早くお金を貯めることができれば、これ以上母につらい思いをさせる必要もなくなる。私が少し我慢すればいいだけ。

　好きな人なんていないし、いつかは誰かに初めてを捧げるもの。それが母を助けるためだっていいじゃない。それに今の状況では逃げることもできないもの。

　安易にお金を得るために行動に移した自分の責任だ。

　だったら男性の要求を受け入れて、お金をもらわないといけない。

　腹を括くくった私に気づいたのか、男性は私の腰に回している腕の力を緩めた。

「部屋にお願いしてある食事もね、おいしいものを注文したから楽しみにしてて」

　上機嫌の男性とともに歩くこと数分、都内でも有名なホテルが近づいてきた。

「凪咲ちゃん、あそこだよ」

　言われて顔を上げると、そびえ立つ大きなホテルが見えた。

　あそこに着いたら私、この人に抱かれるんだよね。改めてそう思うと再び恐怖に襲われる。

　本当にいいの？　このまま流れに身を任せて。後悔しない？　こんな方法でお金を稼いで母が喜ぶ？

　様々な思いが駆け巡り、自分を奮い立たせる。

　諦あきらめたらだめだ、逃げるんだ。

　上機嫌で隣を歩く男性の手は相変わらず私の腰に触れているけど、それほど力を入れていない。逃げるなら今だ。

　ホテルが近づく中、一瞬の隙をついて私は一目散に駆けだした。

「え？　あっ！　凪咲ちゃん！」

　すぐに男性が追いかけてくる。

　ヒールで走ることに慣れていない私は、思うように速く走ることができない。振り返ると男性が間近に迫っていた。

　このままじゃ追いつかれる。追いつかれたらもう逃げられない。

　走って逃げるのに必死で前をよく見ていなかった私は、誰かの背中にぶつかってしまった。

「キャッ!?」

　反動で地面に倒れ込んでしまい、膝に痛みがはしる。

「悪い、大丈夫か？」

　私からぶつかったというのに、相手は心配そうに手を差し伸べてくれた。

「凪咲ちゃん！」

　だけどすぐに男性に追いかけられていることに気づき、急いで立ち上がった。

「すみませんでした！」

　謝って駆けだそうとした時、手を掴まれた。

　びっくりして見た彼は、二十代くらいのカッコいい男の人だった。まるでモデルのような容姿に息が詰まりそうになる中、彼は真剣な瞳を私に向けた。

「助けてやる。だから話を合わせろ」

「え？　あっ」

　彼はいきなり私の肩に腕を回すと、追いかけてきた男性と対たい峙じした。

　身長は一八〇センチくらい？　それに比べて背の低い男性には威圧的に見えるようでたじろいだ。

「な、なんだお前は！」

　明らかに動揺しながらも指差す男性に、名前も知らない彼は鋭い眼差しを向けた。

「俺の凪咲を追いかけ回すあなたこそ誰ですか？」

「俺の凪咲って……」

　困惑する男性に対し、彼はすぐに言った。

「凪咲は俺の彼女です。馴なれ馴れしく〝凪咲ちゃん〟なんて呼ぶとは、どういうことですか？」

「ひっ……！　ちがっ……！　言っておくけど、そっちから誘ってきたんだからな！」

　そう言うと男性は背を向け、転びそうになりながら逃げだした。

　見ず知らずの私のことを助けてくれたんだよね？

　ホテルに連れ込まれずに済んでホッと安心したのと同時に、この人が助けてくれなかったらと考えると、恐怖が襲ってきて足に力が入らなくなる。

「っと、大丈夫か？」

　すぐに彼は私の身体を支えてくれた。

「すみませっ……。それに助けていただいてありがとうございました」

　震える声でお礼を言った瞬間、彼は素早く私を抱き上げた。

「わっ!?」

　身体が急に宙に浮き、びっくりして彼の首にしがみつく。

　私をお姫様抱っこした彼は歩きだした。

「膝、血が出てる」

「え？　あ」

　言われて自分の膝ひざを見れば、彼の言う通り両膝から出血していた。

　数十メートル歩いた先にベンチがあり、彼は私をそこに下ろすと「ちょっと待ってて」と言って道路を挟んで反対側にあるコンビニに向かった。

　もしかして私の手当てをするために、コンビニに？

　予想は当たり、彼は急いで戻ってくると膝をついて消毒液で消毒し、さらには絆ばん創そう膏こうまで貼ってくれた。

「ん、これでよし」

　満足げに言って彼は私の隣に腰を下ろした。そして一緒に買ってきた缶コーヒーを開けて飲むと、袋からミネラルウオーターを取り、私に差しだした。

「走って喉のどが渇いただろ？」

「すみません、ありがとうございます」

　おずおずと受け取ったものの、なかなか開けて飲むことができない。

　そもそも彼と私は初対面のはず。それなのにここまでよくしてくれるのはなぜ？　いや、理由なんか詮索している場合じゃない。まずはしっかりとお礼を言わないと。

　ペットボトルをギュッと握りしめ、彼に向かって深々と頭を下げた。

「あの、さっきは助けていただきありがとうございました！　それに手当てまでしていただいて……。本当にありがとうございます」

　自分が悪いけど怖い思いをした分、彼の優しさに涙が出そう。

　安堵感に包まれる中、彼はポンと私の肩に手を置いた。

「いい社会勉強になったな」

「へ？」

　顔を上げれば顔は笑っているけど、彼が明らかに苛ついているのがわかりたじろぐ。

「あれ、どう見ても出会い系で引っかけた男だよな？　なに？　自分から引っかけておいて急に怖気づいたわけ？　手っ取り早く金を稼ごうと思ったのかもしれないけど、世の中そんな甘くないからな？　あんな状況で放っておけなかったから助けたけど、本当だったら今頃あのホテルに連れ込まれていたんだ。……もっと自分を大切にしろ。親御さんが悲しむぞ」

　クシャッと髪を乱暴に撫でると彼は深いため息を吐き、コーヒーを喉に流し込んだ。

　彼の言う通りだ。簡単にお金を稼ぐ方法があるわけはないし、彼に出会えた私は運がよかっただけ。

　それにこんなことをしたって母が知ったら、絶対に悲しむはず。彼のように『もっと自分を大切にしなさい』って言って怒られるよ。それを今さら気づくなんてバカすぎる。

　自分が情けなくて涙が零れ落ちた。

「おい、泣くなよ」

「すみませんっ……！」

　これじゃ彼が私を泣かせたみたいに見られちゃうよね。現に通行人からの視線をひしひしと感じる。

　慌てて涙を拭うものの、なかなか止まってくれない。

「泣かせたいわけじゃないんだ。……ただ、もっと危機感を持ってほしいと思って言っただけだから」

「は、い。わかってます」

　本当に彼は優しい人だと思う。助けてくれただけではなく、私のためを思って怒ってくれたのだから。

「私がバカでした。お母さんを助けたい一心で深く考えずに動いちゃって……」

　彼の前で泣いたせいか気が緩み、これまで抱えていた思いを彼に吐き出してしまった。それを彼は口を挟むことなく最後まで聞いてくれた。

「なるほどな、考え直して逃げだした時に偶然俺が通りかかったわけだ」

「はい。……本当に助けていただいてありがとうございました」

　やっと涙も収まり、改めてお礼を言うとなぜか彼は顎に手を当てて考え込んでいた。

　つい気を緩めて思うがまま打ち明けてしまったけれど、赤の他人の彼にしてみれば、いい迷惑だったのでは？　もしかして怒ってる？

　そんな不安がよぎってすぐに謝ろうとした時、急に彼は真剣な面持ちで口を開いた。

「なぁ、俺と取り引きしないか？」

「取り引きですか？」

　思わず聞き返した私に彼は大きく頷いた。

「あぁ、俺たちの人生をかけた大きな取り引きだ」

　人生をかけたなんて、スケールの大きな話に戸惑う。

「えっと、どういうことでしょうか？」

　混乱する私に彼は順を追って説明してくれた。

「父親が作った借金を清算し、法的な離婚手続きなどもこっちですべてやろう。それとキミと母親が安心して暮らせる場所も提供する。その代わり俺と結婚して余命半年の祖父に妻として会ってほしいんだ」

　あまりに奇き想そう天てん外がいな話に一瞬フリーズしてしまう。

「もちろん祖父を安心させて見送った後は離婚する。その後も慰謝料としてキミと母親の暮らしを保障する」

「ちょ、ちょっと待ってください。いきなりすぎて話についていけません」

　いきなり結婚だなんて。それに……。

「なにより私にばかり都合がよすぎませんか？」

「そうか？　一時的とはいえ、法的にはキミは俺の妻になるんだ。むしろ俺が都合よすぎると思うんだけど」

「そんなことありません！　だって借金はけっこうな額ですし、私とお母さんの生活も保障してくれて、両親の離婚の手続きまでしてくれるなんて……」

　私にしてみれば願ってもない申し出だ。

「そうですよ、あまりにいい話すぎます！」

　疑わしい眼差しを向けると、彼は目を瞬しばたたかせた後、「ブハッ」と噴きだした。

「アハハッ……！　さっきの件で疑うことを学んだようだな」

「そ、そりゃ……。ですがさっきのことを抜きにしても、都合がよすぎて疑います！　いったいいくらかかると思っているんですか？」

「うーん……そうだな。五千万くらいあれば足りるか？」

　五千万？　今、五千万って言った？

　そんな大金をポンと用意できちゃうようなすごい人なの？

　目を白黒させていると、彼は小首を傾げた。

「やっぱり足りないか？」

「い、いいえ！　十分すぎるかと」

　そんな大金があれば借金はもちろん、向こう数年は母と暮らすことができる。

「そうか、じゃあ詳細はキミからの信頼を得るためにも、結婚するにあたっての条件を記載した書類を作成しながら話そうか」

「え？　あっ……ちょっと、あの？」

　私の返事など聞かずに立ち上がった彼は、私の手を引いて立たせると歩きだした。

「ここじゃなくて、落ち着いたところで食事でもしながらちゃんと話そう」

　そう言って彼が向かった先は、テレビで何度も取り上げられている割かっ烹ぽう料理店。

　気後れする私をよそに彼は堂々としていて、個室に通されるとコース料理をふたつ注文した。それと女将おかみに紙とペンの用意をお願いし、それが届けられるとさっそく話に入る。

「まずは自己紹介から始めようか。俺は真田誠吾。今年で二十四歳になる。一応会社員だ」

「夏目凪咲です。えっと……その、十八歳の高校三年生です」

　彼が打ち明けた以上、私も偽ることなく名乗らなくてはいけない。正直に年齢を口にしたものの案の定、彼は目を丸くさせた。

「十八歳の……高校生？」

「はい」

　法的には女性は十八歳で結婚できるから問題ないけれど、でもやっぱり未成年の高校生だったなんてびっくりするよね。

「そうか、高校生だったか。……いや、結婚できる年齢だし問題はないよな」

　自分に言い聞かせるようにブツブツと呟いた後、彼は鋭い眼差しを向けた。

「大学生かと思っていたがまさか高校生だったとは……。なおさら自分を大切にしろ」

「……はい」

　ごもっともな話に言い返す言葉もなく返事をすれば、彼は小さく息を漏らした。

「いや、高校生と知ってもこんな提案をする俺がキミにどうこう言う資格はないよな。すまない」

「いいえ、そんな！　むしろ私からしてみれば、願ってもない申し入れです。だから謝らないでください」

　彼が言った通りの取り引きなら、いくら感謝してもし足りない。その思いで言うと、彼は表情を緩めた。

「そう言ってもらえると心が軽くなるよ」

　少しだけ目を細めて微笑んだ姿に、不覚にも胸がきゅんとなる。

　カッコいい人って、ちょっと笑っただけでカッコよさが倍増するからずるい。

　胸の高鳴りを抑えながら、彼の話に耳を傾けた。

「さっきも言ったように、俺には余命半年の祖父がいる。……両親は俺が中学生の時に事故で亡くなり、それから弟と俺を育ててくれた人なんだ」

　彼の家は代々事業を営んでいて、私でも知っている世界にも進出している不動産会社の御曹司だった。

　仕事に追われる中、両親と変わらない愛情を注いで育ててくれた祖父に、彼が幸せになる姿を見届けてから死にたいと言われたらしく、その夢を叶えるために私との契約結婚を持ちかけたそうだ。

　なんでも仕事が忙しくて彼女を作る暇もなく、意中の相手もいない。周りに頼めそうな人もいないところに私が現れた。

　彼が紙に書いて起こした契約の内容はこうだ。

　婚姻関係を築く期間は彼の祖父が亡くなるまで。私は彼の妻となり、祖父に会って安心させること。

　その報酬としてセキュリティ万全のマンションを手配し、両親の離婚成立までサポートしてくれて、さらには離婚後も私と母の生活を保障してくれるという。

　職種は教えてくれなかったけれど、仕事の関係で都内では生活できないようで、結婚しても同居はせず、私は母と暮らしていいらしい。

　それだけではない、父が私に会いに来られないように夏休み後に別の学校への編入手続きもしてくれる。これ以上ない好条件だ。

　それなのに彼は私に既婚歴が残ることを最後まで気にしていた。

「俺は男だし、とくに気にはしていないけどキミはそうはいかないだろう？　こっちから提案をしておいてなんだが、今すぐに返事をくれなくてもいい。……だけどもし承諾してくれるなら、キミの母親にも挨拶をして説明させていただき、なにがあってもキミと母親を守ると誓う」

　出会い系サイトで怖い思いをした後で、こんなにうまい話をされて最初は疑っていたけれど、彼の誠意がひしひしと伝わってくる。

　それに見ず知らずの私を助け、叱しかってくれる優しい人でもある。そんな人が嘘をついて私を騙そうとしているようには思えない。

　迷う理由なんてないよ、彼の申し入れを受け入れれば今の苦しい生活から母を救うことができるんだ。

「精いっぱいあなたの妻としての役割を果たします。……なのでどうかお母さんを助けてください、お願いします」

　深々と頭を下げた。

　この三年間、母ひとりにつらい思いをさせてきた。それが一生続くなんて耐えられない。母には幸せになってほしい。できるなら父も考えを改めて真面目に生きていってほしい。

　私のこの決断がそのための一歩になってほしいよ。

　様々な思いが込み上げ、涙が溢あふれそうになった時、大きな手が私の頭を優しく撫でた。

「あぁ、約束する。……凪咲たちを守るって」

「えっ？」

　不意に名前を呼ばれ、心臓が飛び跳ねた。

　びっくりして顔を上げれば、ふわりと笑った彼と目が合う。

「夫婦なんだから凪咲も俺のことを誠吾って呼ぶこと」

「え？　あ……えっ？」

　もう一度〝凪咲〟と呼ばれ、胸の奥がむず痒くなる。

　なんでだろう、両親や友達には数えきれないほど〝凪咲〟と呼ばれてきたのに、彼に呼ばれただけで胸が苦しい。

　こうして私と誠吾さんは期間限定の契約結婚をすることとなった。




　それからは怒ど涛とうの毎日だった。夏休み中に私と母は誠吾さんが用意してくれたマンションへ引っ越し、新しい生活をスタートさせた。

　父が母を捜しにくることを考えて仕事も辞め、私も新しい学校へ転入手続きを済ませた。そして誠吾さんは母にすべて包み隠さずに話した。

　私が自分を売ろうとしたことを知った母は、泣きながら私に何度も「ごめんね」と謝った後、「二度としないと約束して」と怒られてしまった。

　助けてくれた誠吾さんには感謝の言葉を数えきれないほど伝えた。彼の前では申し入れを受け入れてくれた母だけれど、誠吾さんが帰ってから、契約とはいえ本当に結婚してもいいのか、無理していないかと私に聞いてきた。

　母は私が犠牲になってまで今の生活から抜け出すべきなのか、迷っているようだった。

　悩むことなんてない、新しい一歩を踏み出せれば私も母も幸せになれるのだから。母は私が後悔しないのなら私に任せる、誠吾さんにお世話になろうと最後には言ってくれた。

　数日後にはふたりで結婚指輪を買いにいき、そのまま入籍を済ませた。真田凪咲となった私が真っ先に向かった先は、誠吾さんの祖父が入院する病院。

　お揃いの結婚指輪をつけて入った病室には、彼の祖父がベッドに横たわっていて起き上がる力も残っていない状態だった。

　視力も落ちているのかぼんやりとしか見えないようだけれど、誠吾さんの口から私と結婚したことを伝えられると、泣きながら喜んでくれた。幸せな家庭を築いてほしいと懇願し、そして私の手を握って「誠吾をよろしくお願いします」と訴えた。

　こんなにも、私と誠吾さんの結婚を喜んでくれている祖父の姿を見て胸が痛かった。

　だって私と誠吾さんは契約上の関係。わたしには誠吾さんを幸せにしてほしいという祖父の願いを叶えることはできないのだから。

　だけどそれを知った上で受け入れた契約結婚だ。せめて祖父の前では精いっぱい彼の妻として振る舞おうと誓った。

　私は誠吾さんが仕事で行かれない日も、ひとりで足繁く祖父のもとへ通った。寝ている時間が多く、言葉を交わせたのはごく僅わずかだったけれど、目を覚ました時に私がいると祖父はとても喜んでくれた。

　だけど日に日に弱っていき、祖父は私と誠吾さんが結婚して三カ月後に息を引き取った。

　祖父の最期を誠吾さん、私たちの関係を知っている三つ下の弟の篤あつしさんとともに三人で看取ることができた。

　祖父の意向で家族葬となり、私も参列することを許された。

　たった三カ月しかすごしていない私でさえ、涙が止まらなかった。篤さんも涙を流す中、誠吾さんだけは喪主としての務めを最後まで果たしていた。

　葬儀を終え、疲れているはずなのに彼は私をマンションまで送り届けてくれた。車内ではお互い口を開くことはなかったけれど、彼の横顔を見るたびにつらそうで泣きそうになってしまった。

　到着後、地下駐車場に車を停めた彼に私はたまらず声をかけた。

「誠吾さん、大丈夫ですか？」

「あぁ。今日はありがとう。じいさんも凪咲に見送ってもらえて喜んでいたと思う」

　そう言って笑っているけれど、無理しているのがバレバレだ。

　私は身内を亡くした経験がない。それなのに誠吾さんは両親と祖父を亡くしている。そんな彼の気持ちを思うと胸が押しつぶされそうなほど苦しい。

「あと少しでご両親の離婚も成立するし、今後についてはできるだけ早くに決めよう」

　こんな時まで私のことを考えなくたっていいのに。

「誠吾さん」

「ん？」

　今にも泣きそうな顔で私を見た瞬間、たまらずシートベルトを外して誠吾さんを抱きしめた。

「な、凪咲？」

　突然の抱ほう擁ように初めて誠吾さんの戸惑う声を聞く。

「契約上の関係ですが、私は正真正銘誠吾さんの妻です。つまり家族ってことですよね？」

「あ、……あぁ」

　顔を上げて歯切れの悪い返事をした誠吾さんを見つめた。

「家族の前でくらい、強がらないでください。……大切な人が亡くなったんです、悲しくないわけがないじゃないですか！　泣いてあげてください、おじいさんのためにも」

「凪咲……」

　私は誠吾さんにたくさん助けられた。父の借金を清算してくれて、私と母だけではなく、父に対しても寮付きの就職先を紹介してくれた。

　親権を父がなかなか譲ろうとしないと聞いていたけれど、弁護士が力になってくれて離婚成立も間近だ。

　一生かけても返せないほどの恩ができたのに、私はなにひとつ誠吾さんに返すことができていない。だから少しでも誠吾さんの力になりたい。

　その思いで言うと、誠吾さんは「まいったな」と乾いた笑い声を漏らした後、深く息を吐いた。

「じいさんの夢を叶えてやることができたし、後悔なく見送ることができた。すっきりしたはずなんだけど、な」

　次の瞬間、誠吾さんは力いっぱい私を抱きしめた。

「余命宣告をされた時からずっと覚悟はしてきたんだ。今日までに何度もひとりで泣いた。だからもう泣くことはないと思っていたのに……っ」

　声を震わせて泣く彼に、目頭が熱くなる。

「じいさんにもっと生きていてほしかった。俺が夢を叶えた時、〝よくやった〟って褒ほめてほしかった。……曾ひ孫まごも抱かせてやりたかったんだ」

　後悔の言葉を口にする誠吾さんに、私も涙が溢れ出す。

「だけど最期にじいさん、笑って〝お前たちのおかげで素晴らしい人生だった〟って言っていただろ？　本当ならもっともっといい人生にすることだってできたのに……っ」

　今だけはたくさん泣いて、すべて吐き出してほしい。その思いで私は必死に彼の背中に腕を回し続けた。

　それから私と誠吾さんは一度だけ会い、それぞれ離婚届に記入をした。

　私と母は都内から離れ、母の故郷に戻って再スタートすることに決めた。誠吾さんはそこでの生活までサポートしてくれて、居住先探しから当面の生活費まで工面してくれた。

　そして彼は最後に笑顔でこう言った。「絶対に夢を叶えろよ」と。




＊　＊　＊




　初フライトは熊くま本もと便。到着後、そのまま羽田へと戻ってきてＣＡとしての一日目を無事に終えることができた。

　事務所で先輩たちとこの日のフライトの振り返りをして、新人のみに与えられる報告書の記入を終えたのは十九時を過ぎた頃。

　更衣室で着替えをしていると、同じく初フライトを終えた同期の森もり本もと真ま琴ことが入ってきた。

「あ、凪咲ー！　お疲れ様。どうだった？　初フライト」

「お疲れ様。どうにか無事に終えることができたよ。真琴は？」

「私も緊張しちゃったけど、失敗することはなかったよ」

　私の顔を見て安心したのか、真琴はベンチに腰を下ろした。

　真琴とは入社試験で出会った。小柄でふわふわの天然パーマがトレードマーク。真っ直ぐで優しい真琴とはお互い地方大学出身ということで意気投合し、ふたりとも内定をもらった時は泣いて喜んだ。

　空港近くに借りたアパートも同じで隣同士。出会って間もないけれど信頼できる仕事仲間であり友人でもある。

　着替えを終えてきっちりと後ろでまとめた髪をほどき、とかすためにクシを探しているとやっと真琴も立ち上がって着替え始めた。

「でも先輩でひとり、怖い人がいてさ。余計緊張しちゃったよね」

「そうだったんだ」

「うん。凪咲も一緒のフライトになることがあると思うし、気をつけてね。……ところで！　どうだった？　凪咲の便の副操縦士、あの噂のパイロットの王子様だったんでしょ？」

「まぁ……」

　五年前に婚姻関係にあった時期から、私は誠吾さんがどんな仕事をしているのか知らなかった。期間限定の関係だったし、知る必要もないと思った。

　だから入社前に、ミーハーな一面のある真琴から〝パイロットの王子様〟と呼ばれているパイロットがいるとは聞いていたけれど、それがまさか誠吾さんとは夢にも思わないじゃない？

「え？　なにその反応は。まさか噂は嘘で、全然カッコよくなかったとか？」

「ううん、そんなことはないと思う」

　誠吾さんは昔から誰が見てもカッコいいと思う。五年の月日を経て二十九歳になった彼はよりいっそう大人の男になり、パイロットの制服がとてもよく似合っていた。

　彼が社内広報誌に載ったり、テレビや雑誌の取材が殺到したりする理由にも納得がいくほどに。

「やっぱりそうだったんだ！　あー、私も早くパイロットの王子様と一緒の便に乗りたいなぁ。それにしてもパイロットでイケメンで、愛妻家でしょ？　どれだけパーフェクトなの？　奥さんが羨ましい」

「そうだね」

　相槌を打ちながら思い出すのは、彼の左手薬指にはめられていた結婚指輪。

　真琴からパイロットの王子様には奥さんがいて、周囲に惚のろ気けるほど一筋だという話も聞いていた。

　だから私もどんなに素敵な人だろうと、会うのを楽しみにしていた。

　五年前にちゃんと私との離婚は成立しているわけだし、再婚していたってなんら問題はない。それなのに、どうしてこうも胸がモヤモヤするんだろう。

　いや、きっとあれのせいだ。……フライトを終えた私にわざわざ誠吾さんから声をかけてきた時、彼は私に対して「はじめまして」と言ったんだ。

　そりゃ両親が離婚したから私の苗字は夏目から鮎あゆ川かわに変わったし、当時に比べたら少しは大人っぽくなったと思う。

　それでもたった三カ月とはいえ、一度は結婚した相手のことを忘れるもの？　私は一目で誠吾さんだって気づいたのに。

　私だとはいっさい気づかずに、初めてのフライトを終えた私を終始気遣っていた。

　彼に対しての恋愛感情はなかった。ただ、感謝の思いが強いからこんなにも覚えてくれていないことや、再婚していたことにモヤモヤしているのだろうか。

「ねぇ、凪咲。初フライトのお祝いにおいしいものを食べにいかない？」

「いいね、食べにいこうか」

「そうこなくっちゃ」

　私の返事を聞き、真琴は急いで身支度を整える。

　そうだよ、今日は長年の夢が叶った記念すべき日。緊張しながらも楽しんでＣＡとして搭乗した体験を真琴と分かち合いたい。

　彼女とアパート近くにあるカフェに寄り、おいしいご飯を食べながらどんなお客様や先輩がいたか、困ったことはなかったかなど様々な話で盛り上がった。










緊急接触




　八時二十五分発、那な覇は行き。今日、私が最初に搭乗する便だ。先輩たちとともに機内確認を念入りにしていく。

　ＣＡの主な仕事はふたつ。機内サービス業務と保安業務だ。機内サービスは具体的に飲み物などの提供、機内販売、機内アナウンスに対し、保安業務は保安要員としてお客様の安全を守ること。

　そのためにお客様の搭乗前にクルー全員で不審物がないか見て回り、すべてのドアの開閉操作の確認もする。

　お客様が搭乗した後は、非常用設備の案内をして離着陸前の安全確認もしなくてはいけない。

　それらがすべて終わると、ブリーフィングとなる。

　一つひとつの客席を確認していると、「凪咲ちゃん」と声をかけられた。

「おはよう。朝から凪咲ちゃんと同じ便で嬉しいよ」

　そう言って嬉しそうに手をひらひらさせて近づいてきたのは、館野キャプテンだ。

「おはようございます。こちらこそご一緒できて光栄です。……ですが館野キャプテン、あのですね、その名前呼びはちょっと控えていただいてもよろしいでしょうか？」

「え？　なんで？」

　キョトンとする館野キャプテンに深いため息を漏らしそうになる。

　初フライトでお世話になってからというもの、どうやら館野キャプテンの姪っ子さんの名前が私と同じ〝凪咲〟というようで、変な親近感を抱かれ、顔を合わせるたびに「凪咲ちゃん」と言って気軽に話しかけてもらっている。

　最初は単純に嬉しかったけれど、働き始めてそろそろ一カ月。社内のことに関してわかってきたこともある。

　館野キャプテンは四十歳とは思えないほど若々しくて、誠吾さんに次ぐイケメンパイロットだ。館野派と真田派に分かれるほど人気がある。

　機長であり、社交的で誰に対しても分け隔てなく接してくれて独身とくれば、先輩たちの中では誠吾さんより館野キャプテンのほうが人気があると真琴が言っていた。

　そんな彼に「凪咲ちゃん」と呼ばれた私はなにかと注目を集めてしまい、一部の館野キャプテン狙いの先輩からは敵対視され始めている。

　だから、こうして声をかけてくれるのは嬉しいのですが、その〝凪咲ちゃん〟呼びだけはやめていただけませんか？　私、このままじゃ先輩たちに目をつけられてしまいそうなんです！

　と、正直に言えたらどんなにいいか。

「凪咲ちゃん？」

　思い悩む私を心配そうに見る館野キャプテン。

「それはですね、今は勤務中ですし公私はしっかりとつけるべきだと思うからです。なのでどうか鮎川と呼んでください」

　これまでにも何度か同じことを彼に言った覚えがある。その時は「わかったよ」と言ってくれるんだけど、次会った時にはすっかり忘れてしまっているのだ。

「あぁ、そうだった。ごめんね、俺の中で凪咲ちゃんはもう凪咲ちゃんになっちゃっているんだよね。でもそうだな、この前もあいつに気安く呼ぶなって言われたところだった」

「あいつ、ですか？」

　気になるワードを聞き返すと、館野キャプテンはわかりやすいほどハッとした。

「あ、いや！　なんでもないんだ。わかったよ、じゃあこれからは鮎川ちゃんって呼ぶことにしよう」

　それもそれで、親しみがこもっていると思われそうだけど、凪咲ちゃんよりはマシだよね。

「では鮎川ちゃん、今日も頑張ろうか」

「はい、よろしくお願いします」

　今日は那覇に向かった後に大おお阪さかへ行き、羽はね田だに戻るシフトとなっている。

　一日平均三～四便に搭乗するんだけど、到着後に次の便が一時間以内に出発って場合もあるから、その時はかなり忙しい。

　テキパキと準備を進める先輩たちには到底及ばず、まだまだ勉強することがたくさんあるけど、ＣＡになれて本当によかったって思える瞬間もたくさんある。

　たとえばドリンクサービスの際や到着後にお客様から「ありがとう」という言葉をもらえると、すごく嬉しい気持ちでいっぱいになる。

　それに大学在学中に英語はもちろん、完璧ではないけれど日常会話に困らない程度に韓国語や中国語やフランス語、スペイン語を習得したおかげでコミュニケーションの際にとても役立っている。

　とくにフランス語やスペイン語を話せるＣＡは少ないから接客を任されることもあり、大変だったけれど勉強しておいてよかったと心から思う。

「今日の搭乗客リストの中に、スペイン国籍の方がビジネスクラスにいらっしゃいます。スペイン語を話せるのは鮎川さんのみなので、鮎川さんには今日はビジネスクラスのサービス業務をお願いします」

「はい、わかりました」

　ブリーフィング中に受けた注意事項をしっかりメモし、終了するとすぐに各自の持ち場へと向かいお客様の搭乗準備に取りかかる。

　ドリンクの確認をしていると、二歳上の先輩、金きん城じょう満ま里り奈ながこちらに歩み寄ってきた。

「よろしくね、鮎川さん。しっかり確認して今日は私たちの足を引っ張らないことを祈ってるわ」

「……はい、気をつけます」

　笑顔で言われた嫌味に、どうにか笑顔で返す。

　金城さんは一言で言うと美人。ちょっぴりきつい印象があるけれど、ＣＡとしての彼女はお客様への対応は完璧で誰もが一目置いている。

　その反面、後輩に対しての当たりがきつく、真琴が初フライトの日に言っていた怖い先輩というのが金城さんだったようだ。

　かくいう私も何度か一緒にフライトしたことがあり、回を重ねるごとに敵対視されている気がする。

　初めて金城さんと仕事をした時、これまた初のビジネスクラスのサービス業務を担当し、緊張してドリンクサービスでオレンジジュースの補充をするのを忘れてしまったことがあった。

　さっき言われたのはその時のことだと思う。

　でもミスした私が悪いし、これからは気をつければいい。そうすれば金城さんとも少しは打ち解けられるよね？　これからも敵対視され続けたら仕事がやりづらいもの。

　そのためにも今日は絶対にミスのないようにしないと。

　いつもよりも気合いを入れて準備を進めた。




「今日も疲れたね」

「でも大きなトラブルもなく終わってよかったよ」

　一日のフライトを終え、羽田に戻ってきた私は先輩たちとともに人もまばらなロビーを進んでいく。

　金城さんと一緒に仕事をして緊張はしたけれど、ミスすることはなかったから何事もなく一日を終えられてホッとした。

　これから事務所に戻って一日の振り返りをして、報告書を作成してやっと帰ることができる。

　一番後ろを歩きながらこれからのことを考えていると、ひとりの先輩がなにかに気づいて足を止めた。

「見て、あそこ」

　先輩の声にみんなの足が止まる。視線を向けた先にいたのは、館野キャプテンと誠吾さんだった。制服に帽子を着用し、フライトケースを手に歩く姿は目を引くカッコよさがある。それがふたり並ぶとなおさらだ。

「今日はふたりでフライトだったんだ。一緒の便だった子が羨ましい」

「ふたりほどパイロットの制服が似合う人はいないよね」

　まだ先輩たちとは気軽に話せる仲じゃないから、心の中で何度も頷いて共感してしまう。館野キャプテンも誠吾さんも、本当に制服がよく似合っている。

「ねぇ、満里奈。真田さんとはどう？　進展あった？」

　先輩のひとりがかけた言葉に思わず金城さんを見ると、彼女は得意げに話し始めた。

「今のところはまだだけど、大きく進展させる作戦があるの。結婚していようが関係ないわ。絶対に奥さんから真田さんを奪ってみせるから」

　ちょ、ちょっと待って。まさか金城さんって真田さんのことが好きなの？　しかも奥さんがいるのに奪うつもりって……。

　もちろん好きな気持ちを否定することなど、誰にもできない。だけど誰かの幸せを奪ってまで幸せになることに意味はあるのだろうか。

　真田さんには愛する奥さんがいる。それに彼は愛妻家のようだし、奥さんだって幸せに決まってる。

　そんなふたりの幸せな日々を奪いたいと思うほど、金城さんは真田さんのことが好きってこと？

　ぐるぐると考え込んでいると、先輩たちは急にそわそわしだした。

「嘘、ちょっとこっち来るよ」

「えぇー、なんでなんで？」

「私のメイク、崩れてない？」

　こそこそと話をする先輩たちを横目に彼らのほうに視線を向ければ、館野キャプテンと目が合った。

「鮎川ちゃん、お疲れ」

　館野キャプテンが爽やかに手を振って私の名前を呼んだ瞬間、先輩たちはいっせいに私を見た。それもすごい剣幕で。

　たじろぐ私に気づくことなく、館野キャプテンはどんどん近づいてくる。

「一日の始まりと終わりに会えるなんて嬉しいよ。せっかくだし、これから一杯どう？　奢おごるよ」

「えっと……」

　やめてください、館野キャプテン！　そもそも今まで飲みに誘われたことないですよね？　なぜ初めてのお誘いがこのタイミングなんですか？

　心の中で盛大に突っ込みながら、どうやって返事をすれば先輩たちの反感を買わないか頭をフル回転させる。

「どう？　凪咲ちゃん」

　館野キャプテンってば、私の周りにいる先輩たちが見えていないんじゃ？って思うくらい先輩たちの殺気にまったく気づいていない。

　どう答えるのが正解なのかわからなくなり、ひたすら愛想笑いを続けていると、遅れて誠吾さんが近づいてきた。

「館野キャプテン、いきなり誘ったら迷惑ですよ。それに上司に誘われたら予定があっても断りづらいと思いますけど」

「そ、そっか。そうだよな」

　呆れ顔でこちらに来た誠吾さんに、先輩たちは黄色い声をあげる。

「お疲れ様です、真田さん」

「真田さんも今日のフライトは終わりなんですか？」

「どの便だったんですか？」

　あっという間に誠吾さんは先輩たちに囲まれてしまった。

「お疲れ様です。はい、先ほど大おお阪さかから戻りまして本日の業務は終了となります」

　彼が微笑んだ瞬間、先輩たちはフラッとなる。破壊力抜群の笑みを前にして興奮した様子の先輩たちの怒ど涛とうの質問ラッシュが始まった。

「夕食はどうなされているんですか？」

「自炊されたりしているんですか？」

「休日はなにをされているんです？」

　これには真田さんも「ハハッ」と気まずそうに笑うばかり。それに気づかず先輩たちが質問を続ける中、館野キャプテンが申し訳なさそうに「ごめんね」と謝ってきた。

「真田の言う通り、急に誘われても困るし断りづらいよな」

「いいえ、そんな。お誘いいただけたことはすごく嬉しかったですから！　ただ、その……時と場所を選んでいただきたいと言うか……」

　言葉を濁しながらチラッと先輩たちへ目を向けると、私の言いたいことを察してくれたようで館野キャプテンは肩を落とした。

「本当にごめん。周りにみんないたんだったな。これからは鮎川ちゃんがひとりの時に誘うよ」

「そうしていただけると大変助かります」

　館野キャプテンと同じように私も頭を下げる。そして顔を上げると、目が合った私たちはどちらからともなく笑ってしまった。

「それにしても相変わらず真田人気はすごいな」

　いつの間にか別の便から戻った先輩たちも加わっていて、真田さんはすっかり彼女たちに捕まっている。本当、改めて誠吾さんがどれだけ人気があるのかよくわかる。

　これで独身だったら、今よりももっと人気があったんだろうな。

　誠吾さんを見つめたまま呆然としていると、館野キャプテンに肩をトントンと叩かれた。

「やっぱり鮎川ちゃんも真田派？」

「え？　なんですかそれ」

「いやー、女性社員たちが館野派か真田派で盛り上がっているのを偶然聞いちゃってね。それで鮎川ちゃんは？」

「私は……どちらでもありません」

　期待に満ちていた館野キャプテンは、私の答えを聞いてあからさまにがっかりした。

「残念。だけどここはお世辞でもいいから館野派だって言ってほしかったな」

「では館野派でお願いします」

　すかさず言うと、館野キャプテンは「アハハッ」と声をあげて笑った。

「俺、鮎川ちゃんの素直なところすごく好きだよ。俺がもっと若かったらなぁ、迷わず鮎川ちゃんに求婚するのに」

　誰もが見惚れる甘い顔で言われると、冗談だとわかっていても胸が高鳴ってしまう。

「それは光栄です。だけど館野キャプテン、同じようなことを大勢の女性に言っているんじゃないんですか？」

　平静を装って言えば、館野キャプテンは「あ、バレちゃった？」と言う。

　社交的な一面からか、来る者拒まずのプレイボーイという噂も聞いていたけれど、どうやら本当のようだ。

「言っておくけど俺は好きな人ができたら、一途だからね？　それこそ真田のようにね」

　そう言って館野キャプテンは誠吾さんを見つめた。

「あいつね、奥さんが初恋なんだってさ」

「そう、なんですか」

　私と離婚した後に出会った奥さんが、誠吾さんの初めて好きになった人……。

　当然のことだ、私と誠吾さんは契約上の結婚だったわけだし、そこに愛はなかった。それなのに本当、どうしてこうも胸が痛むのかな。

　痛みは次第に増していき、苦しくなる。

「さて、と。そろそろ真田に助け舟を出してやるとするか。じゃ、鮎川ちゃん。今度また改めて誘うから一緒に飲みに行こうね」

「はい、よろしくお願いします」

　爽やかに手を上げて館野キャプテンは囲まれている誠吾さんを助けにいった。

　ほどなくして誠吾さんは先輩たちから解放され、去っていった。ふたりの後ろ姿を眺めていると、そこへ金城さんが駆け寄っていく。

　誠吾さんに声をかけると、なにやら話し始めた。

「本当に満里奈、攻めてるね」

「奥さんから奪うって言っていたしね」

「たしかに真田さんは素敵だけど、結婚している人から奪う勇気は私にはないなー」

「それに真田さんって恋愛っていうより、憧れの対象というほうが強いよね。アイドル的存在みたいな？」

「言えてる。芸能人みたいな感覚だよね」

　先輩たちの話を耳に入れながら、誠吾さんと金城さんから目が離せなかった。

　並んで立つふたりはとてもお似合いだった。誠吾さんの奥さんも、金城さんのように綺麗な人なのかな。

　広がるモヤモヤを必死に抑えて先輩たちに先に戻っていますと伝え、廊下を突き進んでいく。

　私と離婚した後、誠吾さんがどんな人生を歩もうと私には関係のない話だ。ただ、誠吾さんに忘れられていることが寂しいだけだよね？

　そう自分に言い聞かせて仕事に集中した。




「遅くなっちゃった」

　すべての業務を終えてロッカーのドアを閉めた控室には、私以外誰も残っていない。

　報告書を書いている間、どうしても誠吾さんのことを考えてしまい、なかなか終わらなかった。

「どうして再会しちゃったんだろう」

　そもそもなぜ結婚している時に話してくれなかったんだろう。私と出会った頃にはすでに彼はパイロットへの一歩を踏み出していた頃だったはず。

　私がＣＡになりたいと打ち明けた時に教えてくれたらよかったのに。……ううん、仕事のことだけじゃない。そもそも私は誠吾さんのことをなにひとつ知らなかった。

　そう思うと本当にただの契約結婚だったんだ。

　事実なのにやっぱりまた胸が痛くなり、慌てて首を横に振った時スマホが鳴った。

「誰だろう」

　急いでバッグからスマホを取り出して見ると、電話の相手は母だった。

「もしもし、お母さん？」

『久しぶり、凪咲。今、電話大丈夫？』

「うん、大丈夫だよ」

　就職を機に上京し、入社後は忙しない日々だったから母とはもっぱらメッセージのみのやり取りだった。だからこうして電話で話をするのは久しぶり。

　控室にある椅い子すに座り、母の声に耳を傾けた。

『仕事はどう？　そろそろ慣れてきた？』

「うん、どうにか。お母さんは変わりない？」

『えぇ、ひとり暮らしを満喫しているわ』

　冗談交じりに言う母にクスリと笑みが零れる。

　両親の離婚が成立後、母の故郷で再スタートを切った私たちは誠吾さんのサポートのおかげで、なに不自由ない生活を送ることができた。

　母もすぐに職を見つけ、私も無事に近隣の大学に合格。誠吾さんのおかげで心穏やかな毎日をすごせた。

『今日、凪咲から荷物が届いてびっくりしちゃった。……お財布、ありがとうね』

「どういたしまして。この前、初めてお給料をもらったから、記念になにかお母さんにプレゼントしたかったんだ」

『本当にありがとう、嬉しかったわ。大切に使わせてもらう』

　母の話を聞いて嬉しい気持ちでいっぱいになる。

　父と離婚してからというもの、母はこれまで以上に頑張ってきた。もしかしたら私に契約とはいえ、結婚させたことに負い目を感じていたのかもしれない。

　大学受験から今の会社に入社するまで応援し続けてくれていた。母の献身的なサポートがなかったら、私は夢を叶えることができなかったと思う。

『こんなに幸せな毎日を送れるなんて、あの頃は想像もできなかったわ。これもすべて真田さんのおかげね』

　母の口から急に出た彼の名前にドキッとなる。

「どうしたの？　いきなり真田さんの話をするなんて」

『あら、本当の話でしょ？　私たちの今があるのは真田さんがいてくれたからじゃない』

「それはそうだけど……」

　ここ二年くらいは真田さんの話をしたことがなかったのに、急に彼の名前を出すんだもん。現状が現状なだけに動揺するのは当然だ。

『それに、凪咲が夢を叶えたことを誰よりも喜んでくれたのも彼だしね』

「えっ？　どういうこと？」

　誠吾さんとは離婚後、会うことはおろか連絡も取っていなかった。だけど母はまるで誠吾さんから聞いたかのように言う。

『実は真田さんに口止めをされていてずっと黙っていたんだけど、あなたたちが離婚した後も真田さんは定期的に連絡をくれていたの。……お父さんからの接触はないか、生活に困ったことはないか。そして一番聞かれていたのが凪咲のことだったわ』

「嘘……」

　本当に？　本当に誠吾さんが私のことを気にかけてくれていたの？

　すぐには信じることができずにいる中、母は続ける。

『嘘を言ったって仕方がないでしょ？　本当よ。凪咲が第一希望の大学に合格した時も資格を取得した時も、そして今の会社の内定が出たと報告した時も、すごく喜んでいたわ。凪咲が夢を叶え、私たちの生活も安定していると十分に理解してくれて、今後は連絡を控えるって言っていたから、そろそろ凪咲にも話してもいいと思って』

「そう、だったんだ」

　ふと、最後に誠吾さんに「絶対に夢を叶えろよ」って言われた言葉が頭をよぎる。

　それまで彼はずっと私のことを見守ってくれていたんだ。

　熱い思いが胸に込み上げる。

『凪咲には苦労をたくさんかけたわね。だけど真田さんとの出会いにお母さんはとても救われたの。彼のおかげで凪咲は夢を叶えることができたのだから。これからは好きな仕事をして心から愛する人を見つけ、その人と幸せになってほしい。それがお母さんから凪咲へのたったひとつのお願いよ』

「……うん、わかった」

　母の思いに涙が零れそうになり、そっと目を拭ぬぐった。

「じゃあ私からもお願い。お母さんも幸せな第二の人生をすごしてほしい。あ、もちろん再婚してもいいからね！　お母さんの人生は、お母さんだけのものなんだから」

『凪咲……』

　父と離婚した後もできるだけ誠吾さんから預かったお金を使わないようにと、母はこれまで以上に働いた。

　私も少しでも生活費のためにとバイトをしていたけれど、生活は大変だったと思う。これからは自分のためにお金を使って、できれば愛する人と新しい人生をスタートさせてほしい。

『ありがとう。じゃあふたりとも幸せにならないとね』

「うん、そうだよ。いい人ができたらちゃんと報告してよ」

『それは凪咲でしょ？　真田さん以上の人はなかなか見つけるのが大変かもしれないけど、心から愛する人と出会えることを祈ってるわ』

「……うん、ありがとう」

　母の言う通り、誠吾さん以上の人を見つけることは難しい。だけどいつか母に紹介できる人と出会えたらいいな。

　それから数分他愛ない話をして通話を切ったものの、なかなか立ち上がることができずにいた。

　母に話を聞いた時は、誠吾さんがずっと私のことを気にかけてくれていたことにびっくりして嬉しかったけど、よく考えればそれだけ気にかけてくれていたのに、私のことを忘れていたってことでしょ？

　そりゃ離婚してから一度も会っていなかったけれど、顔を忘れているなんてあんまりじゃない？

「だけど、再婚しても元妻のことを気にかけてくれることに感謝するべきだよね」

　誠吾さんとあの日偶然出会っていなければ、私は見知らぬ男性に襲われていた。契約結婚を持ちかけられていなかったら、今の私はいない。

　いいじゃない、彼が私のことを覚えていなくたって。好きな仕事をして自分らしい人生を歩んでいくことが恩を返すことになるはず。

　そう思うことでずっと胸につっかえていたものが取れた気がした。

　誠吾さんが忘れているなら私も他人として接しよう。そして密かに彼の幸せを願おう。それが私にできることだと思うから。

「よし、帰ろうかな」

　すっきりしたところで席を立ち、帰り支度を始める。

　明日は休みだし、なにかおいしいものを買っていこうかな。お酒も買っちゃおうか。

　帰り道にあるスーパーを思い浮かべながらロッカーを閉めて、控室を出た。

　多くの社員が帰宅した後で、廊下にひと気けはない。自分の足音が異様に響くのを感じながら歩を進めていくと玄関に人影が見えた。

　壁に寄りかかってスマホを操作している人物を目にして、思わず足が止まる。

　え、どうして誠吾さんが？

　一瞬パニックになるも、べつに私を待っているわけではないと気持ちを落ち着かせる。

　そもそも彼は私のことを覚えていない。だったら軽く挨拶をして通り過ぎればいいだけ。

　そう自分に言い聞かせて再び歩を進める。

　すると私に気づいた誠吾さんが顔を上げた。目が合った瞬間に小さく会釈して「お疲れ様です」と言いながら玄関を出ようとした時。

「離婚したら、元夫のことはすっかり忘れるのか？」

「えっ？」

　思わず足を止めて彼を見ると、スマホをポケットにしまい、ゆっくりと私のほうに近づいてきた。

　そして唖然と立ち尽くす私に誠吾さんは顔をしかめた。

「なんだよ、本当に俺のことを忘れちまったのか？」

「え、いや……えっ!?　待ってください、誠吾さんこそ私のことを忘れていると思っていたんですけど」

　突然声をかけられてパニックになりながらも言うと、誠吾さんは頬を緩める。

　久しぶりに見た誠吾さんの笑顔はやっぱり素敵で、胸がきゅんとなる。よりいっそう大人の男性となった彼の笑顔は破壊力抜群だ。

「なんだ、ちゃんと覚えていたんだな」

「当たり前じゃないですか！　……忘れるわけがありません」

　ドキドキしていることに気づかれないように平静を装って言ったけれど、きっと一生誠吾さんのことを忘れることはできないと思う。それほど私の人生を大きく左右した人だから。

「だったら初日に声をかけた時、久しぶりって言ってくれればよかったのに。普通に初めてのように言葉を返されたから忘れられているとばかり思っていたよ」

「それを言ったら誠吾さんもじゃないですか。まるで本当にはじめましてのように話してきたんですから。誠吾さんが覚えていないなら、知らないフリをするべきだと思ったんです」

　チラッと彼の左手薬指にはめられている指輪を見る。

「そのほうが誠吾さんのためだと思いました」

「なんで？」

　意味がわからないというように首を傾げる誠吾さんに、苛立ちが募つのる。

「堂々と結婚指輪をつけている人に、元妻の立場から気軽に声なんてかけられるわけがないじゃないですか。……噂ではとっても愛妻家だって聞いたので」

　最後は声が小さくなってしまったものの、誠吾さんの耳にはしっかり届いたようで目を瞬かせた。

「なんですか、その顔は。噂は事実ですよね？　現に結婚指輪をしていますし。……再婚、したんですよね？」

　誠吾さんがあまりに驚くものだから、こっちも変な焦りが生じてしまう。

「あぁ、この指輪か」

　やっと理解したようで、誠吾さんは左手薬指にはめている指輪を外して私に差し出した。

「なんですか？」

「見て」

「どうしてですか？」

「いいから」

　無理やり誠吾さんは私に結婚指輪を握らせた。

　なぜ私に結婚指輪を見せたいの？　夫婦の結婚指輪を見たって、どう反応すればいいのか……。

　とはいえ、渡された以上見ないわけにはいかない。

　遠目でしか見たことがなかった彼の指輪をまじまじと見る。

　あれ？　これって……。

　見覚えのあるデザイン。内側を見ると、ＳとＮとイニシャルが彫られていた。

　思わず彼を見つめると、目が合った瞬間に誠吾さんは眉まゆ尻じりを下げた。

「もしかして凪咲はもう結婚指輪を処分した？」

「いいえ、処分なんてしていません」

　たった三カ月間だけつけていた結婚指輪は、今も大切にしまってある。時々手に取っては誠吾さんのことを思い出したり、試験など大きな出来事の前に指輪を握りしめてはうまく事が進むよう、祈ったりもしていた。

　お守りのように大切にしている指輪を処分するわけがないじゃない。

　すると誠吾さんはホッとした顔を見せた。

「それならよかった」

　私から指輪を受け取り、大切そうに再び左手薬指にはめる姿に胸がギューッと締めつけられる。

　私のことを覚えてくれていたのも、私との結婚指輪をはめていたことにもびっくりだ。色々なことが一気に起こりすぎて頭が追いつかない。

「あのっ……！　どういうことですか？　どうして再婚したのに、私との結婚指輪を？　奥さんと指輪を買わなかったんですか？」

　気になることが多くて早口になる。

　答えが気になる私に向かって誠吾さんは、にっこり微笑んだ。

「飯行こうか」

「はい？」

　予想外の言葉が返ってきて、随ずい分ぶんと間抜けな声が出てしまった。

「私の話、聞いていましたか？　ちゃんと答えてください」

「答えるつもりだから食事に行こうって言ってるんだ。ここじゃ込み入った話はできないだろ？」

　そうだった、ここはいつ誰が通るかわからない玄関だ。

「最終便も到着しているし、そろそろ誰かしら通ると思うけど、どうする？」

　こちらに判断を委ねてきたけれど、私に断るという選択肢はない。

「行きます、食事。そこですべて話してください」

「もちろんそのつもりだ」

　なにもかもわからない。誠吾さんは再婚していたんじゃなかったの？　ちゃんと聞かせてほしい。

「じゃあ行こうか」

「えっ？　あっ」

　ナチュラルに私の手を握ると、誠吾さんは玄関を出て駐車場へと歩を進めていく。

　突然の行為にフリーズするも、すぐに彼と手を繋いでいるという事態に焦りを覚える。

「誠吾さん、手を離してください！　こんなところを誰かに見られたらどうするんですか！」

　動揺する私とは違い、誠吾さんは至って冷静だった。

「大丈夫、最終便のクルー以外はもう残っていないから誰も通らないよ」

「でも……っ！」

「車で来ているから、少し遠出しようか。おすすめのイタリアンがあるんだ」

　勝手に話を進める誠吾さんに完全に主導権を握られている。だけどここで大事なことを思い出す。

「誠吾さん、奥さんがいるのに私とふたりで食事に行くのはまずくないですか？」

　私が彼の奥さんの立場だったら、自分以外の女性と旦那さんが食事に行くなんて嫌だ。たとえそれが同僚だとしても。

　ましてや私は元妻だ。奥さんが知ったらますます嫌なはず。

　その思いで彼の手を引いて止めようとしたものの、誠吾さんの足は止まらない。

「凪咲が心配するような奥さんはいないから大丈夫」

「えっ!?」

　い、今！　さらっと重要なことを言わなかった？

「どういうことですか？　奥さんはいないって」

「それも含めてゆっくり食事をしながら話すよ」

　そんな……っ！　すごく気になるんですけど。

　しかし車に乗ってからも、何度も誠吾さんに聞いても答えてはくれなかった。




「デザートまで完食してくれたところを見ると、凪咲の口に合ったようだな」

「はい、すっごくおいしかったです」

　店に到着後も早く事の真相を知りたくてたまらなかったというのに、次々と運ばれてくる料理がどれもおいしくて、途中から料理に夢中になり最後のドルチェのティラミスまで食べてしまった。

　私を見て満足げに笑う誠吾さんに居心地が悪くなり、ナプキンで口を拭ふきながら咳払いをする。

「料理もいただきましたし、そろそろお話を聞かせてもらってもいいですか？」

「あぁ、そうだな」

　珈コー琲ヒーを飲むと、誠吾さんは指輪をそっと撫でた。

「結婚するまではなにかと女性に囲まれて、時には度を越す言動に出る女性もいて対応に困っていたんだ」

　その様子が容易に想像できて、返す言葉が出てこない。

「だけど凪咲と結婚してこの指輪をつけたら威力は絶大でさ。仕事も私生活も快適になったよ。噂がひとり歩きをして愛妻家と言われるようになって、それを離婚してからも利用するためにずっとつけていたんだ」

「そう、だったんですね」

　じゃあ本当に誠吾さんは再婚していなくて、奥さんもいないんだ。

　ホッと胸を撫で下ろした。

　ん？　どうして私、こんなに安心しているの？　それにちょっと嬉しいと思っていない？

　それが信じられなくて戸惑う。

「だから俺は再婚なんてしていないし、今もまだ機長になるために勉強の毎日で、恋愛する暇もなかったから恋人もいない。……安心した？」

「まぁ……奥さんがいないなら、一緒に食事してもいいと安心はできました」

　からかい口調で言われたことが図星で変な焦りを覚えながらも、どうにか平静を装って答えた。

「そっか。じゃあ凪咲は？　俺と離婚してから恋愛はしたのか？」

「いませんよ。私も大学に通いながらバイトをしていましたし、そんな暇はありませんでした」

　そもそも恋愛をしたいとさえ思わなかった。

「どうやら俺たちは似た者同士だったようだな」

「え？」

「だってそうだろ？　お互い離婚してから夢を叶えるために努力を続けてきたんだから」

　たしかにそうかも。離れている間、ふたりとも夢を追いかけ続けることに夢中で恋愛をしてこなかったのだから。

「凪咲なら絶対に夢を叶えると思っていたけど、大変だったと思う。よく頑張ったな。でもこうして同じ職場で働くことになるなんてびっくりしたよ」

　なんて言っているけど、母から私のことを逐ちく一いち聞いていたようだし知っていたんだよね？　それに離婚した後も私たちのことを気にかけてくれていたんでしょ？　だから今、『よく頑張ったな』って言ってくれたんだ。

　母に教えてもらえなかったら、ずっと知らないままだった。

　そうだよ、誠吾さんには感謝してもし切れない恩がある。彼が既婚者だとか私のことを忘れているとか気にするより、もっと大切なことがあったじゃない。

「あの、誠吾さん」

「ん？　なに？」

　キョトンとする誠吾さんに深々と頭を下げた。

「凪咲？」

　急に頭を下げた私に、誠吾さんは戸惑いの声をあげる。だけど私は顔を上げることなく続けた。

「今の私がいるのは、誠吾さんのおかげです。本当にありがとうございました」

「……凪咲」

　ゆっくりと顔を上げ、戸惑う彼に笑顔で伝える。

「誠吾さんと出会うことができなかったら、私と母は今、どんな生活をしていたか……」

「いや、それを言ったら俺のほうこそ凪咲に感謝している。じいさんの心配を払ふっ拭しょくして最後は笑顔で見送ることができたんだから」

「それにしたって私のほうが対価をもらいすぎです。……それにお母さんから聞きました。離婚後もなにかと私たちのことを気にかけてくれていたと。誠吾さん、さっきは私と同じ職場で働くことになって驚いたって言っていましたけど、お母さんから聞いて知っていましたよね？」

　すると彼は気まずそうに目を泳がせた。

「なんだ、聞いていたのか」

「はい、ちょうど仕事終わりにお母さんから電話があって、誠吾さんに会う直前に聞きました。すぐにお礼を言うべきだったのに、遅くなってしまってごめんなさい。本当にありがとうございました。誠吾さんのおかげで私、夢を叶えることができました」

　感謝の思いを伝えると、誠吾さんは照れくさそうに頭を掻かいた。

「そういうの苦手だからやめてくれ」

「感謝されることがですか？」

「あぁ。だから凪咲の母さんにも口止めしておいたんだ」

　そう、だったんだ。私が知る彼は完璧な大人の男性だったからちょっと意外。

「誠吾さんにも苦手なものがあったんですね」

「当たり前だろ？　俺にだって苦手なもののひとつやふたつくらいはある。そういうの、今後はちゃんと覚えてくれ」

「え？　今後、ですか？」

　意味深な彼の言葉にドキッとなる。そんな私の気持ちに気づいているのか、誠吾さんはただなにも言わずに微笑むだけ。

　返答に困る中、誠吾さんはクスリと笑みを零こぼして再び珈琲を飲む。

「俺たちが初めて会った日のことを覚えているか？」

「はい、もちろんです」

　忘れるわけがない。誠吾さんに助けてもらうことができなかったら、私は一生あの日の自分の決断を後悔していたと思う。

「凪咲は偶然の出会いだと思っていると思うけど、俺は運命の出会いだったと今でも信じている」

　また私の心を乱すようなことをサラッと言い、誠吾さんは真っ直ぐに私を見つめた。

「凪咲のおかげでじいさんに最初で最後の恩返しをすることができたし、なにより凪咲と同じ理由でパイロットを目指した俺としては、なんとしてでも凪咲に自分の夢を叶えてほしかったんだ」

「それじゃ誠吾さんがパイロットになった理由って……」

　そこまで言いかけると、彼は頬を緩めた。

「飛行機が好きで、ずっと世界中を旅したかった。いつしか大好きな飛行機を操縦したいという思いが強くなってさ。……周りに反対される中、じいさんだけが俺の夢を応援し続けてくれたんだ」

　だから誠吾さんは最後に祖父の願いを、どんな手段を使っても叶えてあげたかったんだ。

「状況は違うけど、せっかく叶えたい夢を見つけることができたのに、家族のせいで夢を叶えることができないかもしれない凪咲が自分と重なってさ。俺の願いを叶えてくれる代償として、俺も絶対に凪咲に夢を叶えさせてやろうって誓ったんだ」

　そんなふうに私のことを思って色々と力になってくれたんだ。

　誠吾さんの思いに触れて、涙が溢れそうになる。

「困ったことや悩みがあればいつでも相談に乗る。元夫婦のよしみで同僚としてこれからよろしくな」

「こちらこそです」

　そっか、さっき誠吾さんが言っていた『俺にだって苦手なもののひとつやふたつくらいはある。そういうの、今後はちゃんと覚えてくれ』っていうのは、同僚として今後付き合っていく上で覚えておいてほしいってことだったんだ。

　とくに深い意味なんてなかったのに、ひとりで焦っちゃってバカみたいだ。

　今はまだ誠吾さんは再婚していなかったけれど、この先のことはわからない。いつかは愛する人と家庭を持つだろうし、本当の愛妻家になる日がくるかもしれない。

　だけどその相手がいない今は、同僚として彼と親しくなってもいいかな？　だって私、誠吾さんのことなにも知らなかったから。

　もちろんそれは夫婦といってもたった三カ月間のことだったし、知らなくて当然だと思う。そうわかってはいるけれど、さっき誠吾さんの意外な一面を知って、もっと彼のことを知りたいと思ったんだ。

「約束だからな？　たまにはこうして食事に行こう。うまいものをごちそうしてやる」

「言いましたね？　約束ですよ」

「あぁ、わかったよ。じゃあ今度は俺と離婚してからどんなふうに暮らしてきたのか、全部教えてくれ」

「お母さんから聞いていたのに？」

　頻ひん繁ぱんに連絡を取って聞いていたんだよね？　それなのに私の口からまた話す必要がある？

　小首を傾げた私に誠吾さんは目を細めた。

「俺は凪咲の口から直接聞きたいんだ。いいな？　約束だぞ」

　そう言って優しく微笑む彼に胸が高鳴る。

「わ、わかりました」

「よし」

　なにこれ。どうして誠吾さんの優しい顔を見ただけで胸が苦しくなるの？

　理解できない感情に戸惑う自分がいた。










再婚なんてしません




　憧れのＣＡになって早三カ月。やっと業務にも慣れてきて、少しだけ心に余裕が持てるようになった今日は出社スタンバイ日。

　ＣＡには通常出勤の他に、クルーの急変や急用による欠員を補うためにスタンバイ日という日がある。

　会社によって違いはあるかもしれないけれど、私が勤める航空会社では出社スタンバイと自宅スタンバイの二種類があった。

　自宅スタンバイでは会社から電話がきたら出社となるため、基本は家ですごしているのに対し、出社スタンバイはいつでもフライトできるように、制服に着替えて髪の毛もメイクもしっかりセットした状態で待つ。

　会社にいれば基本、なにをしてすごしてもいいという。たいていの人は事務作業を行っていて、他には読書をしてすごしたり仮眠室で休んだりする人もいる。

　私は出社スタンバイの時間を利用して、いつも勉強や事務作業を行っていた。

　そして迎えた昼休み。社員食堂で食事をとっていると、嫌でも感じるたくさんの視線に居心地が悪くなっていた。

　もちろん原因はわかっている。社内を歩けばチラチラと見られるのも、先輩……とくに館野キャプテンが言っていた真田派の先輩からチクチクと嫌味を言われるのも、すべて誠吾さんのせいだって。

　箸を持つ手は止まり、深いため息が零れる。

　声をかけられて一緒に食事をした日を境に、私と誠吾さんの関係は一変した。

　帰りに連絡先を交換し、毎日のように他愛ないやり取りをしているし、誠吾さんは職場で頻繁に声をかけてくるようになった。

　それはあいさつ程度のものだけど、誠吾さんが自分から何度も声をかけるＣＡなんて今までいなかったようで、だから余計に私は注目を集めてしまっている。

　だけど誠吾さんに悪気はないわけだし、言葉通りなにかと私を気にかけてくれていた。あれから二回食事に行き、そこでは私のどんな話も聞いてくれて、彼のことも話してくれた。

　時間はあっという間に過ぎてしまい、もっと話していたいと思うほど楽しかった。

　誠吾さんとはこれからもずっと今の関係を続けていきたい。だったら周りの目など気にせずに堂々としていればいいだけと自分に言い聞かせてはいるけれど、やっぱり注目を集めることには慣れそうにない。

　早く食べて人の少ないところに行こう。

　再び箸を持つ手を進めてご飯を口に運んでいると、隣の席の椅子を引く音がした。

「お疲れ、凪咲」

　そう言って隣に座ったのは真琴だった。

「お疲れ様。真琴もスタンバイ？」

「ううん、朝一で大阪に行って帰ってきたところ。二時間空きで午後から福ふく岡おか往復便に搭乗する予定。ちょっと話したいことがあって凪咲を捜していたらここだって聞いてきたの」

　真琴は買ってきた珈琲を飲み、周囲を見回してから顔を近づけてきた。

「凪咲、大変なことになっているよ」

「大変なこと？」

　オウム返しをした私に真琴は神しん妙みょうな面持ちで話し始めた。

「真田さんと凪咲が浮気しているとか、凪咲が実は真田さんの奥さんなんじゃないかって噂が流れているの」

「嘘っ……！」

　思わず大きな声を出して立ち上がってしまった。すぐさま真琴が私の腕を引いて座るよう促す。

「シーッ！」

　一気に注目を集めたことに恥ずかしくなり、急いで腰を下ろして背中を丸める。

「ごめん。びっくりしちゃって……」

　まさかそんな噂が流れているなんて夢にも思わなかった。いや、でもそんな噂が流れるのは時間の問題だったのかもしれない。

「先輩たちが騒ぎたくなる気持ちわかるよ。だって凪咲と話している時の真田さんってすごく優しい顔をしているもの。あれは本気で凪咲に惚れているって思っちゃうよ」

「な、にを言って……。そんなことあり得ないから」

　誠吾さんが私に抱いている感情は恐らく同情心だと思う。それとたまたま同じ夢を抱いて叶えた仲間だからこそよくしてくれたんだ。

　たった三カ月間だったけれど一応夫婦だったわけだし、それもあって気にかけてくれているだけ。それ以上の感情なんてない。

「えぇー、どうしてそう言い切れるの？」

「それはっ……！」

「それは？」

　間かん髪ぱつを容れずに聞き返してきた真琴に言葉が詰まる。

　どうしよう、なんて説明をしたらいい？　真琴には誠吾さんと結婚していたことを話していないし……。

　頭を悩ませていると、真琴は小さく息を吐いた。

「ねぇ、凪咲。出会ってまだ数カ月だけど親友だと思っているのは私だけ？」

「なに言ってるの？　私だって真琴は親友だと思ってるよ」

「じゃあ凪咲が私の立場だったらどう思う？　親友が噂の的になっているのになんの力にもなれないし、その親友に頼ってももらえない。こんなの、悲しすぎると思わない？」

　そう、だよね。これが逆の立場だったら私は今、すごくもどかしくて悲しい気持ちでいっぱいのはず。真琴の噂を聞くのも頼ってもらえないのも嫌だ。

「ごめん、真琴。……今度、相談したいから時間を作ってもらえる？」

　真琴は誰かに言いふらしたり、話を聞いて態度を変えたりする子ではないことを私が一番知っているじゃない。

　その思いで言うと、真琴は目を輝かせた。

「もちろん！　じゃあ今夜どう？」

「今夜？」

「うん、善は急げって言うじゃない。そうだ、久しぶりに凪咲の家に泊まってもいい？　一度家に戻って着替えとか準備してから行くね。じゃあ福岡便、行ってきます」

「え？　あ、ちょっと真琴？」

　一方的に言って真琴は行ってしまった。

　こっちの予定も聞かずに勝手に決めて……。とくに用事はないし、私も早く真琴に話したいからいいけど。

　嵐のように去っていった真琴を思い出しては笑みが零れる。

「おいしいご飯でも用意してあげようかな」

　真琴がうちに泊まりに来るのは今回で三回目。二回とも手料理を振る舞ったらすごく喜んでくれたんだよね。

　今晩はなにを作ろうか考えながら残りのご飯を食べ終え、私も食堂を後にした。




　この日はフライトすることなく出社スタンバイは終了し、帰りにスーパーに寄って食材を買い込んだ。

　帰宅後すぐに調理に取りかかる。玉ねぎやブロッコリー、にんじんなどたっぷりの野菜とベーコンを、コンソメ風味のクリームスープで煮込み、それを茹でたてのパスタと混ぜれば、母から教えてもらったオリジナルのスープパスタの完成だ。

　ちょうど作り終えた頃に真琴が来て、スープパスタを何度もおいしいって言って食べてくれた。そして真琴が買ってきてくれたケーキを食べながら事の経緯を説明したわけだけれど……。

　いつの間にか真琴のフォークを持つ手は止まり、何度も目を瞬かせた。

「ちょっと待って。まったく予想していなかった話をされて頭がついていかなくて……。少し整理する時間をちょうだい」

　そう言って真琴は頭を抱えた。

　両親のこと、誠吾さんとの出会いに結婚と様々なことがあった。自分でも改めて真琴に話してみて、波乱万丈な人生を歩んできたと思うんだから、真琴はもっと感じたはず。

　少し経つと真琴は盛大なため息を漏らした。

「ごめんね、まるでドラマのような話でびっくりしちゃって。……大変、だったんだね。自分を売るしかないとまで追い詰められていたんだから。そんな時に助けてくれた真田さんはヒーローだったね」

「うん、私もそう思う」

「だけど！　私も当時の凪咲と出会っていたら真田さんと同じことを言っていた。どんなにつらい状況でも後悔することだけはしちゃだめだよって。……本当に真田さんと出会えてよかったね」

　目を潤ませて言う真琴に、私まで泣きそうになる。

　学生時代にも友達はいたけど、真琴ほど心を許せて親身になってくれる存在は初めてだ。本当に真琴と出会えてよかったと心の底から思う。

「話を聞いて納得できたけどさ、あまりにも運命的すぎてそれにもびっくりしちゃった。凪咲だって驚いたでしょ？」

「もちろん。もう二度と会うことはないと思っていた人だったから目を疑ったよ」

「でしょうね。おまけに愛妻家で有名だと知ったら、さらに驚くよね。……でもさ、そこを気にしたってことは凪咲、ずっと真田さんのことが好きだったんじゃないの？」

　急にニヤニヤしながら聞いてきた真琴に、少しの間フリーズしたがすぐに我に返る。

「そういうわけじゃ……」

　否定したいのに、自分でも驚くほど戸惑っていて言葉が続かない。

　誠吾さんに感謝しているし、再婚していたって知った時はショックも受けた。でもそれ以上の感情なんてないと思っていたけれど、本当にそうなのだろうか。

「本当に凪咲が真田さんのことを好きじゃなくて感謝しているだけだったら、再婚して幸せになってくれていて嬉しいって思うものじゃないの？」

「それはっ……！」

　そう、かもしれない。恩人が愛妻家と呼ばれるほど奥さんのことを愛していたなら、嬉しいと思うもの。それなのに、どうして私は寂しいとか悲しいって気持ちが優先したのだろう。

　自分の気持ちがわからなくなる中、真琴は私の気持ちを揺さぶる。

「離婚してもう五年経つのにその間、凪咲は誰にも恋をしなかったのがなによりの証拠じゃない？」

「大学生の時は色々な資格を取るのに忙しかったから……」

「忙しくても、誰かを好きになることはできるはずだよ。それなのに恋しなかったのは、凪咲の中で真田さんの存在が大きかったからじゃないの？」

　違う、そうじゃないと言い返したいのに言葉として出てこない。誠吾さんのことを忘れた日などないけれど、それは本当に心から感謝をしているからだと思っていた。

　でも違った？　私ってずっと誠吾さんのことを好きだったの？

　考え込んでいると、真琴はクスリと笑った。

「これを機に自分の気持ちと向き合って。真田さんは結婚していないみたいだし、再婚してもいいんじゃない？」

　真琴ってば簡単に言ってくれる。

「再婚なんてするわけないじゃない」

「どうして？　私から見て凪咲は真田さんのことを好きだと思うけど？」

「たとえそうだとしてもだよ？　私はもう愛のない結婚はしたくないの。……心から愛する人と結婚して幸せになりたいし、同じくらい私のことを想ってくれる人がいい」

　それが母の願いでもあるから。幸せになって母を安心させてあげたい。

「だったらなおさら真田さんがいいじゃない。私が思うに、真田さんもきっと凪咲のことが好きだよ。そもそも好意を抱いていない相手に対して、そこまで親切にできる？　私だったらできないなぁ」

「それはそうかもしれないけど……。ただ単に、誠吾さんが私を助けてくれたのは、自分と同じ夢を持っていたからだって言っていたし、それ以上の感情なんてないと思う。初めて食事をした時も、これからは同僚としてよろしくって言われたし」

　力になると言ってくれたのも同僚としてだ。むしろ元夫婦だけど、あくまで契約上の関係だっただけで、恋愛感情などいっさいなかった。それはこれからも変わらないという牽制だったのかもしれない。

　真琴の話に少し心が揺れたが、考えれば考えるほどそんな気がしてきて心が沈む。

「ちょっと、なにひとりで落ち込んでいるのよ」

「別に落ち込んでいるわけでは……」

「がっつり落ち込んでいたけど？」

　言葉を被せて言われ、なにも言い返せなくなる。そんな私を見てなぜか真琴は嬉しそうにしていた。

「私が困っている姿がそんなにおもしろい？」

　思わずムッとなって棘とげのある声で言えば、真琴は声をあげて笑った。

「アハハッ！　今度は怒った！　いいね、恋に悩んで私に当たる凪咲も」

「もう、からかわないでよ」

　これは本当におもしろがっているようだ。

　少し冷めてしまったおかずをパクパクと口に運んでいる間も、真琴は私を見つめて目を細めた。

「だってさ、凪咲ってばこれまで一度も恋愛したことがないって言っていたじゃない？　だから恋バナはできないと思っていたけど、これからはできるってことでしょ？　私も少し仕事に慣れてきたし、これからは素敵な恋をしたいと思っているから凪咲と恋バナできると思うと嬉しくて」

「真琴……」

　あまりに真琴が嬉しそうに言うものだから、食べているケーキが喉に詰まりそうになる。

「私でよかったらいつでも相談に乗るよ。これでも恋多き女だったんだから」

　自分の胸を叩いて自信満々に言う真琴に笑ってしまう。

「それは頼もしいな。じゃあなにかあったらお願いね」

「任せて！　凪咲が真田さんと再婚できるようにサポートするからね」

「いや、まだ私は誠吾さんのことが好きってわけじゃ……」

「それも時間の問題でしょ！　だけど本当にドラマや小説みたい。契約結婚もそうだし、その相手と再会するなんて……！　今後の展開が楽しみ」

　まるで視聴者や読者のような反応に乾いた笑い声が漏れる。

　正直、誠吾さんに対する想いの正体はまだわからないけれど、でもこれからは事情を知っている真琴になんでも話せるんだ。そう思うと心強い。

　それからも真琴には誠吾さんとのことを根掘り葉掘り聞かれたけれど、心から私のことを応援してくれているのが伝わってきて、たまらなく嬉しい気持ちでいっぱいになった。




　三日後の昼休み、阿あ蘇そくまもと空港のフードコート内で名物の辛から子し蓮れん根こんとあか牛丼を食べていると誠吾さんからメッセージが届いた。

　彼は今日出社スタンバイで勉強中とのこと。それで私の勤務が終わるまで勉強して待っているから、食事に行こうという内容のメッセージが私の了承も得ずに予約したというお店の情報とともに送られてきた。

　どうしても真琴に言われてから誠吾さんを意識してしまい、できるなら気持ちの整理がつくまで会いたくない。

　だけどこんな一方的に約束を取りつけられてしまったら、断るに断れないよね。それに予約もしてくれたみたいだし。

　わかりましたと返信して、残りのご飯を食べ進めていく。

　これから大阪国際空港、その後すぐに羽田便に乗って今日の業務は終了となる。羽田便へは金城さんも一緒だから気が抜けない。

　それというのも誠吾さんから声をかけられるようになって、金城さんに誰よりも敵対視されるようになった。金城さんは誠吾さんが既婚者でも諦めないと言っていたし、奥さんから奪うとまでも言っていた。それほど好きな相手が急に新入りの私と親しくしていたらおもしろく思わないはず。

　ミスを犯すものなら、厳しい口調で責め立てられている。だから彼女と一緒の便になったら、どんなに些さ細さいなミスも許されない。

　これで誠吾さんが独身で私が離婚しているとはいえ、彼の元妻だということがバレた日には金城さんをはじめ、真田派の先輩たちからなにを言われるか……。今でも当たりが強いというのに。

「無事にフライトを終えられたらいいんだけどな」

　小さなため息をひとつ零し、残りのご飯を食べて業務に戻った。

「悪天候によってほとんどの羽田便が欠航したこともあって本日は満席です。しかしいつものようにすべてのお客様に満足いただけるようなサービスを提供できるように、クルー一丸となって頑張りましょう」

「はい！」

　フライト前のブリーフィングの最後に言われたチーフパーサーの一言に、身が引きしまる。

　午後になって天候が回復したけれど、明日からはまた嵐になると予報が出ている。今日のうちに東京に向かいたい人たちでどの便も満席だった。

　こういう時にお客様からクレームが入ることが多い。それも当然だと思う。一人ひとり事情があり、誰だって早く目的地に向かいたいもの。欠航が相次ぐと苛立っているお客様が多く、その怒りをぶつけてくることがある。大半が私たちＣＡが提供するサービスについてだ。

　時には理不尽なクレームを言われることもあるけれど、そのたびにチーフパーサーをはじめ、先輩たちは毅き然ぜんとした態度で対応している。

　研修期間中に様々なパターンを想定して勉強したけど、実際にクレームを受けたことはなく、実践で対処したこともない。

　でもいずれは経験するはず。きっと避けては通れない道。その時がきたら狼うろ狽たえることなく先輩たちのように穏便に解決できるよう経験を積んでいこうと思う。

「鮎川さん、新聞の確認は大丈夫？」

　声をかけてきたのは金城さんで一気に緊張がはしる。

「はい、英字新聞の他に本日はイタリア国籍のお客様もいらっしゃるので、イタリアの新聞も持ってきました」

「そう。ならいいけど」

　金城さんはおもしろくなさそうに顔を歪ゆがめる。

　これは持ってきていなかったら、すごく注意されていたところだった。事前に搭乗者リストをしっかり確認しておいてよかった。

「欠航が相次ぎ、ファーストクラスをご希望されていたお客様がエコノミークラスに搭乗されます。とても気難しい方なので粗相のないように」

「はい、わかりました」

　厳しい口調で言って金城さんは座席確認を始めた。そして彼女が離れた頃合いを見計らってひとりの先輩がそっと顔を寄せた。

「そのＶＩＰ、金城さんのことをとても気に入っているどこかの社長らしいの。エコノミークラスで妥協したのも、金城さんが搭乗してるからだって聞いたわよ」

「そう、なんですね」

「金城さんを、お気に入りの乗客は多いからね。だからよくビジネスやファーストクラスを任されているの。そういうわけだからＶＩＰは金城さんにお任せして、私たちは他のお客様の対応に当たりましょう」

「はい」

　ポンと私の肩を叩いた先輩とともに、荷台に不審物や前便のお客様の忘れ物がないか、再度確認していく。

　たしかに金城さんがエコノミークラスを担当するのは珍しい。経験が豊富で語学が堪能だからファーストクラスなどを任されることが多いと思っていたけれど、他の理由もあったんだ。

　でも納得もできる。何度か一緒に搭乗して仕事をさせてもらっているけれど、彼女の心配りは素晴らしいものがあるし、そのサービスを求めて搭乗するお客様がいても不思議ではない。

　しかしそれは乗客数の少ない、ファーストクラス、ビジネスクラスだからこそできるきめ細かなサービスでもあると思う。

　エコノミークラスには多くの方が搭乗される。全員に同じサービスを提供することは難しいもの。

　金城さんほどのベテランなら、臨機応変のサービスを提供してくれるよね？　彼女ご指名のお客様も理解してくれているといいんだけれど……。

　少しばかりの不安を抱えながらも搭乗時間となり、大勢のお客様を迎え入れていった。

　定刻通り、飛行機は離陸態勢に入る。私たちＣＡもシートベルトを装着し、その時を待つ。

　多い日には四便に搭乗しているけれど、何度経験しても離陸の瞬間は今でもワクワクしてしまう。

　全身で重力を感じて身体が宙に浮くような、なんとも言えぬ感覚はどれだけ経験しても高揚感に駆られる。

　高度を上げて雲の中を突き進み、そして青い空に出ると、目の前の窓側の席に座っている五歳くらいの女の子は目を輝かせた。

「ママ見て！　綺麗な空だよ」

「そうね」

　懐かしいな、私も初めて飛行機に乗ったのはあの女の子くらいの時で同じ反応をした気がする。

　何年経っても初めて飛行機に乗った日のことを忘れたくないな。いつまでもワクワクした気持ちを失わずに仕事を続けることができたら、これ以上幸せなことなんてないから。

　飛行機が徐々に水平に飛行を始め、シートベルト着用サインが消灯すると私たちＣＡはすぐに席を立ち、機内サービスの準備に取りかかる。

「鮎川さん、ドリンクお願い」

「わかりました」

　エコノミークラスで提供するドリンクは珈琲や緑茶、コーラにオレンジジュースなど。ファーストクラスになると、アルコールも追加されとても充実している。

　とはいえ、エコノミークラスでも数種類提供しており、それらをワゴンに載せて提供するのは大変だ。

「珈琲をお願いします」

「かしこまりました」

　揺れる機内でひとりひとりのお客様に提供していく。

「ねぇ、なんであの人は先にドリンクをもらえているのかな？」

「本当だ。ＣＡさんたちが順番に回ってくれているのに」

　ひそひそと話すお客様の視線の先を辿ると、金城さんが対応していた。

「お待たせいたしました」

「ありがとう」

　金城さんが渡したのはグラスワイン。それはエコノミークラスでは提供されていないものだ。

「あれ？　ワインなんてなかったよね？」

「別料金で頼んだとかじゃない？」

「なるほど」

　お客様たちの間で納得いただけてホッと胸を撫で下ろす。

　でも不思議に思っているのは、このお客様だけではないはず。別料金でのドリンクの提供は行っていない。きっといつもファーストクラスに搭乗されているお客様を思っての金城さんのサービスだと思うけれど、ここでそれをしてもいいのだろうか？　チーフパーサーは了承している？

　疑問に思っても今はドリンクサービス中で聞くことが叶わない。どう答えるのが正解なのかわからないから、お客様に直接聞かれなければいいんだけど。

　不安を抱きながらもサービスを続ける中、聞いてくるお客様はいなかった。

　無事に全員への提供を終え、先輩とともにギャレーに戻って片づけをしていると、客席から大きな声が聞こえてきた。

「なにがあったんだろう」

　そう言う先輩とともにカーテンの隙間から覗き見ると、ある男性のお客様に責め立てられている金城さんの姿が目に入った。

「え？　どうしたんだろう金城さん。それにあのお客様、なんて言っているの？」

　先輩がお客様の言葉が理解できないのも当然だ。あのお客様が使っている言葉はイタリア語なのだから。

　どうやら金城さんはお客様がなにに対して怒っているのかわからず、ただ謝罪を繰り返している様子。それがお客様の逆鱗に触れているようだ。

　近くにチーフパーサーの姿がない。きっと誰かが呼びにいっているだろうし、もしかしたら他のお客様の対応に当たっているのかもしれない。

　クレーム処理経験のない私が勝手に動いて、事を大きくしたら大変だ。ここは経験豊富な先輩たちに任せるべきだけど……。

　チラッと周りのお客様に目を向けると、気まずそうに下を向いたり迷惑そうにしたりしている。そして目を輝かせていた女の子は怖くて泣き出してしまった。

「すみません、ちょっと行ってきます」

「行くって……えっ？　鮎川さん!?」

　あるものを手にして先輩を残し、ギャレーを出てお客様のもとへと向かう。

　イタリア語は完全に習得できてはいないけれど、それなりに話すことはできる。お客様がなにに対して怒っているのかも聞き取れるし大丈夫なはず。

　それでも怒っているお客様の対応をするのは初めてで緊張する。だけどイタリア語を話せる私なら解決できると信じよう。

　そう自分に言い聞かせてイタリア語でお客様に声をかけた。

「失礼いたします、お客様。お持ちするのが大変遅くなってしまい、申し訳ございませんでした。手のお怪我は大丈夫でしょうか？　どうぞこちらをお使いください」

　お客様に渡したのは絆創膏。

　どうやらお客様は指を切ってしまい、随分と前に金城さんに絆創膏をくれないかと身振り手振りで頼んだらしい。

　しかしどうやら金城さんはペンを持ってきてほしいと勘違いをしたようだ。それも持ってきたのは、例のＶＩＰの搭乗客を優先した後だったようで、それがお客様の怒りを買ってしまった。

「キミ、イタリア語が話せるのか？」

「はい、多少ですが」

「そうか……。だったら最初からイタリア語を話せるキミに頼めばよかった。私も大人げなかったな。後回しにされた挙句、違うものを持ってこられてついカッとなってしまった」

　そう言いながらお客様は厳しい表情のまま、自分の指に絆創膏を巻いた。

「だが、そこの女性にも非がある。客は皆、平等に接するべきだ。どんな関係か知らんが、ひとりの客に特別対応するべきではない」

「はい、おっしゃる通りでございます」

　厳しい叱しっ咤たに私は深く頭を下げた。

　金城さんが対応していたのは、いつもファーストクラスを利用されているＶＩＰだとしても、それは他のお客様には関係のないこと。

　エコノミークラスに搭乗された以上、過度なサービスは控えるべきだったはず。

「きっと不快に思っているのは私だけではないだろう。今後はこのようなことがないようにしてほしい」

「はい。このたびは大変申し訳ございませんでした」

　心から謝罪すると、お客様の表情が和らいだ。

「わかってくれたならいい。今日は急な欠航便が相次ぎ、満席で忙しい中に騒いですまなかった」

「そんなっ……！　言いづらいことをお客様に言わせてしまい、こちらこそすみませんでした。いただいたお言葉をしっかりとクルーで共有し、今後はこのようなことが起きないように努めてまいります」

　もう一度大きく頭を下げて謝罪をすると、隣にいた金城さんも続いて頭を下げた。

「ありがとう、わかってくれて。それならまた今後も利用させてもらうよ。キミがいたらすぐに声をかけさせてくれ」

「はい、お気軽にお声がけください。またお待ちしております」

　よかった、無事に解決することができて。

　胸を撫で下ろした時、慌ててチーフパーサーがやって来て大まかな事情を説明し、再度謝罪をした。最後にはお客様にも笑顔が見られ、私たちは通常業務に戻った。

　その後はトラブルもなく定刻通りに着陸し、すべてのお客様を見送ったら、私と金城さんはチーフパーサーに呼ばれた。そこで詳しく事の経緯を説明する。

「そういうことだったのね」

　私と金城さんの話を聞き、チーフパーサーは深いため息を漏らした。

「まず鮎川さん。今回は丸く収まったからよかったものの、事情を知らぬままむやみにお客様の対応に当たるものではありません。あなたにはあなたの役割があります。鮎川さんまで金城さんと一緒にクレーム対応に入ってしまったら、あなたがサービスを提供するべきお客様をないがしろにしているも同然です」

「……はい、申し訳ございませんでした」

　さっきはイタリア語を話せる自分が仲裁に入るべきだと思っていたけれど、チーフパーサーに言われて浅はかだったと気づく。

　離陸中は、ひとりひとりに仕事が任されている。私はあの時、ドリンクサービスを終えて片づけをした後、客席に戻って用事や困りごとなどお客様の様々な要望に対応をしなければならなかった。

　チーフパーサーの言う通りだ。お客様はひとりじゃないという当たり前のことも見すごしてしまっていた。

　深く反省する中、チーフパーサーはそっと私の肩を叩いて目を細めた。

「ですが、鮎川さんのおかげであのお客様は満足のいくサービスを受けることができました。私があの場にいたら、間違いなくあなたに応対をお願いしていたでしょう。よくやりましたね」

「チーフ……」

　言葉が続かずにいると、チーフパーサーは表情を引きしめる。

「今後、不測の事態が起きた場合は必ず上の指示を仰いでから行動してください。あなたひとりの行動が多くのお客様に影響することを常に忘れないように」

「はい」

　感情の赴おもむくままに行動することは、二度とないようにしよう。

「そして金城さん」

　次にチーフパーサーは金城さんに厳しい口調で言った。

「事の原因はあなたにあることをしっかりと自覚していますか？　いくらあなたを贔ひい屓きにしてくださっているお客様がいたとしても、私たちがお客様を贔屓にしてはいけません。なによりお客様の要望をしっかりと把握できていなかったことが問題です。本来あなたは後輩たちのお手本にならなくてはいけないんですよ？　しっかりと自覚して勤務に当たるようにしてください」

「……はい、このたびは本当に申し訳ございませんでした」

　声を震わせながら謝罪し、深く頭を下げた金城さんにチーフパーサーは続ける。

「謝る相手を間違っていますよ。私ではなく鮎川さんに謝罪してください。鮎川さんがいなければどうなっていたか……」

　顔を上げた金城さんは鋭い目で私を見た後、唇を噛みしめながら頭を下げた。

「鮎川さん、助けてくれてありがとう。そして迷惑をかけてしまい、すみませんでした」

「いいえ、そんな……」

　言葉では謝っているが、金城さんがなにを考えているかわからない。少なくともさっき睨にらまれたことを考えると、心からの言葉ではないと思う。

　今回の件をきっかけに金城さんからの当たりが強くなる可能性もあるけど、助けに入ったことを後悔はしていない。だってお客様は最後に笑顔を見せてくれたもの。

　反省するべきことはしっかり反省をして、これからも自分らしく仕事に向き合っていきたいと強く思った。




　それから雑務を終え、チーフパーサーに提出するクレームの報告書を作成していたら、定時から一時間近く過ぎてしまった。

「どうしよう、待たせちゃっているよね」

　ひとりごちながら控室へと急ぎ、すぐにスマホをチェックすると誠吾さんからメッセージが届いていた。

【終わったら連絡して】の短い文面に、すぐさま返信する。【遅くなってすみません、今終わりました】

　送信してから着替えを終えると、スマホには新着メッセージが届いていた。

【俺の車、わかるよな？　駐車場で待ってる】

「車ってたしか、黒のスポーツカーだったよね？」

　何度か食事に行った際に、乗せてもらった彼の車を思い出して控室を後にした。

　途中すれ違う社員に挨拶をしながら駐車場へと急ぐ。

　駐車場に停まっている車はまばらで、誠吾さんの車をすぐに見つけることができた。

　近づくと見えてきた車内での彼は、なにやらタブレットを真剣に見ている。もしかして勉強しているのだろうか。

　進むスピードを緩め、ゆっくりと近づいていくと顔を上げた誠吾さんが私に気づいた。そしてすぐに笑顔を向けられ、胸がきゅんとなる。

「お疲れ」

　そう言いながら運転席から降りてきた彼を直視できない。だってあんなの、反則じゃない？　真剣な顔でタブレットを見ていたのに、私に気づいた途端に笑顔になるなんて。

「お疲れ様です。すみません、遅くなっちゃって」

　助手席に回った彼の前で足を止める。そしてドキドキしていることを悟られないように平静を装いながら言うと、誠吾さんは首を横に振った。

「凪咲と同じ便に搭乗した同僚から大体の事情は聞いたよ」

　そっか、誠吾さんは知っていたから【終わったら連絡して】ってメッセージをくれたんだ。

「大活躍したんだって？」

「大活躍だなんて、そんな……」

「なに謙遜しているんだ？　凪咲のおかげで事が大きくならずに済んだって言っていたぞ」

　スマートに助手席のドアを開けると、誠吾さんは私に乗るよう促す。

「すみません」

「どういたしまして」

　ドアを閉めると、すぐに彼も運転席に乗る。

「凪咲がなぜ謙遜しているのか、食事をしながら聞こうじゃないか」

「おもしろい話ではありませんよ？」

「凪咲の話なら、どんな些細なことでも聞きたいんだ」

　車を発車させた彼は優しい声色で言うものだから、ドキッとしてしまう。

　誠吾さんは、聞いたこっちが恥ずかしくなることを不意打ちでサラッと言う。それなのに当の本人は至って通常運転。

　ひとりでドキドキしているのがバカみたい。……そう思っているくせにいちいち誠吾さんの言葉や仕草、視線にドキッとしてしまう自分が本当に恨めしい。

　彼が連れてきてくれたのは、趣のある日本料亭。亡くなった誠吾さんの祖父が贔屓にしていた店らしく、女将さんが笑顔で出迎えてくれた。

　通された個室で次々と運ばれてきたのは、見た目も美しい懐石料理。すごくおいしそうだけど、いったいいくらするんだろう。

　誠吾さんと食事に行った際は、いつも彼が支払いをする。それがすごく申し訳なくて毎回払うと言っても、「俺が誘ったから」とか、「先輩に奢らせて」なんて言って拒否されてきた。

　とはいえ、今まで一緒に食事したところはどこも超一流の店で私のお給料で払えるか心配ではあるけれど、だからといってずっと甘えてばかりはいられないよね。

　そもそも、どうして誠吾さんはこうも頻繁に私を食事に誘ってくれるのだろうか。

　そんなことを考えながら食べ進めていると、「話の続きだけど、今日なにがあったんだ？」と聞かれた。

「あ、えっと……」

　我に返り、事の経緯を説明する。

「たったひとりのお客様にばかり目がいってしまったんです。だから決して私が活躍したわけではありません」

「そういうわけだったのか」

　最後まで口を挟まずに私の話を聞いてくれた誠吾さんは、そっと手にしていた箸を置いた。

「たしかに視野を広く持てなかったのも悪いな。チーフパーサーの話にも頷ける。……こんなことを言ったら無責任だって言われそうだけど、俺はＣＡそれぞれの立場で様々なサービスをしてもいいと思っている」

「どういう意味ですか？」

　首を傾げる私に誠吾さんは自分の思いを話してくれた。

「人はひとりひとり個性を持っている。それなのに全員が同じサービスをしたって、すべてのお客様に満足してもらうことは不可能だと思わないか？」

「それは……そう、かもしれません」

　どんなに最高のおもてなしをしたとしても、それを不快に思う人だっているだろう。だからクレームがなくならないんだと思う。

「十人十色なら、それだけのサービスがあってもいいはず。まぁ、金城さんのような行きすぎたサービスはどうかと思うけどな。でも今日のお客様にはイタリア語を話せる凪咲が必要だった。凪咲が抜けた分は周りがカバーすればいい。その人にしかできないサービスもある。責任のあるチーフパーサーの立場からは手放しに褒めることはできなかったんだろうけど、きっと凪咲にしかできないことをしてほしいと思っているはずだ」

　なぜだろう。誠吾さんの言葉は不思議とストンと胸に落ちる。

「いいんでしょうか？　思うがままに動いても」

　すると彼はすぐに「あぁ。だけど一度、周りを見ることが大切だ」と答えてくれた。

「状況を理解し、自分が動くべきだと思えば動けばいい。もちろん周りに頼ったり相談したりすることも大切だぞ？　空の上ではクルーは全員仲間だ。なにかあれば協力して解決すればいい」

　すごいな、誠吾さんは。彼と話していると自然と視野が広がっていくようだ。

「まぁ、これはすべて館野キャプテンに教わったことなんだけどさ」

「館野キャプテンが言っていたんですか？」

　聞き返してしまうと、誠吾さんは人差し指で頬を掻いた。

「あぁ。俺も新人時代、凪咲のように暴走したことがあったんだ。当時の俺は間違っていない、常に正しい選択をしていると信じて疑わないとんだ新人パイロットだった」

　苦笑いしながら言う誠吾さんからは、まったく想像がつかない。私の知っている彼は今も昔も大人で完璧な人だったから。

「きっと誰もがどんな職種に就いたとしても、必ず失敗をするだろう。そんな時に正しい道へ導いてくれる上司がいるかいないかで、大きく変わってくると思う。俺には館野キャプテンがいたように、凪咲にもチーフパーサーがいるから大丈夫だろ。信頼できるだろ？　彼女は」

「……はい」

　まだ数カ月しか一緒に仕事をしていないけれど、尊敬できる人だ。

「これからも多くのことが学べるな。俺もまだまだ館野キャプテンから学ぶつもりだ。失敗を繰り返して人は成長していくんだ、だからそんなに気に病まずに凪咲らしく頑張ればいい」

　ふわりと笑って言われた一言が、胸の奥深くに突き刺さる。〝私は私らしく〟そうだよね、今日、あのお客様の笑顔を見て後悔はないって思ったんだ。

　咄嗟の行動のすべてが悪かったわけではない。そう考えれば、不思議と前向きな気持ちになれる。

「ありがとうございます、誠吾さん」

　素直な思いを口にすると、彼は照れくさそうにそっぽを向いた。

「こういうの、あまり慣れていないからやめてくれって言ったのを忘れたのか？」

「思ったことを言っただけですよ？」

「心の中で思ってくれていればいい」

「それでは誠吾さんに伝わりません」

　負けずに言い返したら、誠吾さんは小さなため息を漏らした。そして恨めしそうに私を見る。

「凪咲ってさ、時々びっくりすることを急に言うよな」

「え？　どういうことですか？」

　すると誠吾さんは真っ直ぐに私を見つめた。

「じいさんが亡くなった時、いきなり俺を抱きしめて『契約上の関係ですが、私は正真正銘誠吾さんの妻です。家族の前でくらい、強がらないでください。泣いてください』って言ってくれただろ？」

「よく覚えていますね」

「当然。一生忘れないよ」

　私だって一生忘れられない。あんなにも胸をしめつけられたのは初めてだったから。それにすべて本心だった。ただの契約結婚だったけれど、あの時ばかりは彼の本物の家族として慰めてあげたいと思った。

「あの時、思いっきり泣いたおかげで俺は前に進むことができた。凪咲にはすごく感謝しているよ」

「誠吾さん……」

　それは私のほうだ。誠吾さんにはいくら感謝してもし足りないほどの恩義がある。どうすれば彼に返すことができるのだろう。

　真っ直ぐに見つめられる中考え込んでいると、彼のスマホが鳴った。

「悪い、ちょっと出てくる」

「はい」

　電話の相手を確認すると、彼は部屋から出ていった。そして入れ替わりに女将がデザートの甘味を運んできてくれた。

「すみません、タイミングが悪かったですね。どうぞ、わらび餅です」

「ありがとうございます」

　きなこと黒蜜がかかったわらび餅と緑茶をテーブルに並べると、女将はなぜか期待した目で私の様子を窺う。

「失礼ですが、誠吾君の恋人ですか？」

「恋人って……ち、違います！　同僚です」

　すぐさま否定すれば、女将さんは残念そうに「そうですか」と呟いた。

「すみません、勝手に勘違いをしちゃって。幼い頃からご家族でよくいらしてましたけど、女性とふたりでお越しになるのは初めてなんですよ」

　そうなんだ。誠吾さんだもの、きっと私と出会う前も離婚した後も、彼女のひとりやふたり、いたに違いない。

　それでもここに連れてきてくれたのは私が初めてなんだと思うと嬉しい。……ん？　なに？　嬉しいって。

　自分の感情に戸惑いを隠せずにいると、女将はため息交じりに言った。

「誠吾君のおじい様とは長い付き合いだったんですけどね、いつも言っていたんですよ。初孫だからか、とくに誠吾君は可愛かったようで早く幸せになってほしいと」

　誠吾さんも祖父の願いを知っていたからこそ、私に契約結婚の話を持ちかけたのだろう。

　そうだ、彼の祖父は誰よりも誠吾さんの幸せを願っていた。だから何度も私に誠吾さんのことをよろしくお願いしますって言ってくれたんだよね。

　それなのに、こうも頻繁に私が会っているのはよくないのでは？　彼の新しい出会いのチャンスをつぶしているかもしれない。

　なにより私たちはもう離婚した仲だ。今はただの同僚にすぎない。彼の祖父のためにも、私の幸せを願ってくれている母のためにも、個人的に会うのは控えたほうがいいのかも。

「すみません、突然こんな話をしてしまい」

　考え込んでいただけだけど、話を聞いて困っていると勘違いされたのか女将は申し訳なさそうに謝ってきた。

「いいえ、そんなことありません」

　すぐに言葉を返すと、女将は目を細めた。

「今は誠吾君とただの同僚という関係かもしれませんが、今後はわかりません。もし彼と特別な関係になったら、ぜひまたおふたりでいらしてくださいね」

　そんな日がくることはないとわかっていても、女将を前にしたら言えず「はい」と返事をした。

「どうぞ、ごゆっくりおすごしください」

　丁寧に頭を下げて女将は部屋から出ていった。

「今後はわからない、か」

　ぽつりと呟きながらわらび餅を口に運んだ。手作りのわらび餅はきなこと黒蜜との相性が抜群で、口の中で蕩とろける。

　おいしさを堪能しながら、頭の中は誠吾さんのことでいっぱい。

　誠吾さんが私に契約結婚を持ちかけた理由は、祖父のためだった。その祖父の最期の願いは彼の幸せだ。

　それなら私にできる恩返しは、できるだけ彼に関わらないことではないだろうか。

　この先、もし彼が運命の相手と出会うことができたら、きっと元妻の私の存在はその相手を不快にする。

　それにずっと今の関係を続けていたら、私が誠吾さんとただの同僚という関係に戻れなくなりそう。

「悪い、待たせて」

「いいえ、すみません先にいただいています」

　電話を終えて戻ってきた誠吾さんは、懐かしそうにわらび餅もちを見つめた。

「ここのわらび餅、じいさんの大好物だったんだ。うまいだろ？」

「はい、とっても」

　誠吾さんもおいしそうにわらび餅を頬張る。

　会社では絶対に見ることができない顔だ。ふたりで会い続けていたら、もっと意外な一面を知ることができるはず。でもそれを知ってしまっても、私は誠吾さんを好きにならない自信があるだろうか。

　恋心がどんなものかわからない。だけど、誠吾さんは素敵な人だ。好きになる可能性は十分にあり得る。

　今の関係をずっと続けていきたいと思っていたけれど……それは不可能なのかもしれない。真琴の言うように私が誠吾さんを好きになってしまったら？　ううん、自分でも気づいていなかっただけで、ずっと誠吾さんのことが好きだったら？

　そうすれば私は誠吾さんのそばにいられなくなる。だって誠吾さんは私のこと好きじゃないでしょ？　誠吾さんは優しいから心配で放っておけないだけ。

「今度、凪咲のお母さんも誘って三人で来よう」

「え？」

　びっくりする私に誠吾さんは優しい眼差しを向けて続ける。

「やり取りは続けていたけど、凪咲と離婚してから一度も会っていなかったからさ。久しぶりに会いたい」

　誠吾さんはどんな気持ちで言っているのだろう。きっと深い意味なんてないはず。だったら普通に「はい、わかりました」って言えばいいのに、言葉が出てこない。

　すると誠吾さんは目を伏せ、お茶を飲んだ。

「そういえば凪咲はいったい何か国語マスターしているんだ？」

　ほら、話題を変えられたあたり、とくに深い意味なんてなかったんだ。ただの社交辞令だったのかも。

「えっと、日常会話程度のものも含めると五、六カ国語でしょうか？」

　そう答えると誠吾さんは目を見開いた。

「驚いた。そんなに話せるのか。……頑張ったんだな」

　笑顔で褒める彼に胸が苦しいほど締めつけられる。

「そんなことないです」

「どうして？　すごいことだ。俺だってそんなに話せない。もっと胸を張っていい」

　誠吾さんに褒められると胸が苦しくなって、そして泣きそうになるのはなぜだろう。

　それからも他愛のない話をして、私たちは料亭を後にした。

「どうだった？　食事は」

「どの料理もおいしかったです。あの、今日もごちそうしていただいてしまい、すみません。ありがとうございました」

　駐車場へ向かいながらお礼を言うと、誠吾さんはポンと私の頭を撫でた。

「凪咲においしい料理を食べさせたくて誘ったんだ。お礼を言うのはこっち。久しぶりに女将にも挨拶できたし、付き合ってくれてありがとう。またふたりで来よう」

　その言葉に深い意味はない。でも女将はまた誠吾さんが私を連れてきたら勘違いしてしまうのでは？

「いいえ、ここにはもう誠吾さんと来ることはできません」

「え？」

　私の話を聞き、誠吾さんは足を止めた。

　女将に言われた手前思わず言ってしまったけれど、いい機会だ。

　私も足を止めて彼を見つめる。

「偶然再会し、気にかけてくれるのはありがたいのですが、契約結婚の対価はもう十分すぎるほどいただきました。私はもう大丈夫です。なので、こうやってふたりで会うのはやめましょう」

　それがお互いのためでもある。誠吾さんには祖父の願い通り幸せになってほしい。その相手は私ではないもの。

「凪咲は俺が食事に誘ったり頻繁に連絡したりしていたのは、契約結婚の対価だと思っていたのか？」

　彼はそっと私の手を握った。その瞳はどこか怒りが含まれていて戸惑いを隠せなくなる。

「そう、じゃないんですか？」

　そもそもそれ以外の理由がある？　離婚後も母と連絡を取り合っていたのも、こうして私を気にかけてくれているのも、それが理由じゃないの？

　すると誠吾さんは深いため息を漏らした。

「驚いた。まさか俺の気持ちがこれっぽっちも凪咲に伝わっていないとは……」

　呆れたように言う彼にますます困惑してしまう。

「前に食事した時、さり気なく離婚してから恋愛はしていないか探りを入れたし、少しは俺の気持ちが伝わっていたと思ったんだが……。凪咲のことをわかっているようでわかっていなかった俺も悪いな。じゃあ単刀直入に言う。凪咲、俺と再婚しよう」

　真剣な瞳を向けられて身構える私に、誠吾さんは耳を疑うことを言った。

　冗談だよね？　再婚だなんて。もしかしてまた誰かに結婚することを強要されているの？　そうでなければあり得ない。なにより私はもう愛のない結婚はしたくない。

「再婚なんてしません」

　その思いで言うと、誠吾さんは眉根を寄せた。

「なぜ？」

「なぜって……」

　愛のない結婚はしたくないと言ったら、私が少なからず誠吾さんに好意を抱いていることがバレてしまう。

　そうなったら、ただの同僚にさえなれなくなるかもしれないと思うと言葉が続かない。

「今度は契約ナシの結婚をしたい。優しくて努力家でじいさんにしてくれたように、人の心に寄り添うことができる凪咲と家族になりたいんだ」

「え？」

　次の瞬間、握っていた手を引かれ強く抱きしめられた。一瞬なにが起きたのか状況が理解できなかったが、身体中で彼のぬくもりを感じ、胸が熱くなる。

　誠吾さんの逞しい腕が背中に回り、すっぽりと彼に覆われた身体は次第に熱を帯びていく。

「せ、誠吾さん？」

　ドキドキしているの、絶対に伝わっているよね？　どうしよう、恥ずかしくて死にそう。

　離れようと抵抗してみたものの、さらに彼は強い力で私を抱きしめる。

「俺もこれからは凪咲のように、素直な思いを伝えることにするよ。……凪咲のことが好きだからもう一度家族になりたい。だから凪咲にも早く俺を好きになってもらう。これから覚悟しろよ」

　好き？　誠吾さんが私を？　信じられない、だってそんな素振りまったくなかったよね？

　だけど愛しそうに私の背中や髪を撫でる誠吾さんの手があまりに優しくて、私はなにも言い返すことができなかった。










好きだから知られたくない




　目覚ましアラームで目を覚まし、すぐにアラーム音を消す。時刻は六時半過ぎ。ゆっくりとベッドから降りてカーテンを開けた。

「今日は曇りか」

　たしか夕方には雷雨になると昨日の天気予報でやっていた。欠航便が出て忙しくなるかもしれない。

　顔を洗って朝食の準備をしながらスマホをチェックすると、誠吾さんから数分前にメッセージが届いていた。

　再婚しないかとプロポーズされた日、誠吾さんはなかなか私を離してくれなかった。恐らく十分近く抱きしめられていたと思う。それから放心状態の私を見てなぜか誠吾さんは満足げに微笑み、そのまま家まで送ってくれた。そんな怒涛の日から早一カ月近く経つけれど、誠吾さんは毎日欠かさずに連絡をくれている。

　それはプロポーズされる前から続いていたことだけれど、あの日の彼の言葉を思い出すと、特別なことのように思えていた。

　そう思うのにも理由がある。覚悟しろと言っていた誠吾さんだけれど、社内で私と誠吾さんの噂を耳にした途端、「俺との噂のせいで、仕事に悪影響が出ていたらごめん。これからはできるだけ社内では声をかけないから」と謝罪してきた。

　言葉通り、その日を境に誠吾さんは人目がある社内ではいっさい声をかけてこなくなった。だけど周りにバレないようにすれ違いざまに手を握ってきたり、そっとアイコンタクトをしてきたりする。そのたびに私は誰かに見られていないかとヒヤヒヤする反面、ドキドキもさせられていた。

　だけど言葉は交わしても挨拶程度。おかげで噂はすっかり消え、コソコソ陰で言われることは少なくなった。

　その代わり彼は、以前にも増してこまめに連絡をくれるようになった。時間が合えば電話で話すことも多い。

　言葉の端々から誠吾さんが私を知ろうとしていることがわかる。私に対する想いをナチュラルに伝えたりしてくるし、この前はこんなことがあった。

　出社スタンバイの日に自習室でひとりで勉強していると、いつの間にか誠吾さんが部屋に入ってきて、席は空いているのにわざわざ私の隣に腰かけた。

　てっきり彼も勉強するのだとばかり思っていたら違って、ジッと私を見つめるばかり。さすがに居心地が悪くなって「なんですか？」と聞けば、サラッと「努力家のところも好きだなって思ったんだ」なんて言ったのだ。

　言葉や態度で好きだと伝えてくる彼に対し、少しずつ誠吾さんの気持ちを信じ始めている自分がいた。

　だから彼からのメッセージひとつでドキッとしてしまうほど、以前よりも彼に対する気持ちが大きくなっている。

　メッセージをタップして、送られてきた文面に目を通す。

【おはよう。今日は国際線乗務でニューヨークへ行ってくる。四日後には戻るから】

「ニューヨーク……」

　国際線乗務となると場所にもよるけど、渡航先で一日～二日滞在するのが基本だ。誠吾さんと再会してから一度も休みが被っていないほどパイロットは忙しい。

　私も今は国内線のみの乗務だけど、近いうちに国際線にも乗務することになる。これまでは何度か食事に行く機会があったけど、難しくなるかもしれない。

「え？　私……今、寂しいって思った？」

　会えないと寂しいなんて……。ドキドキするようなことを言われて、戸惑ってもいたのに気づけば、ふとした瞬間に彼のことが頭をよぎる。

　今だって誠吾さんに「好きだよ」と言われた時のことを思い出しちゃって、胸が苦しい。

　誠吾さんのことを考えると、頬が熱くなって熱を冷ますように手で仰いだ。

「これから仕事なんだから、しっかりしないと」

　自分を叱咤して朝食の準備を進めた。




　それから出勤し、国内線三便の乗務を無事に終えた私は、最後の便で一緒だった真琴と空港近くのバーに来ていた。

　真琴とは社内で会うことも多く、週に一～二回は夕食をともにしていた。そこで誠吾さんとのことを逐一報告するのが最近の日課となっている。

　今日もカクテルとおつまみを注文するや否や、誠吾さんとはどうなのか、私の気持ちの変化はないのかと根掘り葉掘り聞かれた。

　そんな真琴に隠すことなくすべて打ち明けると、顔をしかめた。

「え、どうして早く告白しないの？　もう凪咲、完全に好きじゃん」

　簡単に言う真琴を恨めしく思うものの、至って正論だから言葉に詰まる。

　この一カ月、自分の気持ちと向き合ってきた。悔しいけれど真琴の言う通り離婚後、誰も好きになれなかったのは、私の中で誠吾さんの存在が大きく残っていたからだと思う。

　だから再会した時、誠吾さんに忘れられていたことにショックを受けたんだ。

　そしてふたりで食事に行ったり連絡を取り合ったりする中で、新たな彼を知るたびに気持ちは大きくなっている。

「うん、誠吾さんのこと……好きだと思う」

　初めて自分の気持ちを認めると、真琴は目を丸くさせた。

「ほら、やっぱり！　やっと自覚してくれて嬉しいよ。だったらなおさら早く告白しなよ。だって真田さんは再婚しようって言ってくれたんでしょ？　凪咲の気持ちを聞いたら絶対に喜ぶよ」

　真琴は次第に興奮していき、顔を近づけてきた。

「そうかもしれないけど、今はまだ無理だよ」

「どうして？　再婚しよう、家族になりたいって言ってくれたのに？」

　食い気味に聞いてきた彼女に、胸の内を明かす。

「誠吾さんは離婚して私に既婚歴が残ったことを気にしているのかもしれない。だから私を気遣って再婚しようって言った可能性もあるでしょ？」

「それだけ真田さんは凪咲のことを本気だってことじゃない」

　真琴が私のことを応援しているからこそ言ってくれた言葉だとわかる。だけど私は腑に落ちないんだ。

「誠吾さんは好きだって気持ちを伝えてくれるけど、彼の気持ちが私と同じ気持ちなのか、やっぱりまだ信じきれていないんだ。それにその……一番は私なんかを生涯ともにすごしたいと思うほど好きになってもらえるくらいの魅力があるのかが不安で」

　社内で誠吾さんのことを悪く言う人はいないし、優秀なパイロットとしか聞いたことがない。それにカッコよくて優しくて、感謝されたりすることが苦手という意外な可愛い一面もある。

　笑った顔はすごく素敵だし、誠吾さん以上に魅力的な人とはこの先二度と出会えないとさえ思ってしまう。

　そんな人が、秀でていることもとくになく、容姿だって至って平凡。語学が堪能ということしか取り柄がない私を本当に好きになってくれたのかと、不安に思うのが当然じゃない？

　だけど真琴はそう思わないようで、矢継ぎ早に言った。

「なに言ってるの？　凪咲は十分魅力的だから！　優しくて一生懸命で素直で……！　いいところを挙げたらきりがないよ？　親友の私が言うんだからもっと自分に自信を持って」

「真琴……」

　ちょうど注文したカクテルと料理が運ばれてきて、テーブルに置かれたグラスを真琴は私に手渡した。

「わかったら、二度と〝私なんか〟って言わないこと！　真田さんだって私と同じことを言うと思う。違う？」

「……そう、かも」

　私らしく頑張ればいいって言ってくれた人だ、誠吾さんなら真琴と同じことを言うだろう。

「それに今、私に話したことを真田さんにもちゃんと伝えた？」

「まさか！　言えるわけないよ」

　真琴だから打ち明けられただけ。誠吾さんになんて言えるわけがない。

「それがだめなの。だって凪咲は真田さんに愛されている自信がないから告白できないんでしょ？　だったらちゃんと本人に伝えないと。相手と向き合わなければ、なにも変わらないよ」

　そう言いながら真琴も自分のカクテルが入ったグラスを手に持った。

「凪咲には絶対に味方でいてくれる私がいるんだから、怖がらずに素直な思いを真田さんに伝えるべきだよ。そうすることで真田さんの本音に触れることができて、自信も持てるんじゃないのかな」

　そんなこと、考えたこともなかった。だって誠吾さんは私に気持ちを伝えてくれているのに、信じることができないなんて言えるはずないじゃない？

「それと逆の立場で考えてもみて。凪咲が何度も好きだと言い続けているのに、真田さんに信じてもらえなかったらどう思う？」

　答えは簡単。悲しくて苦しい。もし、誠吾さんも私が想像した気持ちになっていたら？

　考えれば考えるほど、誠吾さんに対して私はすごく申し訳ないことをしていたことに気づく。

「ありがとう、真琴。言ってくれなかったら私、また後悔するところだった」

　一度目の大きな後悔は、母のために軽はずみな行動に出たこと。そして二度目は、大切な人を無意識のうちに傷つけ続けるところだった。

「じゃあ……！」

「正直、誠吾さんがどんな反応をするか怖いけど、でも逃げずに自分の気持ちをちゃんと伝えてみる」

　自信を持って誠吾さんのことを好きと言えない理由を言葉にして説明することを考えると、どう伝えたらいいのかわからないほど難しい。

　だけどきっと彼なら、どんなに拙つたない言葉でも最後まで聞いてくれるはず。

「うんうん、その意気だよ。……なにかあったらいつでも連絡して」

「ありがとう」

　どちらからともなく笑みが零れ、乾杯した。

　誠吾さんと向き合うことで、〝好きだと思う〟ではなく、〝好き〟とはっきり言えるようになりたい。そのためにも怖い、不安だと理由をつけて逃げずに彼と向き合おう。

　誠吾さんが戻ってきたら時間を作ってもらい、今の正直な想いを伝えよう。

　それからはお互いの仕事の愚ぐ痴ちや、最近真琴が気になっているという整備士の彼との話で盛り上がり、私も真琴も次の日が休みということでいつもよりお酒が進んだ。




　おかげで次の日はふたりして二日酔いとなり、一日家で寝てすごした。

「さすがに一昨日は飲みすぎたね」

「うん、昨日はずっと動けなかった」

　休み明けの朝、出勤時間が重なり、アパートから一緒に空港まで来た。少し早い時間ということもあって控室には私たち以外誰もいなかった。

　ロッカーで着替えを済ませ、ロッカーの鏡に映る自分の身なりを隅々までチェックする。メイクや髪は崩れていないか、スカーフはしっかりと結べているか、制服に汚れはついていないか。

　それらをすべて確認してからロッカーを閉めた。

「凪咲の今日の予定は？」

「私は午前中のフライトはないの。十四時五分発の中ちゅう部ぶ国際空港の往復便のみなんだ」

「いいなぁ、羨ましい。私はみっちり四便だよ。あれ？　じゃあ凪咲、こんなに早く来ることなかったんじゃないの？」

　控室を出て廊下を進みながら、真琴は不思議そうに聞いてきた。

「勉強したいなって思って。家じゃどうも集中できないからさ」

「それわかる！　どうしても家だと気が散ってだらけちゃうんだよね」

　国際線の乗務に就いたら、今よりもっと多くの国籍のお客様を相手にすることになる。

　基本的な挨拶や会話程度だとしても、より多くの言葉を理解していれば、きっと自分の力になるはず。

「じゃあ凪咲、今日も一日頑張ろうね」

「うん、真琴もね」

　途中で真琴と別れ、自習室へと向かった。そこで午前中は勉強に励み、気づけばお昼近く。

　頭を使ったからか、いつもよりお腹が空いちゃった。

　キリがいいところで終わりにして、社員食堂へと向かう。お昼時ということもあって多くの社員が利用していた。

　午後の乗務に向けてがっつり食べたくなり、とんかつ定食を注文し、空いていた壁側の席に腰を下ろした。

　小さく手を合わせて、揚げたてのとんかつを口に頬張る。

　お腹が満たされていく中、列を挟んで後ろの席に誰かが座る気配を感じた。

「今日のビジネスのあの客、対応大変だったでしょ？」

「まぁね。でも慣れているから」

「さすが満里奈」

　聞き覚えのある声に箸を持つ手が止まる。そして気づかれないようにチラッと後ろを見ると、やっぱり金城さんをはじめとした三人の先輩たちだった。

　金城さんとひとりの先輩は私と背中合わせで座っているから大丈夫だろうけど、もうひとりが向き合って座っているから気づかれないかと落ち着かなくなる。

　それというのも誠吾さんとの噂がなくなっても、金城さんといつも一緒にいる先輩たちグループには、なにかときつく当たられ続けていた。

　仕事上でわからないことがあれば、先輩たちにどうしても頼らざるを得ない。そこで金城さんたちと同じ便だと、教えてはくれるけれど冷たい態度と厳しい口調ばかり。

　とはいえ、決して業務に支障をきたすものではなく、お客様の前では普通に接してくる。

　そうなると自然と金城さんたちのことが苦手になってしまい、できるだけ社内では顔を合わせたくない。

　挨拶をしたって返してはくれるけど素っ気ないし、気づかれないように早く食べてこの場から離れよう。

　そう決めて料理を口に運んでいると、ひとりの先輩が声を潜めた。

「ところで最近、真田さんとはどうなの？」

　誠吾さんの話が出て、再び箸が止まる。

「前にとっておきの作戦があるみたいに言っていなかった？」

「あーそれね。自信があったんだけどさ、意外とガードが堅くて」

　ため息交じりに言いながら金城さんは愚痴を零していった。

「ロシア語を習おうとしているって聞いたから、ロシア語を学べるスクールを見つけて紹介したの。そこに真田さんが通ってくれれば、自然とふたりですごす時間が取れるでしょ？　少しずつ関係を深めていこうと思ったのに、即答で勉強はひとりでしたいし、妻が寂しがるからって断ってきたのよ」

「わぁ、さすが愛妻家の真田さん！　奥さんが羨ましい。一日でいいから真田さんの奥さんになってみたい」

「奥さんに尽くしていそう。本当、どうして真田さんってあんなに完璧なんだろう」

　たしかに誠吾さんが言っていた通り、妻がいて愛妻家という噂を広めておけば、大抵の人は憧れるだけで本気で彼に近づこうとする人はいない。

　遠巻きにはいつも騒がれているけれど、食事などに誘う人も、猛もうアタックする人もいない。ただ、ひとりを除いて。

　盛り上がるふたりをよそに、金城さんは「フフフ」と笑った。

「悪いけど、私はたった一日だけ真田さんの奥さんになりたいわけじゃないから」

　そう言うと金城さんは弾む声で続ける。

「真田さんと結婚できたら、人生勝ち組でしょ。彼なら将来有望で最年少機長は間違いないだろうし、噂では実家は会社経営しているっていうじゃない。裕福な暮らしに自慢できる夫が同時に手に入るなら略奪だろうとなんだっていいのよ、彼と結婚することに意味があるの」

　ちょっと待って。私、ずっと金城さんは本気で誠吾さんのことを好きだと思っていた。それこそ結婚していたとしても諦められないほど強く。

　だけど違ったの？　金城さんが誠吾さんと結婚したい理由は、贅沢に暮らして誠吾さんが夫だと周りに自慢したいがためだけ？

「私と一生離婚せずに夫婦関係を続けてくれるなら、多少の浮気は黙認するつもりよ。愛妻家って聞こえはいいけど、ただ単に奥さんが真田さんを束縛しているだけでしょ？　私と結婚すれば自由になれるのに。真田さんだって毎日窮きゅう屈くつに思っているはずよ」

　まるで誠吾さんのことをすべて理解しているように言う金城さんに、怒りが込み上げてきた。

「こうなったら無理やり一晩をともにして、私の虜とりこにさせちゃおうかな」

「やだ、満里奈が言うとリアルすぎる」

「満里奈ならできちゃいそう」

　声をあげて笑う三人に私は勢いよく立ち上がった。ガタッと椅子の響く音に、金城さんたちはいっせいにこちらを見る。

　一瞬焦った表情をしたものの、すぐに金城さんは厳しい目を私に向けた。

「え？　なに、鮎川さんってば盗み聞きしていたの？　悪趣味なんだけど」

「あんな大きな声で話されたら、嫌でも聞こえてしまいます」

　いつもの私ならここで怯んでいたところだけれど、金城さんが言っていた話を思い出したら言い返せずにはいられなかった。

　私の態度が意外だったのか、金城さんは目を見開いた。

「結婚に対しての価値観は人それぞれだと思いますが、それを誰かの幸せを壊してまで押しつけるのはどうかと思います」

「なにを言って……」

「それに！　……それに、真田さんは金城さんが理想とする結婚を望んでいないと思います」

　立ち上がった彼女の声を遮り言ったことは、私の願望でもある。

　一度は私と愛のない契約結婚をした。だからこそ次に結婚する時は、心から愛する人と、幸せになってほしい。……その相手が私であってほしいと。

　そっか、私……やっぱり誠吾さんのことが好きなんだ。好きだから金城さんに対して苛立ちが募り、言い返してしまったんだ。

　ずっと悩んでいたのが嘘のように、好きって感情がすんなりと心に住みつく。

「鮎川さんだって彼のなにを知っていると言うの？」

「えっ？」

　我に返ると、ものすごい形相で金城さんに睨まれていた。

「私より知らないでしょ？　それなのによくも生意気な口を利けたわね」

　相当怒っているようで、金城さんは周りの目など気にすることなく声を荒らげた。

「ちょ、ちょっと満里奈」

　すかさず隣の席の先輩が立ち上がり、必死に金城さんを宥なだめる。しかしその制止を金城さんは押し返した。

「あんなことを言われて黙ってなんていられるわけがないでしょ!?　なに？　ちょっと多くの国の言葉が話せるからって調子に乗ってんの？」

「そんなわけありません！」

　なんでそんなことが言えるの？　金城さんだって必死に勉強したんでしょ？　私だってそうだ。勉強して勉強して、そして少しずつ言葉を覚えていった。それなのに調子に乗っているなんて言われて悔しい。

　だけどそれは金城さんも同じだったようで、怒りで顔が歪み大きく手を振り上げた。

　殴なぐられる！　そう覚悟を決めて瞼まぶたを閉じた時。

「はい、そこまで」

　声が聞こえてきて目を開けると、私たちの間に入って金城さんの腕を掴む館野キャプテンの姿があった。

　突然現れた館野キャプテンは、呆然と立ち尽くす私たちに向かってにっこり微笑んだ。

「すっごい迫はく真しんの演技だったね、金城ちゃん！」

「えっ？」

　演技ってどういうこと？

　意味がわからずにいるのは金城さんも同じようで、目を瞬またたかせている。そんな中、館野キャプテンはオーバーな物言いで振る舞い始めた。

「後輩の鮎川ちゃんへの激怒どっきり、大成功じゃない！　こんな公衆の面前で叩かれそうになって鮎川ちゃんもびっくりしたでしょ？」

「えっと……」

「だけど安心して、これはどっきりだから。ごめんね、驚く鮎川ちゃんが見たくて俺が金城ちゃんに協力を求めたんだ。ほら、金城ちゃんに怒られたほうがリアルでしょ？」

　だんだんと理解してきた。きっと館野キャプテンはこの状況をうまく収めようとしてくれているんだ。

　金城さんも周りに注目されてやっと今の状況に気づいたのか、顔面蒼そう白はくになる。

「みんなもごめんね、驚かせて。そういうわけだから、ゆっくり食事をしてくれ」

　館野キャプテンの一言に周囲も納得し、食堂内は和やかな空気に包まれた。

「さて、金城ちゃん。これに懲りてそろそろ真田を追いかけるのはやめたほうがよさそうだな。俺も鮎川ちゃんと同感。誰かを不幸にしてまで得た幸せなんて、本物じゃないぞ？」

「……っ！　失礼します」

　館野キャプテンに小声で言われた金城さんは顔を真っ赤にさせ、早々と去っていく。

「あ、ちょっと満里奈待ってよ」

「すみません、館野キャプテン失礼します」

　ふたりの先輩は金城さんのお盆も片づけながら一礼し、後を追いかけていった。

「まったく、真田も厄介な女に気に入られたものだ」

　呆れながら言った館野キャプテンは、呆気にとられている私と目が合うと満面の笑みを見せた。

「さっきの俺、ピンチに現れたヒーローみたいだったでしょ？　もしかして鮎川ちゃん、俺に惚れちゃった？」

　通常運転の館野キャプテンに乾いた笑い声が漏れる。だけど彼が来てくれなかったら、大騒動となっていた。

「ヒーローみたいでしたが残念ながら惚れていません。……だけど助けてくださり、本当にありがとうございました」

　深々と頭を下げると館野キャプテンは「ブレないなぁ、鮎川ちゃんは」と言いながら、私に座るよう促した。

　私が座った隣に彼もまた腰を下ろし、なぜかニヤニヤしてこっちを見てくる。

「えっと、館野キャプテン？」

　いたたまれず声をかけると、彼のニヤニヤは増す。

「いやー、さっきの鮎川ちゃんから愛を感じたねぇ。離婚しても元夫への愛は冷めなかった？」

「なに、を言って……」

　待って、どういうこと？　まさか館野キャプテンは私と誠吾さんが元夫婦だってことを知っている？

　変な汗が背中を伝う。言葉も出ず、ただ彼を見つめることしかできない。すると館野キャプテンは申し訳なさそうに眉尻を下げた。

「ごめんね、俺が無理やり真田から聞き出したんだ。だって気になるだろ？　今まで愛妻家だった男が、急にひとりの新人ＣＡを気にかけだしたら」

　意味深な言葉にドキッとしてしまう。そんな私を見て館野キャプテンはクスリと笑った。

「本当だよ。鮎川ちゃんを見かけたらずっと目で追っていたし、その眼差しはいつも甘くてさー。おまけに俺が鮎川ちゃんに近づこうものなら、鬼の形相で怒るんだ。その時のあいつの怖さっていったら……」

　館野キャプテンの話は本当なの？　いや、でも嘘をついているようには見えないし……。でも事実だとしたら、それってなんか、その……まるで誠吾さんが私のことを好き、見たいじゃない？

　いやいや、そんなわけない。誠吾さんが本気で私を好きだなんて。

　想像しただけで頬が熱くなる中、館野キャプテンは頬杖をついた。

「鮎川ちゃんさ、俺が前に言ったことを覚えている？」

「えっと、どのことでしょうか？」

　見当がつかず聞き返すと、館野キャプテンは教えてくれた。

「真田の話さ。言っただろ？　真田は俺と同じで一途だって。おまけに奥さんが初恋だってさ」

　そういえば、そんなことを言っていた気がする。あの時、誠吾さんは再婚していたと思っていたし、奥さんが初恋の人なんだって思うと胸を苦しくさせていたけれど……。

「真田が結婚したのは、鮎川ちゃんただひとりだけだ。それと初恋は継続中らしい」

　どんなに否定したってそこまで言われたら、嫌でも自うぬ惚ぼれてしまう。誠吾さんは私のことを好いてくれている、私の好きと同じ気持ちなんだと。

「その顔だと、やっと真田の気持ちをわかってもらえたかな。もう見ているだけの俺からしたら、もどかしくてさ。さっきの様子だと鮎川ちゃんも好きなんだろ？　あいつのこと」

　確信を持った目で言われたら、なにも言えなくなる。それに私は誠吾さんのことが好きだから。

　すると館野キャプテンはゆっくりと立ち上がった。

「それなら早く真田に伝えてやってよ。でないと俺がこうして鮎川ちゃんに話しかけるたびに、嫉妬されて大変なんだ。……今夜、羽田に戻ってくるからさ」

　誠吾さんは私に気持ちを伝えてくれた。それなのに私は信じられない、彼はただ単に元妻の私を気遣っているだけ、自分に自信がないと様々な理由をつけて、しっかりと彼に向き合うことをしなかった。

　大切なのは彼の気持ちを信じることでも、自分に自信を持つことでもない。今の正直な気持ちを誠吾さんに伝えることだったんだ。

「ふたりからいい報告が聞ける日を楽しみにしてるよ」

「あっ……！」

　ポンと私の肩を叩いて館野キャプテンは行ってしまった。

「お礼、言うの忘れちゃった」

　彼の背中が見えなくなってからぽつりと声が漏れる。

　金城さんとの件も誠吾さんのことも助けてくれたのに……。今度会ったらちゃんとお礼を言おう。そのためにも、勇気を出さないと。

　スマホを手に取り、メッセージ文を打ち込んでいく。送る相手は誠吾さん。

【今夜、会えませんか？　誠吾さんが戻ってくるまで、空港内で待っています。着いたら連絡をください】

　きっと今はフライト中のはず。このメッセージに気づくのは、羽田に戻ってきて業務は終了してからだ。

　もしかしたら予定が入っていて会えない可能性もあるけど待とう。そう心に決めて急いで残りのご飯を食べて、午後の乗務に備えた。




　無事に往復便の乗務を終え、空港内にあるカフェにやってきた。飛行機の離着陸が見える窓側のテーブル席で、テキストを開いた。

　時刻は十七時半過ぎ。誠吾さんが乗務している便は十九時近くに到着予定だ。それまで勉強して待っていようと思ってはいるものの、なかなか集中できない。

　もし誠吾さんに予定がなくて会ってくれたら、告白するわけでしょ？　いや、メッセージを送った時点でそのつもりではいたけど、その時が刻々と迫っていると思うと緊張してしまう。

　大丈夫かな、ちゃんと自分の想いを伝えることができるだろうか。

　想像しただけで緊張する。だけど誠吾さんは伝えてくれた。同じ気持ちだと言いたい。そして私ももう一度家族になりたいと伝えたい。

　テキストに目を通しながらも、もし誠吾さんに会えた時にどうやって切り出すか考えていると、急に正面の席の椅子を引く音が聞こえた。

　相席するほど店内は混雑していないはずなのに。

　不思議に思いながら顔を上げた瞬間、心臓が止まりそうになる。

「やっぱり凪咲だよな？」

　私の顔を見て確信を得たのか、嬉しそうに話す相手とは違い、一瞬にしてつらい過去が蘇っていく。

「あまりに綺麗になっていたから、半信半疑だったんだ。だけど、どう見ても凪咲だと思ってさ。……久しぶりだな、元気だったか？」

　どうしてそんなことが言えるのだろうか。そもそもよく声をかけてきたものだ。まさか忘れたの？　自分が私と……ううん、母にした数々のひどい仕打ちを。

　過去の母のつらい姿を思い出すと、怒りが込み上げてくる。

　数年ぶりに再会した父は、白髪が増えていてやつれていた。だけど笑った顔は私が幼い頃に好きだった父の笑顔そのもので、それが余計に胸を苦しくさせる。

　複雑な思いに悩まされていると、父はテーブルの上に並んでいるテキストに目を向けた。

「空港にいてイタリア語を勉強しているってことは、やっぱり凪咲は夢を叶えたんだな。ＣＡだなんてすごいじゃないか！」

　まるで自分のことのように喜ぶ父の姿に、「どんな気持ちで言ってるの!?」と喉元まで出かかった言葉を必死に飲み込んだ。

　父は真面目に働いているんだよね？　スーツを着ているし、大きなスーツケースを抱えているところを見ると出張だった？

　私を探して見つけたわけではなく、偶然私を見かけたんだと思う。決して私と母の情報が伝わっているとは思えない。いや、思いたくない。

　些細なことから父にバレるのも怖いし、ここはなにも言わないに越したことはないはず。

「ごめん、約束があるからもう行くね」

　ＣＡになったことを否定も肯定もすることなくテキストを片づけ始めたら、いきなり父はその手を掴んだ。

「待ってくれ！」

「……っ」

　びっくりして思いっきり父の手を払いのけた。だけど父は再び私の手をギュッと掴む。

「お願いだ、凪咲。金を貸してくれ！」

「お金って……」

　父はなにを言ってるの？　もしかして声をかけてきたのは、お金を貸してほしかったから？　そっか、父はなにも変わっていないんだ。

　もしかしてまだギャンブルにお金をつぎ込んでいるの？　あんなに借金を作ってさんざん私たちを苦しめたのにやめられずにいたわけ？

「定職には就いているから、すぐに返せると思う。ただ、今すぐに返さないと父さん、すごく困るんだ」

　やはり予感は的中していたようだ。おまけにまた闇やみ金きんで借金を作って追われているんでしょ？　あまりに父が変わらなすぎて泣きたくなる。

「悪いけど、貸してあげられるほど余裕なんてないから」

「そんなこと言うなよ。親子だろ？」

　本当、父はどこまで私を失望させたら気が済むの？

「それに父さんな、仕事でしばらくこっちに滞在するんだ。一カ月はいると思う。その間に給料が入るだろ？　少しでいいから貸してくれ」

「……っ」

　これにはたまらず強い力で手を振り払い、急いでテキストをバッグに詰め込んだ。

「いい加減にして。お金は絶対に貸さないから」

　お願いだから少しでも昔の真面目で優しい父に戻っていてほしかった。

　強い口調で言い返すと、父は目つきを変えた。

「なら一カ月の間、何度も凪咲に会いにくるよ」

「えっ？」

　手が止まった私に、父は愉快そうに続けた。

「お前が勤務中だろうと、空港で見かけたら金を貸してくれって声をかけ続けてやる。それでもいいのか？　嫌だろ？　こんな父親がいると職場にバレるのは。困るのは凪咲だろ？」

　なんて最低な父だろうか。そこまでして娘にお金を求めるなんて。

「だけど凪咲がお金を貸してくれるって言うなら、空港には来ないよ。約束する」

　父が約束を守るという保証はない。だけどここでお金を貸さなかったら言葉通り、必ず父は頻繁にやって来て、ところかまわず私に金銭の要求をするはず。

　悔しいけれど、そんなことをされたら困るのは私だ。真琴たち職場の人に知られたくない。なにより力になってくれた誠吾さんに合わす顔がないよ。

　父のためにも尽力してくれたのに、当の本人はなにも変わっていないのだから。こんな父を誠吾さんに見せたくない。

「いくら必要なの？」

　ゆっくりと腰を下ろして尋ねたら、父は微笑んだ。

「さすがは俺の娘だ、話が早い」

　父は私が今持っている現金を渡したら満足して帰っていった。

　すっかり日も暮れ、暗闇の中に離着陸する飛行機を眺めながら、どれくらいの時間が過ぎただろうか。

「きっとまた会いにくるんだろうな」

　渡したのはたった二万円。私にとっては大金だ。だけど父にとったら取るに足りない金額だろう。一カ月滞在すると言っていたし、その間来るはず。

　両親が離婚し、父と離れて母と新生活をスタートさせることができて、こうして自分の夢も叶えることができた。

　この先の未来は私も母も幸せしかないと思っていたのに……。

　一筋の涙が頬を伝い、鼻がツンとなる。

　そんな時、スマホが鳴った。メッセージの送り主は誠吾さんで、あと少しで仕事が終わるから会おうという内容だった。

「とてもじゃないけど、会えないよ」

　こんな姿を見せられないし、父のことも知られたくない。

　鼻を啜すすりながら、メッセージ文を打ち込んでいく。

【ごめんなさい、急用ができてしまいました】と返信して、席を立ち、足早に空港を後にした。










ずっと気になっていた女の子　誠吾ＳＩＤＥ




「急用、か」

　凪咲から送られてきたメッセージを眺めては、がっかりとした気持ちになる。

　ニューヨークから戻ってくると、初めて凪咲から誘いのメッセージが届いていて、柄にもなく浮かれてしまった。

　しかしそれも束の間、仕事が終わったとメッセージを送ろうとしたら、まさかの断りの連絡が入っていて、どれだけ落胆したか。

　スマホをポケットにしまい、廊下を突き進んでいく。

　急用ってことは、なにかあったってことだよな？　大したことではないといいけれど。

　彼女の言動で一喜一憂し、些細なことが気になって仕方がない。ふとした瞬間に凪咲のことを考えているし、気持ちを伝えた日に抱きしめた彼女のぬくもりを今も鮮明に覚えている。

　できるなら、もう一度抱きしめたい。あの小さな身体を抱きしめて腕の中に閉じ込めてしまいたいと思う。本当、自分でも驚くほど凪咲のことが好きでたまらないよ。

　彼女との出会いは、ただの偶然だったけれどきっと一生忘れることはできないだろう。今だって鮮明に思い出すことができる。

　駐車場へ向かい、買い物を済ませ、空港からほど近い自宅マンションに到着。地下駐車場に停めて最上階に着くと、ひとり暮らしのはずなのに玄関を開けたら部屋の明かりが灯っていた。

「あ、お帰り兄さん」

　玄関のドアを開閉する音に気づいたのか、リビングから顔を見せたのは弟の篤だった。

「来てたのか」

「うん。久しぶりに兄さんの手料理を食べたいなぁって思って」

　いくつになっても幼さが残る笑顔を見せられると、つい甘やかしたくなってしまう。

「今さっきニューヨークから戻ったばかりの俺に飯を作れと？」

「優しい兄さんなら作ってくれるだろ？」

　なんだかんだ言いつつ、篤の言う通り頼まれると断れない。それに料理を作ることが好きで、今夜もなにか作ろうと思いしっかりと材料も購入済みだ。

「篤は鼻が利くな。今夜はパスタにしようと思っていたんだ」

「え！　それって俺が好きなクリームパスタ？」

「あぁ」

　廊下を進みながら答えると、篤はガッツポーズした。

「ラッキー。腹空かせてきてよかった。早く作ってよ」

「はいはい」

　無邪気な笑顔につられて俺も頬が緩んでしまう。

　着替えを済ませ、すぐに調理に取りかかる。その様子を篤はリビングのソファから眺めていた。

「そんなに見ても、すぐにはできないぞ？」

「わかってるよ。ただ、料理をする兄さんを見ていたいだけ」

　少しだけ泣きそうな声で話す篤から、すべてを察する。

　亡くなった祖父が始めたホテル経営は瞬く間に業績を伸ばしていき、今では国内外に展開している。

　継ぐはずだった父は母とともに事故で他界。その分、当時中学生だった俺に後継者としての重圧がのしかかった。

　とくに親族や会社の役員たちからのプレッシャーが大きく、とてもじゃないがパイロットになりたいという夢を打ち明けることができなかった。

　しかし祖父だけは違った。俺に会社を継ぐ以外の道もあることを示してくれて、そこで俺は初めて自分の夢を伝えることができたんだ。

　人生は一度きり。だから祖父もホテル経営に乗り出した。結果はどうであれ、後悔しない生き方をするべきだと背中を押してくれて、親族や役員から俺を守ってくれた。

　祖父だけじゃない、俺がパイロットになりたいという夢を知っていた篤は、早くから後継者になると決断し、勉強を始めた。だから俺に安心して夢を叶えてほしいと言ってくれた。

　大切な家族のおかげで俺は無事に夢を叶えることができたわけだが、その分、篤には随分と苦労をかけてしまっている。

　こうして彼が俺を訪ねてくる時は、決まってなにか嫌なことがあったり、迷うことがあったりする時だ。

　悩みの種は毎回仕事に関してで、役員と意見が食い違っているとか実に様々。今日はいったいどんな悩みを抱えてきたのだろうか。

　パスタソースを作ってからパスタを茹で始める。お湯が沸くまでの間に切り出した。

「今日はなにがあったんだ？」

「えっ？」

「篤がうちに来てご飯を食べたいっていう時は、決まってなにかあった時だろ？　聞いてやるから話してみろ」

　すると篤は目を丸くさせた後、肩を落とした。

「兄さんにはお見通しか」

「気づかれたくなかったら、なにもない時にも家に来ればいい」

　そう言えば、篤は苦笑いした。

「そうだね。じゃあ兄さんに話してすっきりしちゃおうかな」

「あぁ、それがいい」

　沸騰したお湯に麺を入れて茹でながら、篤の話に耳を傾けた。

「気になっている子がいるんだけどさ、その子に結婚を前提に付き合ってほしいと言ったら、俺とは身分が違いすぎて付き合うことはできないって言われたんだ」

「は？」

　てっきり仕事の話だと思っていたから、随分と間抜けな声が出てしまった。だけどそれに気づかなかった篤は続ける。

「もちろん一回断られたくらいで諦められるほどの気持ちじゃないから、今も必死に口説いているさ。どんな相手からも守ってやるとも伝えた。それでも彼女の考えは変わらなくてさ。少しは俺に好意を抱いてくれていると思うんだけど……」

　だめだ、話についていけない。そもそも篤に好きな子がいること自体初耳だ。しかも結婚も考えている相手だろ？　篤はそれに気づいて話しているのだろうか。

　とりあえず口を挟むことなく相槌を打った。

「それなのに身分ってなんだよって思ってさ。……父さんの後を継ぐことは目標だったし、実際に社長に就いた今も仕事が楽しくて毎日が充実している。だけど好きな子にそれが理由で俺を受け入れてもらえないと、なんのために継いだんだろうって思っちゃったりしてさ」

　大きなため息を漏らす篤を見るに、相当相手に入れ込んでいるようだ。

　だけど今の俺なら、篤の気持ちが痛いくらいわかる。

「たしかにどれだけ好きだと言っても、相手に伝わらないとつらいよな」

「そうだよね！　何回も好きって言っているのに、それだけじゃ一緒にいられないって言うんだ」

「じゃあ相手は篤の気持ちを受け入れてはいるんじゃないか？　ただ、お前の立場を気にしているだけだろ」

「それが一番厄介じゃん。大勢の社員がいるんだ、彼女のためだけに今の地位から退くことはできないし、じいちゃんと父さんが守ってきた会社を俺も未来へ繋げていきたい」

　そうか、篤は俺の代わりに継ぐと決めたわけではないんだな。口には出したことなかったけど、篤の将来を俺のせいで潰してしまったのではないかと多少の罪悪感を抱いていた。

　でも篤には篤の思いがあり、決断したんだと思うと肩の荷が下りた気がした。

「だったら根気よく篤の気持ちを伝え続けるしかないだろ。……相手もお前を好いているなら、いつか必ず理解してくれると俺は思うけど。むしろさっきの話を聞かされたら、俺は篤のことを支えてやりたいと思う」

「兄さん……」

　誰かを好きになるってそういうことだろ？　相手の夢を応援してやりたいと思うはず。

「だけど篤も相手の気持ちに寄り添ってやらないとだめだぞ。お前が気づけていないだけで、相手は相手なりに大きな問題を抱えているのかもしれない」

　そう、昔の凪咲のようになにか理由があって、篤の気持ちを受け入れることができずにいるのかもしれない。

「そっか、その可能性もあるよね。……俺、自分のことでいっぱいいっぱいだった。やっぱり兄さんはすごいな。いつも簡単に俺の悩みを解決しちゃうんだから」

「解決したならよかった」

　ちょうど麺が茹で上がり、水を切ってすぐにクリームソースに絡めていく。

「そろそろできるから手伝ってくれ」

「はーい」

　食器棚から篤に皿を出してもらい、盛りつける。それをテーブルに運び、ふたりで手を合わせた。

「んー、やっぱり兄さんの作るクリームパスタは絶品だよ」

「それはどうも。おかわりもあるぞ」

「絶対食べる」

　すごい勢いで食べ進めていく篤に、笑ってしまう。だけどおかわりをしてから急に篤の手は止まり、首を傾げた。

「あ、さっきは普通に聞き流しちゃったけどさ、もしかして兄さん、好きな子ができたの？」

「まぁ、な」

　含みを持たせて言うと、篤は身を乗り出した。

「嘘、マジで？　え、誰？　俺が知っている人？　いや、知らない人だよな。きっと会社の人でしょ？」

　息継ぐ間もなく質問をぶつけてくる篤に、首を横に振った。

「篤も知っている人だよ」

「えぇー、俺の知っている人？　全然思いつかないんだけど」

「それも仕方がないな、たった三カ月だけ家族だった相手だし」

　そこまで言えば理解できたようで、篤は目を丸くさせた。

「ちょ、ちょっと待って！　それってまさか凪咲ちゃん!?」

「正解」

　すると篤はさらに目を大きく見開いた。

「うわ、なにそれ！　どういうこと？　なに？　兄さんってばいつの間に凪咲ちゃんと再会していたわけ？　だったら俺にも会わせてよ」

「近々会わせようと思っていたんだ。ただ、凪咲は今が一番大変な時だからさ」

「それってもしかして凪咲ちゃんも夢を叶えて、兄さんと同じ会社に入社してきたってこと？」

「そうなんだ」

　すぐに答えると篤は興奮して立ち上がった。

「え！　なにその劇的な再会は！　やっぱり兄さんと凪咲ちゃんは運命の赤い糸で結ばれていたんだよ」

「すげー」を連発する篤に、俺は心の中で肯定する。

　凪咲との出会いは運命だと信じている。最初は契約結婚など提案するつもりはなかった。だけど彼女の話を聞いて、どうにかして夢を叶えさせてやりたい、力になってやりたいって思ったんだ。

　彼女の人生の中で、俺との既婚歴が幸せの足あし枷かせにならないかと心配もしたが、凪咲との結婚を後悔したことはなかった。

　彼女のおかげで最後に祖父に孝行することができたし、凪咲のために力になることもできたからだ。

　しかし互いの目的を達成し、離婚届に判を押したら別々の道を進んでいく。それは最初から決まっていたことなのに、離婚後はひどい喪失感に襲われた。

　その理由に気づいていた。いや、気づいたのは祖父の葬儀の日かもしれない。

　ずっと泣けずにいた俺に凪咲は『家族の前でくらい、強がらないでください。……大切な人が亡くなったんです、悲しくないわけがないじゃないですか！　泣いてあげてください、おじいさんのためにも』と言ってくれた。

　この時に俺は恋に落ちたのかもしれない。

　両親が亡くなってから、家族は祖父と篤だけだった。でも彼女に家族だって言われて、妙に納得してしまったんだ。

　契約の関係でしかなく、知り合って数カ月。会ったのは数えるほどだというのに、俺にとって凪咲は家族になっていた。

　それは凪咲が最後まで祖父に寄り添い、力になってくれた姿を見ていたからかもしれない。

　だけど約束は約束だ。後ろ髪を引かれる思いで離婚届けに判を押した。

　それからも凪咲のことを忘れた日などなかった。離婚した以上、よくないことだとわかってはいたが凪咲のことが気になり、頻繁に彼女の母親と連絡を取って、近況を聞いては嬉しく思ったり、会いたくなって切なくなったりしていた。

　凪咲はしっかりと夢に向かって進んでいる。だったら彼女が夢を叶えたら、どこかの空港で偶然会うかもしれない。その時がきたら迷いなく自分の気持ちを打ち明け、もう一度最初からやり直したいと伝えようと心に決めた。

　凪咲への想いはハッキリとしたものになり、俺は離婚後もずっと指輪を外せずにいた。それが職場で思わぬ方向に転がり、とても仕事がやりやすくなった。

　おかげで愛妻家という噂もひとり歩きしたが、かえって食事などに誘われずよかったと思う。

　しかし凪咲と運命的な再会を果たした時に、ひどく後悔することになった。

　外資系の企業も著しい成長を遂げている航空業界で、同じ会社に入社してくる可能性は低いと思っていた。

　なにより国内最大手ということもあって、凪咲なら受かると思うが競争率も高い。一緒に仕事をできる可能性は低いはず。

　そう思っていたのに、凪咲はうちの会社のＣＡとして現れた。

　最初は苗字も違っていたし、あまりに綺麗になっていたから別人かと思った。だけどどう見てもやっぱり俺の知っている凪咲で、これからはちょくちょく顔を合わせることができると思うと嬉しくなった。

　だが凪咲は俺に気づいていない様子で、痺しびれを切らした俺から声をかけたら、凪咲と離婚してから再婚したと誤解されていたことが発覚。

　凪咲以外の人を好きになったことなどないし、今後もあり得ないのに、架空の妻を愛していると思われていたのだ。

　だけどそれは社内で広まっている噂があったから仕方がない。もっと早く声をかけて誤解を解くべきだった。

　凪咲と再会してから気持ちは加速していくばかり。仕事に真しん摯しに向き合っていると聞くと自分のことのように嬉しくなり、初めて食事に行った日は表情が硬かったが、少しずつ柔らかくなっていき、よく笑うようになってくれた。

　少しずつ心を開いてくれていると思うと、たまらない気持ちになってしまった。

　しかしそれは俺だけであって、凪咲は違ったんだ。

　少しも俺の気持ちが伝わっていなかったことがわかり、告白してもなかなか信じてもらえなかったことを思い出すと、伝わるように努力しようと決めた今でも気持ちは落ち込む。

　すっかりパスタを食べる手が止まっていると、篤は俺の顔の前で手を振った。

「聞いてる？　兄さん」

「悪い、なに？」

　我に返り再びパスタを口に運ぶ。

「だからさ、俺が一肌脱ぐって言ってるの。三人で会おうよ、そこで俺がキューピッドになるからさ」

「篤に任せて大丈夫か？」

　からかい口調で言うと、篤はムッとなる。

「当たり前だろ？　俺に任せてよ」

　自信満々に篤は自分の胸を叩いた。

「わかったよ、じゃあ近々三人で会おう。あとで篤が空いている日を教えてくれ」

　ふたりを会わせたかったし、きっと凪咲も会いたいと言ってくれるだろう。

「了解！　凪咲ちゃんに会うの楽しみだな」

　俺も三人で会う日のことを想像したら、楽しみになった。

　それから篤は食後の珈琲を飲みながら会社での愚痴を漏らし、心からすっきりして帰っていった。

　ひとり暮らしにも慣れたはずなのに、篤が来た日は寂しく感じる。食器を片づけ、お風呂が沸くまでの間に凪咲に篤と三人で会わないかとメッセージを送った。

　返信は入浴後、寝る前に勉強している最中に届いた。〝楽しみ〟〝私も会いたい〟〝いつにしますか？〟といった返信文を想像していたが、実際は違った。

　絵文字などない【すみません、しばらく会えません】だった。




　休日を挟んでいつものように車で空港に向かう中、頭の中は凪咲のことでいっぱいだった。

　あれから何度かメッセージでのやり取りをしたが、明らかに様子がおかしい。いつも絵文字を使って返信してくれるのにそれがない。

　それに俺とのやり取りを早く終わりにしたそうだった。

　もしかして自分で気づかないうちに凪咲を怒らせたか、もしくは嫌われるようなことをしてしまったのだろうか。

　悶もん々もんとしながら車を走らせ、空港に到着し駐車場に停める。エンジンを切って小さく深呼吸した。

「行くか」

　車を降りたら気持ちを入れ替えなければならない。今日は国内線二便の乗務予定だ。その日のシフトによって出勤時間は違うが、いつもフライトの二時間以上前には空港に着くように来ている。

　機長が出勤してくる前に目的地までのルートや気象情報を確認しておく。その後、機長とも綿密に確認を行い、フライトプランを決定する。

　それから飛行機に乗り込み、整備士やＣＡとブリーフィングをして出発準備に入るのだ。

　今日は館野キャプテンとバディを組む予定となっていた。

「おはよう、真田。今日は一段と清々しい朝を迎えられたんじゃないか？」

　やって来るなり、上機嫌で俺の背中をバシバシと叩く館野キャプテン。

「なんですか、藪やぶから棒に。いつもと変わらない朝だと思いますけど」

　むしろ凪咲の様子がおかしくて、憂鬱な朝を迎えた。しかしそんな俺の事情など知る由もない館野キャプテンは、ハイテンションで俺との距離を詰めてきた。

「隠さなくたっていいって。やっと元サヤに戻ったんだろ？　再婚でも結婚式は挙げるよな？」

　さっきから館野キャプテンはいったいなにを言っているんだ？

「本当に朝からどうしたんですか？　体調が悪いなら、スタンバイのキャプテンに乗務していただけるように手配しますけど」

「真田こそどうしたんだ？　俺は事情知っているんだからもっと浮かれてもいいんだぞ。一昨日、鮎川ちゃんと熱い夜をすごしたんだろ？」

　ボソッと耳打ちされた言葉に目を見開いた。

「どういうことですか？　俺と凪咲が熱い夜をすごしたって。一昨日は凪咲に急用が入り、会っていませんけど？」

「えっ!?　そっ、そうだったのか!?」

　さっきとは一変し、館野キャプテンは狼狽えだす。どう見ても怪しい姿に詰め寄る。

「その様子だと館野キャプテンが、凪咲の態度が急におかしくなったことと関係しているようですね。一昨日、凪咲となにがあったんですか？」

「なにって……こればっかりは俺の口からは言えない」

「なぜですか？」

「言えないからだ」

　一向に口を割ろうとせず、挙句に「ほら、さっさとフライトプランを立てるぞ」と言って話題を逸そらした。

　たしかにそろそろ立てないとまずい時間だ。これから乗務がある以上、一旦忘れてフライトに集中しよう。

　この日は那覇の往復便。お昼過ぎに到着後、三時間の休憩を挟み羽田行きの便に乗務する。

　那覇に到着し、休憩時間に館野キャプテンを無理やり誘って空港近くのソーキそば店にやって来た。

「今日は俺の奢りです。大盛にしてもいいですよ？」

「大丈夫だ。うっかり奢ってもらったりしたらあとが怖い」

「どういうことですか」

「そのままの意味だ！　ここは俺が出すから、好きなものを注文しろ」

　メニュー表を渡され、早く選べと促される。

「じゃあ素直に奢ってもらうので、凪咲となにがあったか教えてください」

「だからそれは俺の口からは言えないって言っただろ。気になるなら本人に聞け」

　それができたら、こうして館野キャプテンを頼ったりしない。しかしこの様子だとどんなに問いただしても答えてくれなそうだ。

「わかりました。直接凪咲に館野キャプテンとなにがあったのか聞いてみます」

「そうしてくれ」

　ため息をひとつ零し、まずは注文を済ませてから凪咲にメッセージを送る。さり気なく一昨日、館野キャプテンとなにか話したみたいだけど、変なことを言われたり聞かれたりしていないかと。

　だけど一向に既読がつかない。度々スマホを確認していると、館野キャプテンは呆れ気味に言った。

「鮎川ちゃん、今は空の上なんじゃないのか？」

「そうかもしれませんね」

　一度スマホをポケットにしまい、残りのソーキそばを一気に啜る。

「本当に真田は鮎川ちゃんのことが大好きなんだな」

「えぇ、そうですよ」

　隠すことなく答えれば、館野キャプテンは「これだからモテる男は」と言って茶化す。

「まぁ、早くに本気で好きになれる相手と出会えたことはいいことだ。あーあ、俺にも早く運命の相手が現れないかな。結婚したい」

「え、館野キャプテンって結婚願望があったんですか？」

　社内きってのプレイボーイとして有名で、四十歳になった今も特定の相手などいないのに。

　意外で思わず聞き返せば、館野キャプテンはムッとなる。

「失礼なやつだな。結婚願望は昔からあるわ。ただ、この人だって相手と出会えていないだけ。言っておくが俺も運命の相手が現れたら一途に愛す派だからな」

　そんな姿が想像できなくて顔をしかめると、俺が考えていることがわかったのか彼は片眉を上げた。

「お前より相手を一途に想う自信があるぞ！　いいか、そのうちお前から社内一の愛妻家の称号を奪ってみせるから覚悟しておけよ」

　なにをそんなに張り合う必要があるのか……。だけどこういったところも館野キャプテンらしい。彼の言動には呆れることもあるし、イラっとすることもある。でもどこか憎めないし、なにより仕事面では頼りになり尊敬できる上司だ。

「わかりました、覚悟しておきますね」

「おい、バカにしているだろ？」

　適当にあしらって言えば、館野キャプテンは言い返してきた。

「していませんよ」

「いや、その顔はしている顔だ。まったく、こんな可愛くない部下を持って俺はなんて不幸なんだろう」

「俺は館野キャプテンのような上司に恵まれて、幸せだと思っていますよ」

　素直に思っていることを伝えたものの、彼は疑い深い目で俺を見る。

「お前のそういうところが可愛くないんだぞ。まったく、俺にズケズケと言える度胸があるんだから、さっさと鮎川ちゃんに聞けばよかったものの」

「特別な存在には、いつだって臆病になりますよ。きっと館野キャプテンにもそういう相手ができたら、俺の言いたいことがわかると思います」

「本当にとことん嫌味なやつだな」

　笑って俺をあしらい、館野キャプテンは残りのソーキそばを勢いよく啜る。

「とにかくだ、運命の相手と出会えたお前は恵まれているんだから、なんとしても鮎川ちゃんとうまく関係を築いていけよ」

「言われなくてもそのつもりです」

　再会できてから凪咲への想いが日に日に強くなっている。これほどまでに心惹ひかれる相手とは二度と出会うことなどできないだろう。

「結婚式には絶対に呼べよ」

「はい、呼ばないと後々しつこく言われそうなので」

「一言余計だ」

　お互い笑みを零し、午後のフライトについて話をしながら空港へと戻った。

　しかしその後もなにかと凪咲には避けられる毎日が続いた。メッセージは素っ気ないし、電話にはなかなか出てくれない。時間が経ってから【電話に出られず、すみませんでした】とメッセージが届くばかり。

　それに空港内でも顔を合わせてもよそよそしくて、目を合わせてくれない。篤と三人で会う話もまとまらず、それどころかふたりで食事にも行けない日々が二週間ほど続いた。

　いい加減、凪咲になにかあったのだと気づく。考えたくないが、俺がなにかしてしまった可能性が高い。

　それなら直接会って聞きたいと思いつつも、なかなか会う機会が取れない中だった。社内で思いもよらぬ凪咲の噂を耳にしたのは……。










あなたはいつも私を正しい道に導いてくれる




　休日にやって来たのはＡＴＭ。貯金残高が十万円という数字を見ては深いため息が零れる。これは今月の家賃代と食事や光熱費でギリギリの額だ。

　父と偶然にも再会してから、二週間近くが過ぎた。やはりあれから父は二度私のもとを訪れ、お金を要求してきた。

　やはりギャンブルや酒をやめられずにいたようで、仕事のストレスが溜まるたびに競馬やパチンコで散財していたようだ。

　ＡＴＭを後にしてスマホを見ると、父からメッセージが届いている。ギャンブルで貸したお金を使い切り、食事するためのお金が必要だから取りにいくという内容だ。

　一回だけという約束だったのにこれでもう四回目。さすがにこれ以上は渡すわけにはいかない。私が生活できなくなってしまう。

　本当は父に連絡先を教えたくなかった。でも空港内で声をかけられたら困る。仕方がなかった。

【今月はもう無理だよ。お金がない】と返信し、スマホをバッグにしまった。

　一度渡してしまえば、こうなることはわかっていた。だけどあそこで渡さなかったら、会社の人たちに父のことがバレてしまうし、可能性は低いけれど、どうにかして母の居所を捜し、母にお金を催促するかもしれない。

　その不安が拭えず、ズルズルとお金を渡し続けてしまっている。

　でもそれも終わりにするべきだ。さっきのメッセージを見て、娘にお金を要求していたことを悔やみ、反省してくれるといいんだけれど……。

　父はあと二週間で地方へ戻る。一応仕事は真面目に続けているようだし、ギャンブルや贅沢をしなければ、絶対に暮らせる分のお金をもらえているはず。

　貸してと言っていたけれど、間違いなく返す気などないだろう。

　さっきのメッセージを読んで諦めてくれて、おとなしく地方に帰ってくれるといいな。

　帰りにスーパーに寄り、食材を買い込む。帰宅後、作り置きのおかずを作っていると、誠吾さんからメッセージが届いていたことに気づいた。

【今、オーストラリアに着いたよ。凪咲は今日休みだったよな？　ゆっくり休めよ】

　なにげないメッセージに胸が熱くなる。それと同時に切なさで心が埋め尽くされていった。

　父と再会しなければ、誠吾さんに自分の気持ちを伝えるつもりだった。だけど父は昔からなにも変わっておらず、どんなにショックだったか……。

　たくさん父のことで力になり、励ましてくれた誠吾さんと会ったら、絶対に私は泣いてしまう自信がある。

　そうしたら誠吾さんに父のことがバレてしまう。今の父を知ったら、彼はどんな気持ちになるか……。そう思うと怖くて誠吾さんに食事に誘われても、なにかと理由をつけて断り、社内でもできるだけ避けていた。

　でもそろそろ限界だよね。きっと誠吾さんは不審に思い始めているはず。だけど父が地方に帰ってしまえば、バレる可能性も低い。誠吾さんに余計な心配をかけさせないためにも、絶対に父のことに気づかれないようにしないと。

　当たり障りなく誠吾さんに【ありがとうございます。気をつけて帰ってきてください】と返信した。




　それから数日経ったが、父からの返信はなかった。私からはもうお金を取ることができないと諦めたのかもしれない。

　とはいえ、まだこっちにいるはずだし、ぬか喜びするわけにはいかないよね。ちゃんと諦めて地方に戻ったことを確認しなくては。

　何通か父にメッセージを送ったけど、既読がつくだけで一向に返信がなかった。もしかしたら誰かに言われて反省したり、自分の行いを後悔したりしているのかも。そんな淡い期待に胸が膨らんだ。

「お疲れ、凪咲」

「お疲れ様」

　社員食堂で持参したお弁当を食べていると、そばが載ったトレーを手に真琴がやって来て隣の席に腰かけた。

「あれ？　凪咲がお弁当って珍しいね」

「うん、ちょっと節約しようかなって思って」

　父にお金を渡したせいで生活費がカツカツ。とてもじゃないが、食費にお金をかけることはできない。

「偉いね、凪咲は。私なんて家に帰ったら疲れちゃって自炊もできていないよ。少しは見習わないといけないね」

　そう言いながら真琴はそばを啜り始めた。隣からおいしそうな匂いがして食べたくなってしまう。

　だけど必死に我慢だと自分に言い聞かせてお弁当を食べ進めていく。

「凪咲は料理が得意で羨ましいな。……真田さんも幸せ者だね、凪咲と再婚したら毎日手料理が食べられるんだから。早く真田さんと予定が合って、凪咲の気持ちを伝えられるといいね」

「う、んそうだね」

　小声で言われた言葉に曖昧に答えた。

　真琴には自分の気持ちに気づいたことを伝えた。だけど、どうしても父のことは打ち明けられなくて、お互いの予定が合わずに気持ちを伝えられずにいると言ってある。

　真琴だって国際線乗務に向けて、今が一番の正念場。そんな時に心配かけたくないし、誠吾さんのことでずっと相談に乗り、応援してくれていた彼女には早く自分の気持ちを伝えたかった。

　でも嘘をついている現状に、多少の罪悪感が募る。

「午後はどこ便？」

「あ、今日は私スタンバイなんだ」

「そうだったんだ。私はこれから福岡だよ。できれば散策したいところだけど、三十分後にはトンボ帰りで博多グルメにはありつけなくて残念」

「博多はおいしいものが多いもんね」

　地方の空港に行くたびに、次の便まで時間が空くと先輩たちがオススメの店を教えてくれる。それは代々引き継がれているみたいで、私たちも後輩ができたら教えてあげてと言われていた。

　受け継がれてきた情報だけあって、どこに行ってもハズレがない。一泊となれば何軒かはしごするから、体重計に乗るのが怖い時期もあった。

　今は金銭的に食べ歩きする余裕がないから無理だけど、また貯蓄できたら先輩たちから色々なお店を聞いて食べて回りたいな。

「午後はなにする予定なの？」

「うーん、やっぱり勉強かな」

「そうなるよね。私もスタンバイの日はもっぱら勉強だもん」

　英語以外は苦手という真琴は、毎日が寝不足だというほど私よりも多くの時間勉強している。

　努力する姿を誰よりも知っているからこそ、父のことなど相談できない。

「無理しないようにね。身体を壊したら元も子もないよ」

「わかってるよ。凪咲もほどほどにしなよ」

　そんな話をしながらお互い完食し、真琴は戻っていった。私も真琴が行ってから少しして自習室に戻り、勉強を再開する。

　静かな室内で知識を詰め込む中、ドアをノックする音が聞こえた。

「お疲れ様。鮎川さん、ちょっといいかしら」

「はい」

　入ってきたのは同じく今日スタンバイの先輩だった。

　他の人の勉強の邪魔にならないように静かに自習室を出ると、先輩が申し訳なさそうに言った。

「悪いんだけどこれから私と那覇便への搭乗助っ人に来てくれる？　車椅子の方が五名搭乗されるようで、人手が必要なの」

「もちろんです、手伝います」

「ありがとう。急ぎましょう」

　先輩と駆け足で搭乗ゲートへと向かい、お客様の対応に当たり、無事に車椅子のお客様を含め、全員が時間内に搭乗することができた。

　車椅子のお客様はお仲間同士で初めての旅行に向かわれるようだ。五人とも飛行機に乗るのが初めてのようで、搭乗までは不安そうで、なにより私たちの手を煩わずらわせて申し訳ないとしきりに口にされていた。

　そのたびに私たちは笑顔で否定し、空の旅を楽しんでほしいと伝え続けた。

「ありがとう、皆さんのおかげで無事に飛行機に乗れてホッとしました。こんなに手を貸してくださるなら、もっと早く勇気を出して飛行機に乗ればよかったわ。また近いうちに利用させてもらいますね」

　お客様から温かな言葉をもらうことができ、泣きそうになってしまった。

　ＣＡになってお客様からの〝ありがとう〟はどの言葉よりも嬉しいと知った。

「よかったわね、お客様に喜んでもらえて」

「はい。楽しいフライトにしてほしいです」

　お客様を見送った後、先輩はグランドスタッフに声をかけられ、先に戻ると離れていった。私も踵きびすを返し、空港内を進んでいく。

　車椅子の扱いについては勉強してきたつもりだけど、実践してわからないこともあった。先輩がいたからよかったけど、もっとしっかりと学ぶ必要があるかもしれない。

　それに今まで多くのお客様と交流が持てるようにと、様々な国の言葉を学んできたが、他にも学ぶことがあるのに気づいた。

　耳が聞こえず、手話でコミュニケーションをとるお客様もいる。逆に目が見えず、案内を必要とするお客様だっている。

　簡単な知識しかないと、実際になにかしらの障害を持ったお客様がいらした際に満足いくサービスはできない。

　そう思うと勉強することが山積みだ。でも決して苦痛には思わない。むしろもっと多くのお客様と接する機会が増えると思うとワクワクする。

　足取り軽く戻る中、ロビーで見覚えのある人物が視界に入り足が止まる。

「あれって……」

　ゆっくりと近づくたびに心臓が速く脈打ち始める。

　見間違いであってほしい。そう願ってしまうほど一緒にいるはずのないふたりから目が離せなくなる。

　親しげに話すふたりは、父と金城さんだった。どうしてふたりが？　ただ単にＣＡと客という立場で話をしているだけ？　それとも金城さんに私の父だってバレてしまった？

　ふたりはいったいどんな話をしているの？

　気になるけど、場所が場所だけに迂う闊かつに近づくことができない。少しして金城さんは離れていき、そんな彼女を父は笑顔で見送った。

　金城さんの姿が見えなくなったことを確認し、急いで父のもとへ駆け寄る。

「おう、凪咲！　よかった、捜していたんだ」

　呑気に手を振る父に「こっちに来て」と声をかけ、ひと気の少ない場所へ移動した。

「どうして空港に来たの？　来ないって約束したじゃない」

　そうすれば金城さんと父が会うこともなかったはず。

　怒りが募ってつい強い口調になる。すると父は表情を険しくさせた。

「親子だっていうのに、薄情なことを言った凪咲が悪いんだろ？」

「薄情って……どうしてそうなるの？　お父さんにお金を貸したせいで、私の生活は苦しくなっているの。これ以上は渡せないって言っただけでしょ？」

　冷静にならなくてはいけないと頭ではわかっているけど、怒りが勝ってしまう。

「そうはいっても衣食住には困らない程度だろ？　あと少しくらいなんとかなるよ。一万でいいから頼むよ」

　ヘラッとした顔でさらにお金を要求してくる父に、怒りで眩め暈まいを起こしそうだ。

「親思いの凪咲のことだ、毎月母さんには仕送りをしているんだろ？　だったらその金を俺に渡せばいい。昔は俺のおかげでお前たちはなに不自由ない暮らしを送ることができていたんだから、感謝されて当然だろ？」

　どうして父はこんなにも変わってしまったのだろうか。昔は優しくて真面目で、従業員や私と母のことをとても大切にしてくれた。人はこんなにも変わってしまうものなの？

　母との離婚が成立し、父とは二度と会うことはないと思っても、もう一度人生をやり直して幸せになってほしいと願っていた。

　もし再会する機会があったら、昔のような父に戻っていてほしいと思ってもいたのに。

　悔しくて悲しくて、涙が零れそうになる。

「あの子も言っていたぞ？　これまでのお父様の功績を考えれば、凪咲はもっと俺に感謝するべきだって」

「えっ？　あの子って？」

　嫌な予感がする。もしかして……。

「さっき声をかけてくれた凪咲の先輩だっていう美人さんだよ。なんでも以前、俺と凪咲が一緒にいるところを偶然見たようでさ、わざわざ挨拶してくれたんだ」

　ドクンと胸が鳴る。

「俺の波乱万丈な話を聞いて素晴らしいって言ってくれたぞ？　凪咲、お前は本当にいい先輩に恵まれたな」

　父は話したんだ、私たちの過去をすべて。知られてしまった、金城さんに……。

　頭の中が真っ白になる。

　金城さんは私のことをよく思っていない。そんな彼女がわざわざ父に声をかけて話を聞くなんて、なにかあるはず。

　それも誰が聞いても最低な父親だと思うはずなのに、素晴らしい？　感謝するべきだ？　絶対そんなこと思っていないよね？

　こんなこと考えたくないけど、金城さんは父のことを誰かに言いふらすつもりだった？　ううん、まさか。さすがの金城さんもそこまで悪い人ではないはず。父はきっと包み隠さず話したはずだし、すべてを聞いて言いふらすような人だとは思いたくない。

　だけど不安は拭えず、心が落ち着かなくなる。

「そういうわけで凪咲、今持っている分だけでもいいから金を貸してくれよ。毎日仕事で疲れていてさ、息抜きに遊びたいんだ」

　遊びってどうせギャンブルでしょ？　もういい加減にしてほしい。

　ここが空港の一角ということも忘れ、思うがまま言葉を口にしてしまいそう。必死に感情を抑え込む中、なにも言わない私に父は痺れを切らした。

「早く金を渡してくれよ」

「悪いけど、本当に渡せるお金がないの。……言ったでしょ？　今月は無理だって」

　すると父はなにかが閃ひらめいたようで私の肩を掴んだ。

「じゃあ給料が入ったら、俺の口座に振り込んでくれよ」

　名案だとばかりに声を弾ませて父は続ける。

「母さんに仕送りしている分も俺に回せ。今後、定期的に金が入ると父さん、すごく助かるよ」

　一方的に話を進める父に我慢できず、肩に触れられていた手を払いのけた。

「悪いけど、もうお父さんに貸すお金はないから。それに貸したお金もしっかりと返して」

　父はもう変わることなどないだろう。もちろん幼い頃に育ててもらった恩義を多少は感じる。

　だけど誠吾さんのおかげで父は新たな職に就くことができた。それで十分でしょ？　これ以上返す義理はない。ここで私が手を差し伸べ続けたら、もっと父はだめになる。

　その思いで言うと、途端に父の表情は険しさを増した。

「なんだと？　お前は自分の父親を見捨てるつもりなのか？」

「どうしてそうなるの？　私はただ、前の真面目で優しいお父さんに戻ってほしいだけでっ……」

「うるさい！」

　私の話など聞く耳を持たず、父は声を荒らげた。

「お前は黙って俺に金を寄越せばいいんだ！　それができないなら、どうにかして母さんの居所を掴んで会いにいくまでだが……」

　ニヤリと笑う父を見て昔、母が父から暴力を受けていた場面が脳裏に浮かぶ。

　もう二度と母にはつらい思いをさせたくない。離婚後も私のために働き詰めだったんだもの、残りの人生は幸せに生きてほしい。

「凪咲は親思いのいい子だもんな。今度、給料が入ったら連絡をくれ。東京を離れる前にもう一度会おうな」

　まるで子供をあやすように私の頭を撫で、父は去っていった。

　父の姿が見えなくなっても私は動くことができず、涙が零れ落ちる。

　母を守るためには、父とこれからも関わっていかなければいけないのかな。お金を渡し続けていかなければならないの？

　そんなの嫌だと思っていても、母のことを考えるとそれ以外の方法が思い浮かばない。どんなに最低な人だろうと、私にとって世界でたったひとりの父だ。縁を切るなんて無理な話なんだね。

　それに金城さんに知られてしまった今、これからどうなるかわからない。言いふらされてしまえば、会社に居づらくなり、最悪退職しなければいけなくなるかもしれないと思うと胸が張り裂けそうになる。

　努力してやっと掴んだ夢をこんなにも早く手放すことになるかもしれないなんて、どれだけ私は神様に嫌われているのだろう。

　誠吾さんとだってせっかく再会できたのに、父の存在が邪じゃ魔まをする。

　彼にだけは父のことを知られたくないけれど、金城さんの行動次第では誠吾さんの耳にも入るだろう。

　これからのことを考えると不安でいっぱいでどうしようもなくなり、しばらくの間涙が止まらなかった。




　次の日、出勤すると明らかにみんなの私を見る目が変わっていた。

　着替えのために控室に入るや否や、さっきまで騒がしかった室内は一気に静まり、早々と先輩たちは着替えを済ませて出ていってしまった。

　まるで私とは関わりたくないというように、挨拶をしても返してくれなかった。

　やっぱり金城さんが話したんだよね。それ以外考えられない。

　その日の乗務は地獄だった。必要最低限の言葉しか交わしてもらえず、あからさまに避けられ……。

　フライト先の千ち歳とせ空港で休憩中、トイレの個室に入っていると後から入ってきた先輩たちの話を聞いてしまい、胸が痛んだ。

　昨日のうちに金城さんは先輩たちに父のことを言いふらしたようで、借金まみれの父親が、空港にまで押しかけて娘の私にお金を催促に来ている。そのうち闇金が会社に押しかけてくるかもしれない。連帯保証人にならないよう、注意したほうがいいなどと言っていたそうだ。

　個室に入っている私の存在には気づかない先輩たちは私の話で盛り上がっていて、関わったり優しくしたりしたら、お金を貸してって言われるかもしれないから、極力近づかないようにしようとまで言っていた。

　金城さんの話は事実だし、私には否定することができない。誰だって同じことを考えるだろう。私だって先輩たちの立場だったら、同じようにできる限り関わらないようにしようと思うもの。両親のことを打ち明けた時に真琴はつらかったねって言ってくれたけど、今も父が更生することなく私にお金を要求にきていると知ったら、先輩たちと同じように思うかな。

　それが怖くて彼女にも父と再会し、お金を貸してしまっていることを打ち明けられずにいた。どうしよう、もし真琴にも同じ反応をされたら。考えただけで泣きそう。

　せめてもの救いは今日、真琴が休みだということ。まだ彼女は噂を耳にしていない可能性がある。

　でもそれも時間の問題。きっと明日には知られてしまうだろう。それにもちろん、誠吾さんにも……。

　大切なふたりがもしかしたら離れていくかもしれないと思うと、胸が張り裂けそうなほど痛みだす。

　こうなってしまった以上、早く辞めるべきなのかもしれない。噂が事実な以上、父が再び空港に押しかけてきて会社に迷惑をかける場合もある。

　それにこれから先、会社の人たちに今日のような態度を取り続けられたら耐えられないし、お客様の前で笑顔を見せられる自信もないもの。

　真琴も誠吾さんも私から離れていったら、ますますここで働くことなどできないよ。

　少しの時間だったけど、夢が叶ったんだ。どん底の人生から夢のような時間をすごすことができた。

　それだけで幸せだと思い、誰かに迷惑をかける前に去るべきなのかも。

「違う仕事に就いて、親孝行をしながらお母さんとふたりで暮らすのも悪くないよね」

　幸いなことに父にはまだ母の居場所を知られていないし、早く退職してしまえば会うこともなくなる。

　それが今の私にとって最善の策。そう思うのに、大好きな仕事を辞め、真琴や誠吾さんとも二度と会えなくなるかもしれないと思うと、胸が痛んで仕方がなかった。




　つらい午後の勤務も終え、控室で先輩たちと顔を合わせたくなくて、私は遅くまで事務作業をしていた。

　ここでもやはり白い目では見られるけど、職場だし表立ってなにかを言われることはなかった。

　最終便も到着してオフィスに誰もいなくなった頃、デスク周りを片づけた。静かな廊下を進み、控室へと向かう。

　そっと扉を開けると、誰もいなくて胸を撫で下ろした。

　急いで着替えを済ませ、ロッカーのドアを閉めた。するとバッグに入れてあるスマホが鳴る。

　昨日の今日で父が連絡をしてきたのかもしれないと思い、恐る恐る相手を確認すると真琴からだった。

　どうしたんだろう、こんな時間に電話なんて。もしかして誰かから私の噂を聞いた？

　出ることに躊躇したが、いずれは真琴の耳に入ること。それに自分の口からちゃんと説明したいし、真琴ならきっと先輩たちのように態度を変えたりしないはず。

　そう自分に言い聞かせて電話に出た。

「もしもし」

『やっと出た！　今までどうして出なかったの？　私がどれだけ心配したかわかってる!?』

　出るや否や涙声で言う真琴に驚きを隠せない。

『なんでお父さんのこと、言ってくれなかったのよ。つらかったでしょ？　力になってあげられなくてごめんね』

「真琴……」

　やっぱり真琴は誰かに聞いたんだね。だけど聞いてこうして電話をくれたんだ。

「なにも悪いことをしていないのに、どうして真琴が謝るの？」

　嬉しくて涙が溢れ出す。

『当たり前でしょ？　親友をひとりで苦しませちゃったんだから。気づいてあげられなくてごめん。お父さんは大丈夫なの？　聞いた話の通り、ちょくちょく空港に来て今もお金を要求されているの？』

　噂を聞いても避けることなく、心配までしてくれる存在がいるって、こんなにも心強くて嬉しいものなんだ。

　涙を拭いながら改めて父とのことを説明した。それとどうして真琴に話せずにいたのかも。

　彼女は最後まで話を聞いてくれて、そして『そんなことで私が凪咲から離れるわけがないでしょ！』と怒られてしまった。

『それと間違っても勝手に会社を辞めたりしないで。凪咲はなにも悪いことはしていないんだから、堂々としていればいいの』

「でも私がいたら、会社に迷惑をかけるかもしれない。父がまた空港に来る可能性も否定できないもの」

『その時は私が守ってあげる！　だから絶対に辞めないで。凪咲の味方は私だけじゃない、真田さんだって同じことを言うはず』

　誠吾さんの話が出て、ドキッとしてしまう。

「そう、かな。だって私、さんざん誠吾さんに迷惑をかけちゃったんだよ？　せっかく誠吾さんがお父さんのために力になってくれたのに、恩を仇で返すことをして……」

『それはお父さんがでしょ？　お父さんには失望するだろうけど、凪咲にするわけがないじゃない。むしろ私と同じように頼ってもらえなくてショックを受けていると思う。凪咲が逆の立場だったらどう？　真田さんに頼ってもらえなかったら悲しくないの？』

　そんなの悲しいに決まってる。好きな人が苦しんでいる時にそばで支えることも、力になることもできなかったらつらいよ。

『今すぐにでも真田さんを頼るべきだよ。両親の離婚に関しても弁護士を通して力になってくれたんでしょ？　きっと今回も凪咲の味方になってくれるから』

　まるで真琴の言葉には魔法がかかっているかのよう。彼女の言う通りになる気がしてくるよ。

　誠吾さんがどう思うかはわからないけれど、でもこうしている間にも誠吾さんの耳に噂が入る可能性がある。

　その前に自分の口から説明したい。そしてもし許されるなら、誠吾さんに甘えてもいいだろうか。

「ねぇ、真琴。……誠吾さん、迷惑に思わないかな？」

　私が逆の立場なら、頼ってもらえず悲しいと思うけれど、誠吾さんも同じ気持ちになってくれる自信がない。

　しかし不安を漏らせば、真琴はすぐに言ってくれた。

『思うわけないじゃない！　むしろ凪咲に頼ったり甘えられたりしたら、嬉しいに決まってるよ！』

　力強い声にまた涙が溢れそうになる。

『だから早く話すべきだよ。わかった？』

「うん、わかったよ」

　真琴に勇気をもらえたおかげで、すぐにでも誠吾さんに話そうって思えたよ。

　彼女は再三私に誠吾さんに話すよう言い、通話を切った。溢れた涙は渇き、自然と頬が緩む。

　家に帰ったら誠吾さんに電話してみよう。国際線の乗務中ではなかったはず。

　彼からのメッセージを確認しようとスマホ画面を見ると、たくさんの未読メッセージと不在着信が入っていた。

　半分は真琴からで、そして残りの半分は誠吾さんからだった。

　誠吾さんもまた噂を聞いて連絡をくれたのかもしれない。そう思うと胸が熱くなり、家まで待てず連絡をしようとした時、スマホが鳴った。

　びっくりして落としそうになり慌ててしっかりと掴む。そして電話の相手を確認すると誠吾さんからだった。

　ドキドキしながら電話に出ると、私が声を発する前に誠吾さんが心配そうな声で『大丈夫か？　凪咲』と言う。

「誠吾さん……」

　ずっと電話もメッセージも避け続け、会ってもできるだけ目を合わせないようにしていたのに、私を心配してくれていたの？

　久しぶりに聞いた彼の声に、とめどなく涙が溢れて止まらなくなる。

『よかった、電話に出てくれて。今、どこにいるんだ？』

「えっと……まだ会社で」

『会社のどこ？』

　間髪を容れずに聞かれ、「控室です」と答えると、誠吾さんは『わかった』とだけ言って通話を切ってしまった。

「もしもし、誠吾さん？」

　返事は返ってこず、通話の切れたスマホ画面を眺めてしまう。

　どういう意味だろう、わかったって。もしかして誠吾さんもまだ会社に残っているの？

　急いで控室から出たものの、廊下はシンと静まり返っていた。だけど少しして、こちらに向かって駆け寄ってくる足音が聞こえてきた。

　次第に大きくなってくる足音に引き寄せられるように、私も聞こえるほうに足を進めていく。そして角を曲がった時、誠吾さんの姿をとらえた。

「凪咲！」

「誠吾さん……！」

　彼を見た瞬間、気づいたら駆けだしていた。そして勢いそのままに飛びついた私を、誠吾さんは優しく抱きとめる。

「凪咲……」

　愛しそうに私の名前を呟き、背中や髪を撫でられたら涙を止める術など失う。

　誠吾さんに会ったら、こうなる自信があったから避けていたんだ。

　温かなぬくもりに包まれて泣き続ける私を、誠吾さんはなにも言わずに抱きしめてくれていた。




「どうぞ」

「すみません、ありがとうございます」

　ココアの入ったカップを受け取ると、誠吾さんはソファに座っている私の隣に腰を下ろした。

　あれからしばらくの間、私は誠吾さんに抱きしめられたまま泣き続けた。そして落ち着いてきた頃、彼はなにも言わずに私の手を引き、駐車場に向かっていき自分の車に乗せた。

　着いた先はなんと彼の自宅マンション。あれよあれよという間に部屋に案内され、こうしてココアを淹れてくれたわけだけど……。

　チラッと今いるリビングを見回す。

　最上階のリビングの窓からは都内の夜景が一望できて、すごく綺麗。リビングには必要最低限の家具しか置いていないけど、すべて黒で統一されていて洗練されたデザインのものばかり。

　初めて訪れた彼の自宅にさっきからずっと落ち着かない。それに私、いくら嬉しかったとはいえ、自分から誠吾さんに抱きついたよね？

　冷静になればなるほど自分の言動を振り返っては、恥ずかしさでいっぱいになる。

　少しでも気持ちを鎮めるようにココアを飲んだ。少しして誠吾さんが切り出した。

「話は同僚から聞いたよ。だけど噂は本当なのか？　父親が空港にまで押しかけてきたって」

　私の目をジッととらえ、真意を探るように見つめられる。

　やっぱり誠吾さんも聞いたんだ。そうだよね、社内どこを歩いていても視線を感じたもの。パイロットにも知られているはずだ。

　首を縦に振って肯定すると、誠吾さんは悔しそうに顔を歪めた。

「弁護士に心を入れ替えて新たな人生を歩むと約束したというのに……」

　頭を抱え込む誠吾さんは、間違いなく父に失望しただろう。だけどそれだけのことをした父が悪い。

「すみませんでした」

　思わず口をついて出た謝罪の言葉に、誠吾さんは苦しそうに顔を歪めた。

「どうして凪咲が謝るんだ？　悪いのは父親だ、凪咲は被害者だろ？」

　真琴と同じような言葉をかけてくれた誠吾さんに、胸が苦しくなる。

「どこから漏れたのかわからないが、だいぶ噂が広まっているようだな。しかし、社内でなにを言われようと凪咲が気にすることはない。堂々としていればいい」

　真琴も誠吾さんも堂々としていればいいって言うけど……。

「わかってます、真琴にも同じことを言われました。……でも私、自信がないんです。今日みたいに社内を歩けば白い目で見られて、先輩たちには避けられて……。それがこれからも続くと思うと、今までのように働いていける自信がないんです。それに父がどんな行動に出るかもわからない以上、会社にも迷惑をかける可能性もあります」

　不安に思っていることを吐露すると、誠吾さんは自分と私が手にしていたカップをテーブルに置いた。

「その可能性は否定できないだろう。だからといって凪咲は最低な父親を理由に夢見ていたＣＡを辞めることができるのか？　それに冷たいことを言うようだが、凪咲が会社を辞めたところでなんの解決にもならない。返って父親をますますだめな人間にするだけだ」

　誠吾さんの言うことはすべて正しいけど、じゃあ他にどんな方法があるっていうの？

「私はどうしたらいいんですか？　だって私がお金を貸さないと言えば、お父さんは間違いなくお母さんを見つけ出してお金を要求するはずです。それに空港に何度も来ます。昨日だってそうです、来ないでほしいと言ったのに約束を破ってきました」

　そのせいで金城さんに父のことが知られてしまい、あっという間に噂が広まってしまった。それなのに、どうしろっていうの？

　ジッと見つめる私の手を、彼はギュッと握った。

「強くなるんだ、凪咲」

「強く、ですか？」

「あぁ」

　力強く頷き、誠吾さんは続ける。

「どんなに最低だと思っていても、凪咲にとってたったひとりの父親だから突き離すことができず、ズルズルとお金を貸し続けてしまったんだろ？」

「……はい」

　どんなに苛立って失望しても、最低な父親だと思っているのに心の底から嫌うことができないのは、やっぱり優しかった昔の父の記憶が根強く残っているからだと思う。

　母にしたことは許せないし、今後も許すことはしたくない。それなのに幸せになってほしいと願ってしまったのがその証拠。その願いは今も変わっていないのだから。

「だったらなおさら強くなるべきだ。なにを言われたって二度とお金を渡してはいけないし、惑わされてはいけない。父親のために毅然とした態度で接するんだ」

「でも、そうしたらお母さんは……？」

　せっかく新たな人生を歩み始めたのに、父と再会してしまったらすべて台無しになる。

　不安に駆られる私に対し、誠吾さんは優しい声色で言った。

「大丈夫、こうなった時のために離婚の際に二度と凪咲と母親に会わないと誓約書を書かせておいたんだ。すでに父親は誓約を破ったどころか、凪咲にお金を要求したんだ、罪に問えるレベルだ。だからなにがあっても凪咲と母親は法が守ってくれる」

　誠吾さんは私を安心させるように、さらに強い力で手を握りしめる。

「明日にでも離婚の際に世話になった弁護士に相談してみるよ。近いうちに弁護士に同席してもらい、決着をつけよう。その時はもちろん俺もついていくから」

「誠吾さん……」

　誠吾さんの優しさに触れ、また泣きそうになってしまう。

「ありがとう、ございますっ」

　震える声で伝え、彼の服の裾をギュッと掴んだ。

「お礼を言われることじゃない。俺はただ、凪咲にはいつも笑っていてほしいだけだよ。だからもう泣かないでくれ」

　無理だよ、こうやって優しくされたら涙が勝手に溢れてくる。

「どうして誠吾さんはこんなに優しいんですか？」

　出会った時からそうだった。見ず知らずの私に救いの手を差し伸べてくれて、昔も今も私を正しい道へと導いてくれる。

「そんなの凪咲が好きだからに決まってるだろ？　言っておくけど、凪咲以外には優しくないよ、俺」

　優しく髪を撫でられながら囁ささやかれた言葉に胸がギュッと締めつけられる。

　自分の気持ちを隠すのはもう無理だ。誠吾さんのことが好き。彼を誰にも渡したくない。

　初めて抱く独占欲に戸惑いを隠せない。だけど、それだけ私は誠吾さんのことが好きなんだ。

　髪を撫でる彼の手が温かくで、このままずっと撫でていてほしくなる。あまりの心地よさにそっと彼に体重を預けた。

「な、凪咲……？」

　初めて聞く誠吾さんの戸惑う声さえも愛しい。ゆっくりと顔を上げて、彼を見つめる。

「誠吾さん、私……」

「兄さん、泊めてー」

　玄関のドアが開く音とともに聞こえてきた声に、大きく身体が反応してしまう。

「って、えっ!?　女物の靴!?　どういうこと？　兄さん！　もしかして凪咲ちゃんが来ているの!?」

　騒がしい声を聞いて誠吾さんは深く息を吐いた。

「ごめん、弟の篤だ。覚えているか？」

「は、はい」

　もちろん覚えている。誠吾さんのおじい様を一緒に看取ったし、葬儀の時も顔を合わせていたもの。

　だけど、どうして篤さんは玄関の靴を見ただけで私が来ているってわかったんだろう。

　不思議に思っていると、リビングのドアの前で篤さんが叫んだ。

「兄さん、入ってもいい？　凪咲ちゃんに俺も会いたい」

「篤があぁ言ってるけど、部屋に入れてもいい？」

「もちろんです」

　そういえば誠吾さんから誘われていたよね、今度篤さんと三人で会わないかって。それなのに個人的な理由でずっと断り続けていたから申し訳ない。

「わかった」

　そう言うと誠吾さんは立ち上がり、ドアへと向かう。その間に彼に撫でられて乱れていた髪を整えて立ち上がる。

　誠吾さんがドアを開けたら、勢いよく篤さんが飛び込んできた。

「久しぶり、凪咲ちゃん！　元気だった？　あぁ、こんなに可愛くなって！」

　笑顔で駆け寄ってくると、篤さんは私の両手を掴み、上下にブンブンと振った。

「お、お久しぶりです」

　篤さんも大人の男性になっているけど、まるで犬のような人懐っこい性格は変わっていないようだ。

「おい、そこまでにしとけ。凪咲が困っているだろ？」

　誠吾さんは篤さんの手を払いのけ、ジロリと睨む。

「いいじゃないか、やっと再会できたんだから。だけどなに？　こうして夜遅くに自宅に招くってことは、ふたりってば元サヤに戻ったわけ？」

　期待した目で私と誠吾さんを交互に見る篤さんに困惑してしまう。また誠吾さんと家族になれたらどんなに嬉しいか。

　でも今は想いを伝えるべきじゃない。まずは父のことを解決するべきだ。それなのに、篤さんがタイミングよく来てくれなかったら、危うく告白するところだった。

「お前には関係ないだろ？　泊めてやるから、風呂にでも入ってこい」

「えぇー、俺はもっと凪咲ちゃんと話がしたいんだけど」

「明日も仕事だから、凪咲はもう送っていく」

　残念がる篤さんの背中をぐいぐいと押し、ドアへと追いやる。

「わかったよ、じゃあ凪咲ちゃん今度またゆっくり会おうね」

「あ、はい」

　返事をすると、篤さんは「またね」と言いながら手をひらひらさせて出ていった。篤さんが廊下を進み、浴室に入った音を確認して誠吾さんはため息交じりに言った。

「篤が言っていたことは気にしないでくれ」

「えっ？」

「凪咲の気持ちを大切にしたいと思っているから。もちろんこれからも凪咲に好きになってもらえるよう努力は続けるけどな」

　少しだけ切なさを滲ませて笑う誠吾さんに、ズキッと胸が痛む。

　もうそんな努力を続ける必要なんてないのに。でも今ここで想いを伝えたって、きっと父のことで協力してもらうから気遣って言ったんじゃないかと勘違いされる可能性もある。

　なによりすべて解決してから、私は真っ直ぐに誠吾さんに想いを伝えたい。

「明日、弁護士に相談したらすぐに連絡するから今日は家に帰ってゆっくり休め」

「ありがとうございます」

　誠吾さんは私を自宅アパートまで送り届ける間も、前向きになれる言葉をかけ続けてくれた。そして「なにかあったら、すぐに連絡して」と言って帰っていった。

　誠吾さんが運転する車が見えなくなるまで見送り、ゆっくりと部屋に入る。そのままベッドに横になり、瞼を閉じると浮かぶのは誠吾さんの優しい笑顔。

　いつもいつも、私がピンチの時に助けてくれるヒーローのような人。いつか私も誠吾さんの力になれるくらい強くなりたい。

　そのためにも父としっかり向き合おう。それで少しでも強くなったら誠吾さんに好きだって伝えるんだ。

　そう心に強く誓った。










強くなりたい




「ねぇ、あの子でしょ？」

「やばい父親がいるって子だよね」

「そうそう。少しでも仲よくなったら、お金を貸してほしいって言ってくるみたいだよ」

　噂が流れてから三日も経つと、いつの間にか話が大きくなって広がっていた。空港に着いて廊下を歩いているだけでこの言われよう。

「まったく、どうやったらあんなに話が大きくなるんだろう。凪咲、気にしちゃだめだからね！」

「うん」

　初めて噂を耳にした日はつらくて悔しくて悲しかったけど、今はどんなにひどいことを言われたって、こうして真琴がそばにいてくれるから平気。

　それに誠吾さんに父のためにも強くなるべきだと言われて、噂に振り回されていてはだめだと思った。

　最初は父のせいで会社に迷惑をかけてしまうかもしれないという罪悪感もあったけど、それは私が毅然とした態度で父と向き合えば防げるのだということにも気づいた。

　誠吾さんがさっそく両親の離婚の際にお世話になった弁護士に聞いてくれて、証拠集めが必要だと言われた。

　まずは言われた通りに今後、給料が入ったら口座に振り込むと言い、銀行口座を聞く。その現場を弁護士に押さえてもらい、父に逃げ道を作らせない計画だ。誠吾さんは近くの席に弁護士と待機してくれると言っていた。

　ただ、私と誠吾さんの休みが被るのは六日後で、父が戻る前日となってしまった。それまでに父がまた空港に来ないことを祈るばかりだ。

「ねぇ、今日はたしか金城さんと同じ便だったよね？　大丈夫？」

　噂が流れてから金城さんと一緒に仕事をするのは初めて。何度か社内で見かけたことがあるけど、目が合うと意味ありげに微笑んでいた。

　そんな金城さんだもの、同じ便に乗務したら今まで以上にきつく当たってくるかもしれない。

　でも、どんなことにだって耐えてみせる。思い返せば私はもっとつらい経験をしてきた。嫌味を言われ、嫌がらせをされるくらいなんてことない。

「大丈夫。さすがに乗務中はなにもされないだろうし」

「それはそうかもしれないけど……」

　真琴は心配が拭えない様子。

「本当に大丈夫だよ。もう陰口を言われることにも慣れちゃったし。それに私が堂々としていれば、そのうち噂も消えるよ」

　気にしない姿を見せていれば、時間が解決してくれるはずだと信じたい。

「それもそう、だね。でも！　なにかあったらすぐに言いなよ？」

「うん、ありがとう」

　他愛ない話をしながら真琴と控室へと向かった。




　この日は羽田から鹿か児ご島しまへ行き、奄あま美み大おお島しまから戻ってくる便に乗務する。三便ともに金城さんと一緒だ。

　ブリーフィングが終わると、それぞれ持ち場について最終チェックに入る。

　機長は館野キャプテンだった。ブリーフィング中は何度も心配そうにこっちを見ていたから、きっと彼も噂を聞いたのだろう。

　機会があれば大丈夫だと伝えたいけど、話をする時間があるかな？　たしか鹿児島で一時間半ほど時間が空くから、その時にでも話せたらいいんだけど。

　非常口などを念入りに確認し、お客様を出迎える。幸いなことに金城さんとは担当するクラスが違い、ほとんど顔を合わせることはなかった。

　無事に鹿児島に到着した後も、金城さんは私には見向きもせず、先輩たちと空港の外へ昼食をとりに出ていった。

　いつもだったら私も先輩と一緒にランチに行くところだけど、当然ながら誰にも誘われなかったし、私からも声をかけることはできなかった。

「どうしようかな、空港内で済ませちゃおうかな」

　外に行って金城さんと鉢合わせする可能性もある。

　空港内の飲食店街へ向かおうとした時、背後から肩を叩かれた。

　驚いてすぐさま振り返れば、いたずらが成功したかのように得意げな顔をした館野キャプテンがいた。

「びっくりした？」

「はい、とってもびっくりしました」

　いまだに心臓はバクバクしているほど驚かされた。

　言葉に棘を生やして言ったら、館野キャプテンは安心したように目を細めた。

「三階に黒豚メンチとカレーが最高にうまい店があるんだ。よかったら一緒にどう？　奢るよ」

「いいんですか？」

「もちろん。可愛い鮎川ちゃんになら、喜んで奢らせてもらうよ」

　なんて冗談交じりに言っているけど、きっと私を気遣ってくれているんだよね。

「ありがとうございます。じゃあお言葉に甘えさせていただきますね」

「よし！　じゃあ急ごう。この時間は混雑するんだ」

　急かす館野キャプテンに笑みを零しながら、三階の飲食店へ向かうと席はほぼ満席状態。だけど幸いなことにテーブル席がひとつ空いていて座ることができた。

「俺のオススメはメンチなんだけど、ステーキも捨てがたいんだよな。カレーもいいし……。うん、午後のフライトに向けてふたりでステーキを食べてスタミナでもつけようか」

「いいですね、私もがっつり食べたいです」

「よし、決まりだ！」

　すぐに店員を呼び、館野キャプテンが注文をしてくれた。

　そして他愛ない話をして、私を笑わせてくれる。向こうから聞かれたら話そうと思っていたけど、これはもしや館野キャプテンも私から切り出すのを待っている感じなのかな？

　だんだんと話題がなくなってきたのか、「えっと……」と、言葉を詰まらせる。

　ちょうど注文したステーキが運ばれてきて、さっそくふたりで手を合わせていただく。

「おいしい」

　柔らかくてお肉のうまみが口いっぱいに広がる。これならいくらでも食べられちゃいそうだ。

「お気に召してくれてよかったよ」

　そう言って館野キャプテンも食べ進めていく。私も熱々のうちに口に運び、半分以上食べ終わったところで手を止める。

　館野キャプテンは私より先に戻らないといけないし、こうして一緒に食事できる時間は限られている。だったら早く切り出さないと。

「あの、館野キャプテン。……もう噂を耳にされましたよね？」

　すると彼も手を止め、神妙な面持ちになった。

「すみません、お騒がせして」

「なにを言って……！　鮎川ちゃんが謝ることじゃないだろ」

　眉尻を下げ、心配そうに見つめられると申し訳ない気持ちと嬉しい気持ちが入り交じる。

「噂は所しょ詮せん噂だ。俺はいっさい信じていない。ただ、その噂のせいで鮎川ちゃんがどんな思いでいるかと思うと……」

　苦しそうに顔を歪める館野キャプテンに、感謝の思いでいっぱいになる。

　金城さんに怒りが湧くけど、でも噂を流されて悪いことばかりじゃなかった。こうして心配してくれる館野キャプテンと真琴がいるし、力になってくれる誠吾さんもいる。

　自分がどれだけ人に恵まれているか気づくことができたのだから。

「ありがとうございます。でも私は大丈夫ですから」

　これ以上心配させたくなくて笑顔で言うと、館野キャプテンはホッとした。

「そうか、やっぱり噂はデマだったんだな。だったら俺に任せてくれ。根も葉もないことを言いふらすなってみんなに言ってやる」

「いいえ、そんな……！　残念ながら噂の大半は事実なので」

　正直に打ち明けると、館野キャプテンは目を見開いた。

「恥ずかしながら、父は酒とギャンブルに溺れ、母に手を上げるような人でした。離婚後はずっと会わずにいたんですけど、偶然再会してしまって……。それから何度かお金を要求されています」

「そう、だったのか」

　気まずそうに視線を落とす彼に慌てて続ける。

「これまでは母にまで影響しないか心配で、昔の優しかった父が忘れられず、お金を渡してしまっていましたが、父に一からまたやり直してほしいのでやめます。もちろん会社に迷惑がかからないようにするつもりです。だから心配しないでください、私には館野キャプテンのように強い味方がいてくれるので大丈夫です！」

　心配してくれる館野キャプテンを安心させたくて、早口で捲まくし立てた私に彼は少しだけ口角を上げた。

「そっか。嬉しいな、鮎川ちゃんに強い味方だって言ってもらえて。……でもきっと一番の味方は真田だろ？」

　確信を持った目で聞かれたら、否定などできなくなる。

「……はい」と素直に認めれば、館野キャプテンはにっこり微笑んだ。

「そっかそっか。それを聞いて安心したよ」

　安堵して館野キャプテンは再び箸を進めた。

「真田が力になってくれているなら大丈夫だ。あいつさ、なにに対しても怖いくらい完璧なんだ。上司の俺さえも嫉妬するくらい隙がないし、飛行技術も問題ない。そのくせ努力家で勉強を怠らないし、おまけに憎たらしいほど顔もいい。いや、ひとつ性格に難ありだな。俺に対して生意気だ」

「えっと……」

　あれ？　最初はすごく誠吾さんのことを褒めていたのに、最後は悪口になっていない？

　すると館野キャプテンはお茶を飲み、深いため息を漏らした。

「そんなあいつでも、鮎川ちゃんのことになると冷静さを失うんだ。ちょっとしたことで俺に嫉妬して目くじらを立てたりして。やっと人間味のある可愛い後輩に思えたよ。……恋ってすごいな」

　しみじみと言われ、どう答えたらいいのかわからなくなる。だって誠吾さんが嫉妬？　目くじらを立てるってなに？　想像できなくていまいちピンとこない。

　それは顔に出ていたようで、館野キャプテンはクスリと笑った。

「言っておくけど本当だからね？　俺が鮎川ちゃんと話しただけできつく当たってくるんだから。……それだけ本気で愛せる人と出会えたあいつが羨ましく思うよ」

「館野キャプテン……」

　少し悲しげに目を伏せた姿に胸がギュッと締めつけられる。

　私もこんなにも好きだと思える人と出会えたことに、すっごく感謝しないといけないよね。だって誠吾さん以上に素敵な人なんていないと思うし、そんな人が私と同じ気持ちだなんて奇跡に近い。

「さて、肝心なのはここからだ。真面目な鮎川ちゃんのことだ、お父さんの問題が解決してから真田に告白するつもりなのかな？」

「えっと……はい」

　今は気持ちを伝える時じゃないと思うから。

「そっかー。じゃあ俺、本当にあの時、余計なことを言っちゃったんだな」

　急に頭を抱えてブツブツ言いだした館野キャプテンに、小首を傾げる。

「なにかあったんですか？」と聞いても、「なんでもないよ」とはぐらかされてしまった。

　それからふたりともステーキを完食し、店を出て同じフロアにある珈琲ショップへ向かった。館野キャプテンが珈琲までごちそうしてくれて、誠吾さんの話をたくさんしてくれた。

　初めてのフライトではガチガチで、緊張していたこと。入社当時から女性にモテていて、空港を歩けばすぐに囲まれていたこと。そして彼が急に結婚指輪をつけだした日には、ショックを受ける女性が多かったことなど、様々な話を聞かせてくれた。

「おっと、そろそろ戻らないと。羽田までよろしくな」

「はい、よろしくお願いします」

　私も少し早かったけど、館野キャプテンとともに戻った。

　午後の二便のうち、一便は金城さんと同じビジネスクラスを担当することになっている。いつものようにきつく当たられるかと思ったけど、そんなことはいっさいなく、お客様がいない機内でも普通に接してきて少し拍子抜けしてしまった。




「お疲れ様でした」

「お疲れ様です」

　無事に今日の乗務を終え、クルーたちと挨拶をして飛行機から降りる。羽田に着いたのは十六時四十分過ぎ。すべてのお客様を見送り、機内の掃除をしたら十七時半を回っていた。

「今日はクレームもなく、いいお客様に恵まれたね」

「エコノミーにいた双子ちゃん見た？　すっごい可愛かったよ」

「えぇー、見たかったな」

　楽しそうに話をする金城さんたちの二、三歩後ろからついていく。

　嫌がらせやきつく当たられることはなかったけれど、こうも空気同然の扱いも悲しくなる。気にしないと決めたものの、これがいつまでも続くのはやっぱりきつい。

　そのうち噂がなくなり、以前のように先輩たちと普通に話せる日がくるといいな。

　楽しそうに話す先輩たちの姿を見ながら歩を進めていると、空港のロビーに差しかかったところで急に金城さんが足を止めた。

　先輩たちが驚く中、金城さんは振り返り私を見る。

「鮎川さん」

「は、はい」

　笑顔で声をかけられ、心臓が飛び跳ねる。

　どうして金城さんは急に私に話しかけてきたんだろう。こんなに大勢の人がいる空港内でなにか言われる？　さすがにそんなことはしてこないと思うけど……。

　彼女の真意がわからないから怖い。身構える中、金城さんはロビーの一角を指差した。

「ずっと私たちの様子を窺っている男性、あなたの父親じゃない？」

「えっ？」

　言われるがまま金城さんが指差す方向に目を向けると、そこにはスーツに身を包んだ父の姿があり目を見開く。

「やっぱりそうなんだ」

　私たちのやり取りを聞き、先輩たちは戸惑っている様子。

「え、鮎川さんのお父さんって……」

「噂はやっぱり本当だったんだ」

「だけど、どうして満里奈わかったの？」

　ひとりの先輩の質問に、金城さんは「以前、たまたまふたりで話しているところを見かけたことがあったんだ」と説明した。

「上には事情を説明しておくから、父親のところへ行ってきなさい。……鮎川さんも大変ね、父親に恵まれなくて」

「……っ」

　憐あわれむように言われ、悔しくてギュッと拳を握りしめた。

「ねぇ、満里奈。早く行こう」

　巻き込まれたくないと思ったのか、先輩のひとりが金城さんの腕を引っ張った。

「それじゃ鮎川さん、お先に」

　手を振って先輩たちと去っていく金城さん。

　最悪なタイミングで父と鉢合わせしてしまったようだ。今回は金城さんだけではなく、他の先輩たちにも父が空港に来ているところを見られてしまった。

　きっと、また明日には噂が広まっているんだろうな。

　でも今はそんなことを嘆いている場合ではない。ちゃんと約束をしたのに、また空港に来たくらいだ、恐らくお金を要求するためでしょ？

　今までは言われるままに渡してしまっていたけれど、強くなると決めたんだ。なんと言われようと今日は絶対にお金を渡さない。

　心に誓い、そわそわしながらこちらの様子を窺う父のもとへ歩み寄る。

「お疲れ、凪咲。今日はどこまで行っていたんだ？」

　立ち上がって私に当たり障りのない話から始めた父に、「そんな話がしたくて、約束を破って空港に来たわけじゃないでしょ？」と冷たく返す。

　一瞬父の顔が強張るが、すぐに笑顔で言った。

「さすが凪咲、話が早いな。……父さんがこっちにいられるのはあと少しだろ？　最後に東京で楽しい思いをしたくてさ。そのために凪咲に協力してほしいんだ」

　遠回しに言っているけど、結局はお金を貸してほしいってことだよね。

「お父さん」

「ん？　なんだい？」

　小さく深呼吸をし、自分を奮い立たせた。

「お給料をもらえるまでは、お金を貸さないって言ったよね？　それに振込するために口座を教えてもらう日の約束までした」

「少しくらいは貸す余裕があるだろ？」

　いったいいくら私から奪えば気が済むのだろうか。……ううん、きっと気が済むことなんてないのかもしれない。

　父はお金があればあるだけ使ってしまう。だからどんなに母が働いてもお金は貯まらなかった。そして毎日朝から夜遅くまで働く母に感謝することもなくなっていったんだ。

「貸す余裕なんてないよ。私だって食費を切り詰めてギリギリの生活をしているの。それなのにお父さんはギャンブルやお酒にお金を使うの？」

「それはっ……」

　言葉を詰まらせた父に畳みかけていく。

「お金を稼ぐ苦労はお父さんだって知っているでしょ？　それなら私がどんな思いでお父さんにこれまでお金を貸してきたかも理解してほしい」

　父はなにも言わず、俯うつむいてしまった。

　少しは私の気持ちが伝わった？　だったらもっとわかってほしい。

「離婚して離れて暮らしていたって、私にとってはたったひとりのお父さんなの。きっと新しい環境で一からやり直してくれていると思っていた。……正直、お母さんにしてきたことを許せる日はこないと思う。それでも昔のような優しくて真面目なお父さんに戻って、幸せに生きていてほしかった」

　決して再会した娘に対し、お金を貸してというような父でいてほしくなかったよ。少しでもいいから頑張ったんだなって褒めてくれたら嬉しかったのに……。

「どうしてお父さんは、今も昔と変わっていないの？　お願いだから、大好きだった頃のお父さんに戻って」

「凪咲……」

　顔を上げた父は、苦しそうに私を見つめる。

　どうか私の気持ちが届いてほしい。何度も心の中で願い続けること数十秒、苦く悶もんの表情を浮かべた後、鋭い眼差しを私に向けた。

「うるさい！　お前に俺のなにがわかるって言うんだ！　お前がこうして立派に働けているのはな、俺が苦労して稼いだ金で育ててやったからだろうが！　だったら黙って金を出せばいいんだ！」

　ロビー中に響く声にびっくりして、一歩後ろに後退りした。周囲も驚き、さっきまで騒がしかったのに一瞬シンと静まり返る。だけど父は頭に血が上っているようで、私を何度も指差しながら怒鳴り続けた。

「俺はなにも変わっていない！　変わったのはお前たちのほうだろう!!　凪咲も母さんも、勝手に俺から離れていきやがって……！　俺が今までどれほど惨めで苦しい思いをしてきたと思っているんだ！」

　それを言ったら父だって知らないでしょ？　私と母がどれだけ我慢に我慢をし続けてきたか。離婚後だって母とふたりで苦労しながら生きてきた。

　でもどんな苦労をしても父がいない生活は幸せそのもので、やっと穏やかに毎日笑いながらすごせることが、どんなに嬉しかったか……。

「お父さんがそんなだから、私とお母さんは耐えきれなくなったんだよ？」

「なにっ……」

　昔のつらい記憶が蘇り、ポロポロと涙が溢れだす。

「信じていた人に裏切られてつらかったのは、お父さんだけじゃない。それをどうしてわかってくれないの？　私とお母さんのためにも、また一からやり直そうって思ってくれなかったの？」

　少しでもその気持ちがあったなら、私たち家族は今も仲よく暮らせていたのに。貧乏だっていい、ふたりがいればどんな苦労にも耐えられる自信があったのに……。

　拭っても涙が止まらぬ中、父は再び声を荒らげた。

「黙れ！　一番つらかったのは俺だ。そんなこともわからないお前は、俺の娘じゃないっ！」

「痛っ」

　爪が肌に食い込むほど強い力で手首を握られ、苦痛に顔が歪む。

　周囲から悲鳴があがってもなお、父は私に暴言を浴びせ続けた。だけどその言葉がまったく耳に入ってこない。

　父が変わる可能性はもうないだろう。こんなに訴えても結局は自分のことしか考えていない。本当のことを言われたら激昂するだけだもの。

　なぜこんなにも変わってしまったのかな。昔は優しくて叱る時だって声を荒らげたりしなかったのに。

「おい、聞いているのか！」

　さらに強い力で掴まれ、顔を上げようとしたその時。

「いてててっ」

　苦痛の声をあげると父は掴んでいた私の手首を離した。突然のことに混乱する中、急に視界が真っ暗になる。

「悪い、遅くなって」

　ギューッと優しく私を抱きしめた人は誠吾さんだった。

「誠吾、さん？」

　どうして誠吾さんがここに？　ますますパニックになる。

「館野キャプテンから凪咲が知らない男と揉もめているって連絡をもらったんだ。警備にも連絡をしてくれたからもう大丈夫だ」

　彼のその言葉通り、父は「離せ！　なにをする」と騒いでいた。

「いや、大丈夫じゃなかったな」

　そう言うと誠吾さんはゆっくりと私の身体を離し、さっきまで父に掴まれていた手首を見つめ苦しそうに顔を歪める。

「血が出てる。……遅くなって本当に悪かった」

「そんなっ！　誠吾さんはなにも悪くありません」

　こうして助けにきてくれたじゃない。それだけで十分だよ。

　その思いで言うと、誠吾さんは目を細めた。

「凪咲、俺の後ろから出るなよ」

「えっ？　あっ」

　誠吾さんは私の前に立つと、取り押さえる警備員に抵抗する父と対たい峙じした。

「お久しぶりです、お義父さん」

「お前はっ……！」

　誠吾さんを見て父も思い出したのか、言葉を詰まらせた。

「その顔だと覚えてくださっていたんですね。よかった、それなら話が早い。……弁護士と交わした約束もお忘れではないでしょう？」

　いつもよりワントーン低い彼の声は別人のように冷たくて怖い。

「娘に会いにきただけではなく、金銭を要求し、さらには娘の職場で問題を起こすなんて……。あなたはそれでも凪咲の父親か？　父親なら娘の幸せを第一に考えるべきだろっ。なぜ傷つけ、悲しませる!?」

　誠吾さんの怒りがヒシヒシと伝わってきて、目頭が熱くなる。だって誠吾さんは自分のことのように怒ってくれているのだから。こんなの、嬉しくてたまらない。

「お義母さんのことだってそうだ、心から愛した人だから結婚し、凪咲を授かったんですよね？　あなたに少しの良心が残っているのなら法的な場で公正な判断をしていただき、その後は真面目に生きて凪咲とお義母さんの幸せを願ってください」

　彼の言葉が胸の奥深くに突き刺さり、涙が溢れて止まらなくなる。

「ですが、たとえ凪咲が許したとしても、俺は一生あなたを許さない。凪咲がどんな思いですごしてきたかっ……！」

　今にも殴りかかりそうな勢いの誠吾さんを慌てて引き留めた。

「誠吾さん、もう十分です！」

　彼の背中にしがみつき、必死に止める。

「さっき自分の思いをすべて父にぶつけることができました。それに誠吾さんが言ってくれた言葉にどれだけ救われたか……。私ならもう平気です」

「凪咲……」

　どんなにつらいことが起きたって、こうして味方でいてくれる誠吾さんがいるなら、どんなことも乗り越えることができるから。

　それに今回は父に臆することなく最後まで立ち向かうことができた。それもすべて誠吾さんのおかげ。

　あなたがいれば、私はいくらでも強くなれるんだ。










もう一度、最初から始めよう




　波の音で目が覚め、ゆっくりと瞼を開ける。窓へ目を向ければ、カーテンを閉めるのを忘れた窓の外にエメラルドグリーンの海が広がっていた。

　昨夜の便でタイに到着し、せっかくだから少し羽を伸ばして最終便でプーケット空港に向かった。今日は十八時までにタイの空港に戻ればいいことになっているから、観光をしていこう。

　起き上がって窓を開け、ベランダに出る。

「気持ちいい朝」

　朝陽を身体いっぱいに浴びながら綺麗な海を眺めていると、この二カ月間に起きた怒涛の日々が嘘のよう。

　二カ月前の空港の一件後、父は観念したように抵抗することをやめ、警備員に連れていかれた。

　誠吾さんは弁護士にも連絡をしていて、すぐに駆けつけてくれた。誠吾さんにも同席してもらい、父と再会してからのことを弁護士に説明すると、法にのっとり、厳正に処罰されるだろうと言ってくれた。

　だけど私は父に法的な罰則を望んでいるわけではない。ただ、もう二度と私と母を困らせるようなことをせず、昔のように真面目に働いて新しい人生を歩んでほしいだけ。

　弁護士は私の気持ちを考慮して処罰を免れるように話を進めてくれた。それと私の思いも父に伝えてくれたそうだ。

　私の思いを聞いた父は涙を流し、今度こそ更生して真面目に生きると約束してくれたと弁護士に聞かされた時は、思わず泣いてしまった。

　その時も誠吾さんは隣にいてくれて、「よかったな」と言ってくれた。

　最終的に父は空港で騒ぎを起こしたことに対する処罰を受けることとなった。それと私から借りたお金は少しずつだけど弁護士を通して返すこと。新たな誓約書も作成され、次に破ることがあれば、容赦なく法的な罰ばっ則そくが科せられることにも理解してサインしたという。

　口だけで変わらないかもしれないし、約束を破るかもしれない。だけど今度こそ本当に大丈夫な気がする。

　父の問題も解決し、職場でも心配していたことは起こらなかった。父との騒動が起きた日、騒ぎを聞きつけた上司にも気遣われ、あの日はそのまま退社することとなり、誠吾さんに自宅まで送ってもらった。

　あれだけ派手に父が空港内で騒いだんだ。明日にはまた新たな噂が広まっているだろう。

　だけど父には自分の気持ちをすべて伝えることができたし、誠吾さんが私の気持ちに寄り添ってくれた。

　後悔はしていないし、どんな結果になろうとも、すべて現実として受け入れたいと思う。

　そんな覚悟を持って出勤した次の日。事態は一変していた。やっぱり会社に着くと多くの視線を感じたけれど、いつもとは様子が違う。

　しかし誰にも聞くことはできず、この日の乗務を終えると、オフィスで鉢合わせした真琴が興奮した様子で事情を説明してくれた。

　やはり父との空港ロビーでの一件のやり取りは昨日のうちに広まってしまっていたようで、だけど予想していた噂とは違っていた。

『もうみんな、ずっと真田さんと凪咲の話で盛り上がっていたよ！』

　そう切り出した真琴の話はこうだ。父とのやり取りより、誠吾さんを交えてのやり取りが話題になってしまったようで、様々な憶測が飛び交っていた。

　誠吾さんが父のことを〝お義父さん〟と呼んだこと。私を助けて抱きしめたことや、父から守っていたことなどから、誠吾さんの妻は実は私だったのではないかという話で持ち切りだったようだ。

　それを聞いて、一日中ずっと感じていた今までとは違う視線の正体がやっと理解できた。

『私もその場面が見たかった！』と嘆く真琴の隣で、私は複雑な気持ちになった。父とのあの最悪なやり取りが広まらなかったことには安堵したけど、誠吾さんとの噂が広まっているのもまずい気がする。

　すぐに誠吾さんに連絡をしたのに、彼は『そのまま噂を流させておけばいい。離婚した元夫婦より、結婚していたと噂されるほうがいいし、俺にとってはなにかと好都合だ。あとは俺が噂を事実にすればいいだけ』なんて言う。

　だけど実際、誠吾さんが理不尽な父親に悩まされる妻である私を助けたという武勇伝が美化され、大きく話が広まったことで以前より仕事がやりやすくなった。

　先輩たちも少しずつ私に話しかけてくれるようになったし、陰口を言われることも避けられることもなくなった。

　誠吾さんの妻かもしれないというだけで、こんなにもみんなの反応が変わるのにびっくりしたけど、私にとっては願ったり叶ったりだった。

　それから国際線乗務に向けての勉強が忙しくなった。実際に始まると国内線とは違う長時間フライトや、基本一泊～二泊滞在となり、その国の食べ物にもなかなか慣れなかった。

　そんなこんなで慌ただしい日々が過ぎていき、二カ月もの時間が経ってしまったのだ。

　だけどやっと国際便の乗務にも慣れてきた。それは誠吾さんのおかげでもある。

　彼は私の悩みや愚痴も嫌な顔をせずに聞いてくれて、アドバイスをくれたり、時には厳しく頑張るしかないと背中を押したりしてくれた。

　私にとって誠吾さんは、なくてはならない存在になっていた。

　日本に戻ったら誠吾さんと会う約束をしている。そこで自分の気持ちを伝えるつもりでいる。

　好きって言う瞬間を想像しただけで緊張でいっぱいになるのに、ちゃんと本人を前にして言えるか不安になってしまう。

　でもそれ以上に誠吾さんに好きだと伝えたい気持ちのほうが大きい。

「よし、観光でもして気分転換してこよう」

　真琴にもプーケットのビーチの写真とお土産を頼まれているし、早く行かないと時間がなくなってしまう。

　身支度を整えてホテルのモーニングを軽く食べ、さっそく観光に出かけた。

　まず先にやって来たのは、プーケットでターコイズブルーの海としてもっとも有名なパトンビーチ。長さ三キロにも渡って広がるビーチで、色々なマリンアクティビティも楽しめるようだ。周辺にもレストランなどが出店されていて賑わっている。

　白い砂浜と綺麗な海、それと雲ひとつない青空を写真に収めていく。

「うん、綺麗に撮れた」

　写真の出来栄えに満足し、砂浜に腰を下ろして静かに寄せては返す波を見つめる。

　この二カ月間で、誠吾さんに会えたのはほんの数えるほどだけ。その大半が弁護士からの報告で終わっている。

　メッセージや電話でのやり取りは毎日しているし、空港で顔を合わせれば挨拶を交わす。今さっきも【そっちはおはようだよな？　気をつけて帰ってこいよ】ってメッセージが届いたばかり。それなのに……。

「会いたい、な」

　この二カ月間、いつもこう。ふとした瞬間に誠吾さんに会いたくてたまらなくなる。

　父の一件以来、誠吾さんはすごく私を気遣ってくれた。彼の優しさに触れ、好きって気持ちは大きくなっている。

　真琴に話したら、『そんなに愛されて羨ましい。だけど真田さんが可哀想でもあるよ。電話でもメッセージでもいいから、早く気持ちを伝えてあげればいいのに』って言われてしまった。

　その通りなんだけど、でも誠吾さんはいつも会って直接想いを伝えてくれた。そんな彼には父の問題が解決してから、顔を見て好きって言いたいと思っている。

「この綺麗な海を、誠吾さんにも見せたいな」

　会えないならせめて写真でもいいから同じ景色を共有したい。その思いで真琴に送ったのと同じ写真を送った。

　するとすぐに既読がつき、【ありがとう】【いつか、ふたりで見にいこう】と返信がきて頬が緩む。

　そんな未来が訪れるためにも、早く想いを伝えよう。

　スマホを両手でギュッと握りしめながら海を眺めていると、急に隣に誰かが腰を下ろした。

「大抵みんな初めてプーケットに来ると、まずはここに来るの。やっぱりあなたもここに来たのね」

「えっ？　金城さん？」

　そう、突然現れて私の隣に座ったのは金城さんだった。

「後輩から最終便で鮎川さんがプーケットに向かったって聞いて、朝一の便で追いかけてきたの」

　どうして金城さんが私を追いかけてきたの？

　あの父の一件以来、彼女からの嫌がらせはいっさいなくなった。乗務中は普通に話しかけてくるし、挨拶も返してくれる。少しは反省してくれたのかもと思っていたけれど……。

　なぜ朝一の便で追ってまで私に会いにきたのか、その理由がわからないから身構えてしまう。すると金城さんはクスリと笑った。

「わざわざいじめるために追ってきたわけじゃないから、そんなに警戒しないで。ただ、あなたとふたりで話がしたかったの」

　そう言うと金城さんは私に向かって頭を下げた。

「え？　金城さん？　どうしたんですか、急に」

　いきなり頭を下げられたものだから困惑する中、彼女は続けた。

「謝ったって許されないことをしたとわかっている。それでも謝らせてほしいの。軽はずみにあなたの父親とのことを広めてごめんなさい」

　彼女の心からの謝罪に、どう答えたらいいのかわからず戸惑う。

「私ね、あなたはなんの苦労もなくＣＡになって玉の輿こしに乗ろうとしていると思っていたの。あなたの父親から、稼いだお金を使って何不自由なく暮らし、事業が失敗した途端に母親とふたりで出ていったって聞いて、それを利用して手っ取り早くあなたの評価を落としたかった。完全にあなたの父親の話が本当だと信じていたわ。そんなひどいことをする人には、先輩として負けたくないって気持ちもあった」

　一呼吸置き、金城さんは続ける。

「だけど、それは嫉妬からくるとんだ偏見だったわ。深く考えずに噂を言いふらしてしまったこと、本当にごめんなさい。父親のせいで少し痛い目を見ればいいと思っていたの。……本当にごめん」

「金城さん……」

　そっか、金城さんは父からそんなふうに聞いていたんだ。

「実際は違ったって知ったのは、真田さんが教えてくれたからなの」

「どういうことですか？」

　急に誠吾さんの名前が出てドキッとする中、金城さんはゆっくりと顔を上げ、眉尻を下げた。

「愛妻家って噂は本当だったのね。人事でさえ噂の出所が私だって見つけることができなかったのに、たどり着いちゃったんだから。もう二度と凪咲を悲しませるようなことはするなって釘を刺されちゃったわ」

　嘘、本当に？　誠吾さん、そんなこと一言も言っていなかったよ？

　にわかには信じることができず、目を瞬かせてしまう。

「あまりに一方的に言うから、私も悔しくなっちゃって言い返したの。その時に真実を知ったわ。……鮎川さんも苦労してやっと夢を掴んだのね」

「もってことは、金城さんも……？」

　思わず聞き返すと彼女は小さく頷き、海に目を向ける。

「幼い頃に父が亡くなり、母子家庭で育ったの。貧しい生活でたくさんのことを我慢してきたわ。でもね、苦労もしたけど、愛情たっぷりに育ててくれた母には感謝している。だから私は母には楽な生活をさせてあげたくて、真田さんとの結婚を狙っていたの。勝ち組になって母と贅沢したい。その思いだけだった」

　親孝行をしたいって気持ちは同じでただ、その方法が違っただけ。母を思う気持ちは同じだったんだ。

「高校も大学も奨学金で進学して、塾に通う余裕なんてなかったから、とにかく勉強に明け暮れたわ。こんなに苦労してＣＡになったのは自分だけだと思っていたけど、鮎川さんもなかなか苦労したのね」

「いいえ、そんな……」

　たしかに苦労はしたかもしれないけれど、私は誠吾さんに出会えたことで人生が変わった。それからはただ、幸せな日々だったから。

「だから調子がいいって言われるのを覚悟で言わせてもらう」

　そう前置きをして、金城さんは真剣な面持ちで私を見つめた。

「これまでの償いとして、わからないことがあったらなんでも聞いてほしい。これからも鮎川さんの先輩でいさせてください」

　正直、金城さんにされたことを許せるかって聞かれたら、即答することはできない。でも彼女は反省して、こうして謝罪してくれた。仕事面ではすごく尊敬できるし、見習いたいところがたくさんある。

　それにずっと許さないままでいるより、先輩後輩としての関係を築いていったほうが断然いい。

「もちろんです。これからもご指導のほどよろしくお願いします」

「鮎川さん……」

　私の答えを聞いて金城さんは目を潤ませた。

「フフ、さすが旦那様ね。真田さんの言った通り」

「どういうことですか？」

　金城さんは笑いをこらえながら話してくれた。

「鮎川さんなら絶対に許してくれるって即答したの。その時は鮎川さんのこと、よろしくお願いしますって頭を下げられちゃったわ。もう完敗よ、あ～んな奥さん一筋の人を奪うなんて私には無理」

　そう言って金城さんは両手を上げ、また笑う。

「それと同時に羨ましくもなった。私もあんなふうに一途に愛されたいって。だからね、鮎川さん。私が仕事を教える代わりに私に、どうやったらあんな完璧な旦那様をゲットできるのか教えてほしいの」

「えっ？　いや、それは……」

　私と誠吾さんの出会いは稀すぎて、絶対に参考にならないと思うんだけど。

「あら、なにをもったいぶってるの？　先輩に幸せになってほしくないわけ？」

「そういうわけではなくてですね、えっと……」

「だったら追々、真田さんとのなれそめ聞かせてもらうわよ」

　にっこり笑顔で言われ、その圧にたじろぐ。

「約束よ。……さて、フライトまで観光するんでしょ？　付き合うわ。プーケットには何度か来たことがあるから、オススメのお店を教えてあげる」

「いいんですか？」

「もちろん。それがこの仕事の醍醐味だもの」

　それからはフライト時間ギリギリまで、金城さんと観光を楽しんだ。オススメのお店でランチをしてお土産選びにも付き合ってもらって。

　これまでの私たちの関係を考えたら信じられない時間だった。

　でも話してみたら金城さんはサバサバした性格で話しやすく、聞き上手でもあった。これからもっと関係を深めていきたいと思えるほど、短時間で金城さんのことを好きになってしまった。

　これもすべて誠吾さんのおかげ。彼女との楽しい時間をすごせばすごすほど、彼に会いたくてたまらなくなってしまった。

『本日はご搭乗いただき、ありがとうございました。またいつか、空の旅をご一緒できることを楽しみにしております』

　羽田空港に着陸後、キャプテンのアナウンスが流れた。それと同時に私たちはお客様をお見送りする体制に入る。

　荷物を下ろすのを手伝ったり、歩行に困難があるお客様をご案内したりと最後まで気を抜けない。

　機内清掃とオフィスに戻ってからの雑務を終え、勤務時間が終わるとすぐにスマホを手に取った。

　たしか今日は誠吾さん、お休みだったはず。少しの時間でもいいから会いたい。

　ダイレクトに【会いたいです】と送り、スーツケースを引きながら廊下を突き進む。すると電話が鳴った。

　一度足を止めて電話の相手を確認すると誠吾さんからだった。高鳴る胸の鼓動を抑え、通話ボタンを押す。

「もしもし」

『お疲れさま。仕事終わった？』

　数日ぶりに聞く誠吾さんの声に思わず泣きそうになりながら「はい、今終わりました」と答える。

『じゃあ駐車場で待っているから早く来い』

「えっ？」

　嘘、誠吾さん今日休みだよね？　それなのに駐車場にいるってことは私と同じ気持ちだった？　だから迎えにきてくれたの？

　そう思うとどうしようもないほど嬉しい気持ちでいっぱいになり、「急いで行きます」と言って通話を切った。

　スーツケースを引きながら駆け足で駐車場へと向かう。次第に息は上がってもスピードは決して緩めない。

　早く誠吾さんに会いたい。その一心で着いた先で、すぐに彼の車を見つけることができた。よりいっそうスピードを上げていくと、私に気づいた誠吾さんが運転席から降りた。

「凪咲」

　笑顔で私に向かって手を振る誠吾さんに、ドキッとしてしまう。

　休日だから当然私服で、シャツにチノパンとラフな服装だ。いつもワックスでしっかり固めている髪は下ろされていて新鮮。

　いつの間にか足が止まってしまうと、誠吾さんがこちらに歩み寄ってきた。

「なんだ？　急に立ち止まったりして。俺に荷物持ちさせるためか？」

「えっ？　いいえ、そういうわけでは……」

　ただ、カジュアルな誠吾さんがあまりにカッコよくて見惚れていただけです。とは言えない。

「まぁ、もちろん荷物は持つけど」

　そう言って誠吾さんはスーツケースを持ち、踵を返した。

「ほら、早く行くぞ」

「……はい！」

　すぐに後を追うと、誠吾さんはスーツケースをトランクに積み、助手席のドアを開けてくれた。

「ありがとうございます」

　お礼を言って乗り込むとすぐに誠吾さんも運転席に回り、車を発進させた。

　久しぶりに誠吾さんの運転する車に乗ったからか、至近距離に緊張してしまう。だけど相変わらず運転する横顔はカッコいい。

　そんなことを考えている間に着いた先は誠吾さんのマンション。しかし部屋に入るや否や、背中をぐいぐい押された。

「え？　あの誠吾さん？」

「いいから風呂沸かしてあるから入っておいで」

「お風呂ですか!?」

「あぁ、その間に軽く食べられるものを用意しておくから、食べて少し休むといい」

　勝手に話を進めて誠吾さんは無理やり私をバスルームに押し込んだ。

「え？　どういうこと？」

　私、今日は誠吾さんに想いを伝えるつもりでいたよね？　それなのにこの展開はなに？

　とりあえずお風呂に入って出ると、本当に誠吾さんがサンドイッチとスープを用意してくれていた。

「おいしい」

「それはよかった。足りなかったらもっと作るから言って」

　私の食べる姿を満足げに見ながら、飲み物がなくなったら注いでくれたりと至れり尽くせり。

「よし、じゃあ少し寝ろ」

「ええっ？　わっ!?」

　抱きかかえられたと思ったら、誠吾さんは真っ直ぐに寝室に向かい、私をベッドに下ろした。そして布団をかけると髪をクシャッと撫でた。

「おやすみ」

「あの、誠吾さん私、眠くなんて……」

　しかし私の話など聞かず、誠吾さんは明かりを消して寝室から出ていった。

　もう、なんて勝手な人だろうか。本当に眠くなんてないのに。むしろ寝ている場合じゃない。早く誠吾さんに好きって伝えないと！

　起き上がってベッドから降りようとしたけど、きっと誠吾さんのことだ。さっきの調子でベッドに私を戻すだけだろう。

　布団を被り、瞼を閉じる。すると眠くなかったはずなのに、急に睡魔が襲ってくる。

　そういえばいつも国際線乗務から戻ってからは、半日は眠っていた。誠吾さん、それを覚えてくれていたのかな。

　誠吾さんとすごせる時間は限られているから寝たくないのに、睡魔には勝てず眠りに落ちてしまった。




「……咲。凪咲、起きなさい」

　懐かしい声が聞こえてきて瞼を開けた瞬間、目を疑う。

「ふふ、びっくりした？」

　私の驚く顔を見て満足げに笑っているのは、久しぶりに会う母だった。

「え？　どうしてお母さんがここに？　これって夢？」

　混乱する私を見て母は「夢じゃないから」と言う。

「今日はね、真田さんにご招待いただいたのよ。わざわざ空港まで迎えにきてくれたんだから。凪咲がぐっすり眠ってくれていたおかげで、真田さんとドライブできて幸せだったわ」

　夢見心地に話す母の後ろで、誠吾さんは口を押さえて必死に笑いをこらえていた。

「ほら、もう十七時よ？　早く着替えていきましょう」

「行くってどこに？」

　ベッドから降りた私に誠吾さんが説明してくれた。

「前に約束しただろ？　今度、お義母さんも誘って三人で来ようって」

　そこは以前、ふたりで訪れた日本料亭だった。

「これまでの料理もおいしかったけど、デザートのわらび餅も絶品ね」

　どの料理もおいしそうに食べる母の姿に、私と誠吾さんは顔を見合わせてどちらからともなく笑ってしまった。

「このわらび餅は祖父の好物だったので、お義母さんにもお気に召していただけてよかったです」

「あら、そうだったのね」

　母はすべての料理を完食し、食後の緑茶を飲みながら庭園に目を向けた。

「素敵なお店ね。格式の高いお店で緊張していたけど、お店の人も親しみやすくてとても居心地がよかったわ。幸せな時間をありがとう」

「では今後も誘わせてください。お義母さんをお連れしたいお店がたくさんあるんです」

「本当？　そんなことを言われたら期待しちゃうわよ」

「いいですよ」

　私の知らないところで連絡を取り合っていたからか、ちょっぴり疎外感を感じるほど仲よし。でも母と誠吾さんが楽しそうに話す姿を見ていると、幸せな気持ちでいっぱいになる。

　母には父との一件は伏せてある。これからも話さないつもりだ。母にはいつまでも元気で今のように笑って毎日を幸せに生きてほしいから。

「真田さん、本当にごちそうさまでした」

「いいえ、こちらこそ遠いところお越しいただき、ありがとうございました」

　玄関先で女将から「ぜひまたお越しください」と笑顔で見送られた。きっと女将は母を連れてきたものだから、私と誠吾さんがうまくいったと勘違いしているんだろうな。

　でも今度は必ず想いを伝えて恋人になって来るから、その時は女将にしっかり報告しよう。

　三人で駐車場へ向かうと思ったものの、母は途中で足を止めた。

「じゃあ私はここで」

「え？　お母さん私のアパートに泊まらないの？」

　てっきり一緒に帰って泊まるものだと思っていたのに。

「今夜は駅近くのホテルに泊まって、明日の朝早くに中学の同級生と温泉旅行に行く予定なの。せっかく上京してきたから、二泊ほどゆっくりしてくるつもりよ」

「そっか」

　そういえば母が友人と旅行に行くのは初めてな気がする。きっと今までも誘われていただろうけど、私がいたから断っていたんだよね。

　久しぶりに会えたのにもう別れなきゃいけないのは寂しいけれど、これから母には自分の時間を自由に使ってほしい。

「じゃあ楽しんできてね」

「えぇ。お土産期待してて」

　そんな言葉を交わした後、母はジッと私を見つめる。

「どうしたの？　お母さん。そんなに見られると恥ずかしいんだけど」

　耐えきれなくなって言えば、母はふわりと笑った。

「久しぶりに会った凪咲が幸せそうでお母さん、本当に安心したわ。これからも身体に気をつけて仕事頑張ってね」

「お母さん……」

　次の瞬間、お母さんはそっと私を抱きしめると、私にしか聞こえないように小声で言った。

「それと真田さんとも仲よくね。……私は再婚でも結婚式は挙げてもいいと思うわよ？」

「……っ」

　勢いよく離れたら、母は私を見て笑っている。どうやら母はすでに私の恋心に気づいたようだ。

「それじゃまたね、凪咲。真田さんもまた」

「うん、気をつけてね」

「今日は本当にありがとうございました」

　母は足どり軽く駅へと向かっていく。そんな母の背中を見つめていると、誠吾さんが不思議そうに聞いてきた。

「さっきお義母さんになにを言われたんだ？」

「秘密です。……だけど近いうちにお話ししますね」

　私が気持ちを伝えて、想いが通じ合ったその先にきっと再婚するという未来があると思うから。

「じゃあその日を楽しみにしてる」

「はい、楽しみにしててください」

　その時に結婚式は挙げるかどうか、相談できるといいな。

　誠吾さんの車まで移動し、いつものように彼に助手席のドアを開けてもらい乗り込む。

「すみません、荷物を持ってくるの忘れてしまって」

　来る時に持ってきていたら、わざわざ彼のマンションに戻ることもなかった。だけどこれは私にとっては好都合だ。荷物を取りに戻ったところで想いを伝えよう。

「大丈夫。持ってきても意味なかったから」

「えっ？」

　どういう意味だろうか。それにさっきからどう見ても彼のマンションに向かう道を走っていない。

「あの、誠吾さん。今はどこに向かっているんですか？」

「どこだと思う？」

「わからないから聞いているんですよ？」

　はぐらかされてムッとなると、彼は笑いながら「着いてからのお楽しみ」と言う。

　いったいどこに向かっているのだろうか。

　流れる景色を見ながら考えていると、誠吾さんはコインパーキングに車を駐車させた。

「降りよう」

「本当に誠吾さん、どこに行くつもりですか？」

「いいから」

　急かされるように降りて周りを見回しても、どこに向かうのか見当もつかない。

「行こう」

　そう言って彼は私の手を握り、歩きだした。

　自然と握られた手を振り払うことなどできず、ドキドキしながらただついていくことしかできない。

　私は手を繋ぐだけでこんなにドキドキしているというのに、誠吾さんは至って通常運転。好きって気持ちは同じはずなのに、どうして誠吾さんは平気でいられるのかな？

　そんなことを考えながら歩を進めていくと、繁華街を抜けて見えてきたのは駅。改札口の前にある石像を見て「あっ」と声をあげた。

「やっと気づいた？」

「……はい」

　ここは私が高校生の時、割りのいいバイトに釣られて男性と待ち合わせをした場所だ。

「歩いてきた方向を考えると、この辺で待ち合わせしたのかなって思ったんだけど、どうやら正解だったようだな」

　正解で苦笑いするしかない。だけど、どうしてここに私を連れてきたんだろう。も、もしかして父の問題も解決したし、改めて戒めのつもりで？　……ということは、次に向かう場所は……。

「懐かしいな、ここ」

　やはり誠吾さんに助けられたあのホテルの前だった。

「私には胸が痛くなる場所です」

　母を助けたいがあまり、なんて浅はかなことをしてしまったのだろうかと、今でも時々思い出しては後悔している。

「本当にそれだけか？」

「えっ？」

　誠吾さんはさらに私の手を強く握った。

「俺にとっては一生忘れられない出会いをした特別な場所だ。……凪咲は違う？」

　そうだ、ここは人生で一番後悔したところでもあるけど、そのおかげで誠吾さんと出会えた場所でもある。

「そうですね、人生が大きく変わった瞬間でした」

　どん底だった人生に、大きく光が差した日を私も一生忘れることはできないと思う。

「あぁ、俺もだ。偶然の出来事だったけど、そのおかげで俺は運命の相手と出会うことができたんだから」

　ドキッとするようなことを言って誠吾さんは繋いだ手を離す。次に彼は私に向かって跪ひざまずいた。

「えっ!?　誠吾さん？」

　遅い時間とはいえ、歩道では多くの人が行き交っている。誰もが足を止めて視線が集まる中、誠吾さんは真っ直ぐに私を見つめた。

「じいさんの葬儀の日、凪咲に家族だって言われた時から俺はお前に惹かれていたんだと思う。想いは募るばかりで、再会できた時はどんなに嬉しかったか……。同じ時間をすごす中で気持ちは大きくなっていった。こんなにも好きだと思える相手は生涯で凪咲ひとりだけだ」

「誠吾さん……」

　再会してから前にも好きだと言われたことがあるけど、自分に自信がなかったし半信半疑だった。だけど今は違う。誠吾さんの言葉に嘘はない、愛されているんだって信じることができる。

「真面目で一生懸命で優しくて。……その優しさのせいで父親に強く言うことができず、苦しむ姿を見て、俺がどれほど胸を痛めたか。だけど強くなろうと努力して父親に向き合えた凪咲は本当にカッコよかった。変なところで負けず嫌いで、少し甘え下手なところもまたいい」

　私の長所も短所もすべてお見通しなんだ。それはとっても恥ずかしいけど、嬉しくもある。誠吾さんが私のことを知ろうとしてくれた証だから。

「でもきっとまだ俺の知らない凪咲がいると思うんだ。それと同じように、凪咲の知らない俺もいると思う。だからこれから一生かけてお互いのことを理解して関係を深めていきたい」

　彼はそっと私の左手を取り、優しく撫でた。

「今度は契約じゃない、本物の結婚指輪を一生ここにつけてほしい。絶対に俺を好きにさせるから、いつか俺と結婚してくれないか？」

　真剣な瞳で射抜かれ、胸が苦しいほど締めつけられる。

〝いつか〟だなんて――。誠吾さんは気づいていないの？　私はもうとっくに誠吾さんに恋しているって。

　緊張した面持ちで私の答えを待つ誠吾さんが愛しくて、気づいたら彼に抱きついていた。

「……と、びっくりした」

　思いっきり抱きついたものだから彼は尻餅をつきながらも、しっかりと私を抱きとめてくれた。

「いつかじゃなくて、今すぐがいいです」

「えっ？」

　ゆっくりと離れて驚く誠吾さんを見つめる。

「私も誠吾さんのことが大好きです。今度は契約じゃなくて本物の夫婦に……家族になりたいです」

「凪咲……」

　この瞬間を想像するたびに緊張していたのに、好きって気持ちが溢れて止まらない。

「いつも助けてもらってばかりなので、もっともっと強くなって誠吾さんを支えられるようになりますね。誠吾さんとは助け合い、支え合いながら家族になっていきたいんです」

　守られてばかりでは嫌だ。同じくらい彼にも一緒にいることで安心してもらえるような、そんな存在になりたい。

　その思いで伝えたものの、答えがない。

「誠吾さん？」

　フリーズする彼の名前を呼んだ瞬間、腕を引かれて思いっきり抱きしめられた。

「わっ!?」

　びっくりして色気のない声をあげても、誠吾さんは抱きしめる腕の力を緩めない。

「夢じゃないよな？　それくらい信じられない」

　誠吾さんらしくない言葉にクスリと笑みが零れ、私も大きな背中に腕を伸ばした。

「夢じゃありません。むしろ夢だったら私が困ります」

「俺も困るさ」

　誠吾さんは少し離れて私の両頬を包み、私の額に自分の額を押しつけた。

「今度は絶対に離婚はしない。……だからもう一度、最初から始めよう」

「……はい！」

　次の瞬間、周りにいた人たちから拍手と歓声があがる。すっかりここが歩道の真ん中だということを忘れていた私たちは、恥ずかしくて笑ってしまった。




「あ、あの誠吾さん」

「ん？　どうした？」

「どうしたじゃありません。なんで私、玄関に入るなり迫られているんですか？」

　あれから歩道で見ていた人たちに「おめでとう」と言われながらあの場を後にし、私たちは逃げるように彼のマンションに帰ってきた。

　気持ちを落ち着かせようとしたのも束の間、いきなり誠吾さんは私を追い詰めてきた。

「そんなの、凪咲に触れたいからに決まってるだろ？」

　彼の親指が私の下唇を撫で、トクンと胸が鳴る。反射的に後あと退ずさる私の腰に誠吾さんの腕が回り、一気に身体を引き寄せられた。

「逃げるなよ」

「逃げますよ。だってまだ誠吾さんに想いを伝えただけでもいっぱいいっぱいで、それ以上のことはキャパオーバーといいますか……」

　もちろん誠吾さんに触れられるのは嫌じゃないし、いつかはたくさん触れてほしいと思う。でもまだ慣れていないし、心が追いつかない。

「無理。俺がどれほどこの瞬間を待ち望んでいたと思っているんだ？　悪いけど、嫌じゃないならやめない」

「えっ？　キャッ!?」

　誠吾さんは軽々と私を抱き上げると、器用に履いていた靴を脱がせ廊下を突き進んでいき、寝室に入ると優しく私をベッドに下ろしてくれた。

「凪咲」

　愛しそうに私の名前を口にしながら、ギシッと音を立てて誠吾さんが覆いかぶさる。

「あ、あの……」

　心臓は壊れそうなほど速く脈打っているのに、誠吾さんによって頬や額に次々とキスが注がれる。そして最後に唇に触れるだけの短いキスが落とされた。

　初めてのキスに心臓が止まるんじゃないかと思うほど苦しくなる。柔らかな唇はすぐに離れていき、私の頬に彼の大きな手が優しく触れた。

「もしかしてキス、初めてだった？」

「……当然じゃないですか。誰かを好きになったのも、全部初めてです」

「そっか。じゃあ凪咲の初めては全部俺のものなんだな」

　恥ずかしいことを復唱して誠吾さんは嬉しそうに笑う。

「誠吾さんは？」

「えっ？」

「キス、初めてじゃないですよね？」

　ふと気になって聞いたものの、私より大人な彼のことだもの。私と同じで初めてのわけがない。そうわかっているのに初めての相手が私ではないと思うとおもしろくない。

　そんな私の気持ちに気づいたのか、誠吾さんはクスクスと笑う。

「あぁ、悪いけど凪咲が初めてじゃない。……でもキスするのもこうして身体に触れるのも、愛するのも凪咲が最後の人だ」

　とんだ殺し文句に、小さな嫉妬心など一気に吹き飛ぶ。だけど、彼の言葉が本当であってほしいと願ってしまう。

「約束ですよ？」

　小指を立てると、誠吾さんは顔をクシャッとさせて笑いながら指切りした。

「約束するよ。凪咲も俺が最後の男にしろよ？」

「当たり前じゃないですか」

　誠吾さん以外の人を好きになるなんて、あり得ない。こうして触れてドキドキするのは誠吾さんひとりだけだから。

「ん、少しは緊張が解けたようだな」

「えっ？　あっ」

　器用に誠吾さんはブラウスのボタンを外していく。

「あのっ……」

「止めるのは禁止」

　咄嗟に彼の動きを止めようと抵抗した手は掴まれ、唇を塞がれた。さっきの触れるだけのキスとは違い、角度を変えて何度も落とされるキスに呼吸もままならなくなる。

「凪咲、鼻で呼吸するんだ」

「んっ……」

　言われる通りにしたことを確認すると、誠吾さんの舌が口を割って入ってきた。温かくて柔らかな舌が口の中で動き回り、翻弄されていく。

　甘いキスを落としながら誠吾さんは私の服を脱がしていき、気づけば下着さえも奪われてしまっていた。

　熱く舌を絡ませた後、名残惜しそうに口づけを終えると誠吾さんは起き上がり、暑そうに服を脱いでいく。

　露わになる彼の逞しい身体に、目のやり場に困り両手で目を覆った。

「なに？　その可愛い抵抗は」

「だって……！　恥ずかしいです」

　自分の身体を見られるのも誠吾さんの身体を見るのも、全部が恥ずかしい。

「いいよ、思いっきり恥ずかしがる凪咲を見れて俺は嬉しいから。だけど、これからもっと恥ずかしいことをするぞ」

　そう言うと誠吾さんは私の手を掴み、ギュッと握った。

「できる限り優しくするけど、痛みはあると思う。その時は俺の背中を引っ搔いてもいいから、最後まで俺を受け入れてくれ」

　吐息交じりに囁き、誠吾さんは私の首に顔を埋めた。

「あっ……んんっ」

　首筋を這う舌の感触に、身体が震える。その後も胸やお腹、一番敏感な部分に触れられて初めて感じる快感におかしくなりそうだった。

　自分のものとは思えない甘い声が止まらず、次第に恥ずかしいと思う余裕さえなくなる。

「凪咲、ゆっくり呼吸を整えて」

　彼に言われた通り、乱れた呼吸を整えるように何度も深呼吸をする。

「俺の背中に掴まって、最初は我慢してくれ」

「え？　あぁっ……ん。痛っ」

　ゆっくりと熱くて太いものが私の中に入ってきて、今まで感じたことのない痛みに襲われる。

「待って、誠吾さん。痛いです」

「うん、わかってる。だけど止められない」

「そんなっ……」

　押し広げるように深く入ってきて、痛みに耐えるために手に力が入ってしまう。

　痛くてつらくて、背中に爪を立ててしまうと彼は顔を歪めた。

「いいよ、つらかったらもっと強く掴んでくれ」

「でも……」

「いいから」

　優しく言って誠吾さんは私の唇を塞いだ。

　誠吾さんを傷つけたくないけど、でも痛みに耐えられなくてさらに強い力で彼の背中を掴んでしまう。だけど痛みは少しずつ和らいでいき、彼の背中から手を離した。

「少しは痛み、引いたか？」

「は、い」

　この圧迫感にも慣れてきた。

「じゃあ少し動くぞ」

「動くって……あぁっ」

　ゆっくりと腰を揺すり、出入りを繰り返す。再び痛みに襲われるも最初だけで、少しずつ快感の波に呑まれていく。

「誠吾さん、なんか変です」

「変になっていいよ。乱れる凪咲をもっと見たい」

　甘い言葉を囁きながら身体中にキスを落とし、誠吾さんは腰の動きを速める。彼の呼吸も乱れていて、感じている彼の表情に胸が苦しくなる。

「凪咲っ……」

　何度も私の名前を呼び、食べられちゃいそうなキスをしながら誠吾さんは私の中で果てた。

　その後もキスが落とされ続け、乱れた呼吸も整ってきた頃、私は意識を手放した。










ふたりでずっと夢を追い続けていこう




「んっ……」

　重い瞼を開けると、いつもとは違う天井のクロスが目に入った。

「あれ、ここ……？」

　起き上がろうとしたけれど、下腹部の痛みに襲われベッドに逆戻り。そこで自分が裸なのに気づき、昨夜の記憶が一気に蘇った。

　そうだ私、昨夜は誠吾さんと……。

　甘い情事を思い出すと、身体中が熱くなる。

　恥ずかしくてでも嬉しくて、感情が目まぐるしく変化して足をばたつかせた。

　最初は痛くてたまらなかったけど、終始誠吾さんが優しくて甘くて、そして感じている彼の顔はもうなんか色気がすごかった。とにかく幸せな気持ちでいっぱいだ。

　余韻に浸っていると、隣にいるはずの誠吾さんがいないことに気づく。

　ゆっくりと起き上がり、まずは服を着ようとしたものの、昨夜彼に脱がされた服がない。

「え？　どこにいっちゃったの？」

　さすがに裸で寝室を出るわけにはいかず、シーツを巻いてドアへと向かう。

　だけど痛みでうまく歩けず、ゆっくりと進んでいくと急に寝室のドアが開いた。

「悪い、起きたのに気づかなくて」

「い、いいえ」

　シャワーを浴びてきたのか、髪は濡れていてズボンだけはき、上半身は裸状態の誠吾さんを直視できなくて視線を落とした。

「おいで」

　甘い声で手招きする彼に引き寄せられ、誠吾さんの胸に飛び込んだ。すると彼はギューッと私を抱きしめる。

「おはよう」

「おはようございます」

　挨拶を交わしただけなのに、幸せな気持ちでいっぱいになるから不思議だ。

「身体は大丈夫か？」

「ちょっと痛みますけど、大丈夫です」

　それにこの痛みは誠吾さんと結ばれた幸せの証でもあるから。

「そっか、じゃあ沸かしておいたから風呂に入ってくるといい。……つらいようだったら一緒に入って身体、洗ってやろうか？」

　意地悪な声で言う彼に対し、ムキになって「ひとりで入れます」と言い返せば、誠吾さんは笑う。

「そっか、残念。でもいつか絶対ふたりで入ろうな」

　そう言って触れるだけのキスを落とされ、誠吾さんに振り回されている感が否めない。

　だけど、子供のように無邪気に笑う彼もカッコいいと思う私もどうかと思う。

　身体を重ねたら、さらに誠吾さんのことを好きになっている。

「え？　嘘、ここにも？」

　浴槽に浸かりながら身体を見たら、至るところにキスマークがつけられていた。どこも服で隠れる場所だけど、すごい数だ。

　でもすべてが彼のものだっていう証のようで嬉しい。

　誠吾さんのことを考えていたら逆の上ぼせそうになり、慌てて湯船から出る。

　着替えを済ませ、リビングに向かうと誠吾さんは真剣にパソコンを操作していた。

「誠吾さん、出ました」

　声をかけたらやっと私がリビングに入ってきたことに気づいたのか、誠吾さんはパソコンから目を上げた。

「ごめん、気づかなくて」

「いいえ、それよりも仕事ですか？」

　邪魔したのなら申し訳ない。だけど誠吾さんは首を横に振った。

「違うよ、見て」

　言われるがまま彼の隣に腰を下ろしてパソコンを覗き込むと、結婚式場のホームページだった。

「結婚式ですか？」

「あぁ。だって凪咲、今すぐがいいって言っていただろ？」

　そういえば私、昨夜はそんなことを言った気がする。

「準備期間のことを考えると、最短でも半年だな。アクセスもよくて、式場の雰囲気もいいここが最有力候補なんだけど、凪咲はどう思う？」

　ひとりで話を進める誠吾さんに慌てて言った。

「ちょっと待ってください、半年後に結婚式だなんて無謀すぎませんか？」

　それに今はまだ彼と結ばれた幸せの余韻に浸っていたい気持ちもある。

「無謀じゃないさ。逆に半年もの時間があるんだぞ？　出会ってすぐに結婚を決めた俺たちにしてみれば、十分すぎる準備期間だ」

「それはそうかもしれませんが……」

　すると誠吾さんはパソコンをテーブルに置き、私の手を握った。

「俺は離婚してからずっと凪咲とまた家族になれる日を夢見てきた。想いが通じ合ったんだ、本当なら明日にでも結婚式を挙げたいくらいなんだ」

「誠吾さん……」

「それに早く凪咲は俺のものだってみんなに自慢したい」

　自慢したい、だなんて。それは私のほうだ。

「わかりました。できるだけ早く結婚式を挙げましょう。決断が早いのはなんだか私たちらしいですし」

「たしかにそうだな。結婚と同時に離婚を決めたんだから。……もちろん今度の結婚は離婚なんてしないぞ」

「当然です！」

　離婚なんて絶対にしない。誠吾さんとは一生家族として幸せな未来を生きていきたいもの。

　ムキになって言い返せば、誠吾さんは「冗談なのに」と言って笑う。

　誠吾さんとはこうしてなにげないことで笑い合って、幸せに生きていきたい。そう心に強く願った。




　五カ月後――。

「再婚する際は結婚式を挙げてほしいとお願いしたけど、まさかこんなに早く実現してくれるとは思わなかったわ」

「私も正直、本当に間に合うのか不安だったよ」

　新婦控室で純白のウエディングドレスに身を纏まとい、つい母に愚痴を零してしまう。

「お友達や会社関係の人もびっくりしたんじゃない？」

「うん」

　真琴には誠吾さんに想いを伝えたことと、結婚式を挙げることを同時に話したからだいぶ興奮していた。

　館野キャプテンには「真田、どれだけ我慢できないんだ？」と大笑いされ、会社の人たちはただ驚きっぱなしだった。

　でも私たちが結婚していると噂が流れていたから、噂は本当で私が入社し、仕事に一区切りつくまで結婚式は挙げなかったという話に収まった。

　私と誠吾さんが再婚だということは、真琴と館野キャプテンしか知らない。

「だけどお母さんはすごく嬉しいわ。一度は離れても再び出会い、そして今度こそ心から愛することができたなんて、運命以外のなにものでもないもの。それに真田さんなら、凪咲のことを幸せにしてくれる」

「……うん」

　母は私と向き合い、両手を握った。

「これまで凪咲にはたくさん苦労をかけてしまったわね。その分、真田さんと幸せになるのよ」

「お母さん……」

　改めて言われるとせっかく綺麗にしてもらったのに、涙でメイクが崩れそうになる。必死に涙をこらえながら、私も母に感謝の思いをぶつけた。

「私のほうこそ今日まで育ててくれてありがとう。お母さんがいたから今の私がいるの。だからお母さんも私と同じくらい幸せになって」

「凪咲……」

　好きな仕事をして旅行して、友達と楽しくすごすのもいい。愛する人と出会えたら再婚したっていい。どこに行ってもいいから、笑って幸せに暮らしてほしいよ。

「ありがとう。じゃあお互い幸せになりましょう」

「うん、そうだね」

　零れた涙を拭い、笑顔で母と笑い合った。

　高校三年生の私には、きっと今日のような日がくることを予想さえできていなかったと思う。

　両親が離婚し、私は夢を叶えることができた。親友や上司にも恵まれ、忙しい時やつらい時もある。だけどそれ以上にやりがいと楽しさを感じることができる一生ものの仕事に就くことができている。

　そして母とバージンロードを歩き、大好きな人と結婚する未来など、考えることもできなかった。

　人生はなにが起こるかわからない。偶然の出会いに救われて、たくさんの幸せを掴むことができた。

　だけどこれはすべて、私が追い続けてきた夢でもある。ＣＡになって大好きな飛行機に乗り、世界中を回りたい。心許せる友人を作りたい。心から愛する人と結婚したい。

　願えば、どんな夢だって叶えることができる。追い続けていけば実現できるんだ。

　神様の前で永遠の愛を誓い、私たちは大切な人からたくさんの祝福を受け、一生忘れられない結婚式を挙げることができた。




『本日は羽田発、パリ＝シャルル・ド・ゴール空港行きにご搭乗いただき、ありがとうございます。これから約十二時間の空の旅を経て、皆様を花の都へお連れする機長の館野です』

　ユーモアが交ざったアナウンスに、客席からは笑い声が聞こえてくる。

『本日はプライベートではございますが、お客様に紛れてうちのエリート副操縦士と客室乗務員が搭乗いたしておりますので、ぜひ捜してみてください。あぁ、ですが新婚旅行中なので、そっと見守っていただけますと幸いです』

　ちょ、ちょっと館野キャプテンってば、なんてことをアナウンスしているのよ。

「まったく、なにを考えているんだ？　あの人は」

　誠吾さんも頭を抱えている。

　結婚式を挙げてから一カ月後、私たちは一週間の休暇をもらってパリに新婚旅行へ旅立った。しかしまさかその機内でこんな仕打ちを受けるとは。

「だけど、まぁ。楽しんでこいっていうことだと思う」

「そうですね」

　それに機内はさっきのアナウンスのおかげで、だいぶ和やかになった。今日はとくに積乱雲が多くさっきから揺れている。

　お客様の緊張を解くためのものでもあるのだろう。

　少しずつ揺れも収まってきて、ＣＡたちは機内サービスの準備に入る。これからが忙しいという時に、こうして客の立場でのんびりさせてもらっているのが申し訳なくなってくる。

「なに？　働きたくなった？」

「そうかもしれません」

　つい周りに困ったお客様がいないか、見回してしまうし。

　正直に答えると、誠吾さんは「どれだけ真面目なんだ？」と言いながら笑った。そして私がさっきから手にしているメモ紙を指差す。

「持ってきたんだ」

「はい」

　私が手にしていたのは、結婚式のご祝儀の中に入っていたメモ紙。どうやら誠吾さんが私たちの結婚式の日程を父にも連絡をしていたようで、父はこっそりと参列していたようだ。

　弁護士から父の状況は逐一報告してもらっていた。心から気持ちを入れ替えて仕事に励み、あれほどやめられなかったギャンブルにも酒にも手を出していないらしい。

　毎月、少しずつ私に返済もしてくれていて、母にも父の名前は伏せてこれまでの罪滅ぼしで送金してほしいと余分にお金が渡されてきた。

　それだけじゃない、誠吾さんに肩代わりしてもらった借金も返したいと言いだしたようで、彼にも少しずつ返済しているようだ。

　父はもう大丈夫。きっと新たな人生を歩んでくれるだろう。

　ご祝儀袋には決して多くの額は入っていなかったけれど、それでも父にとっては大金だったはず。お金とともにメモ紙には〝どうか幸せになってくれ〟と書かれていた。

　それは紛れもなく父の字で、読んでからしばらくの間泣き続けてしまったほど嬉しかった。

　それからずっとお守りのようにこうして持ち歩いている。

「お義父さんも来ていたなら、一言声をかけてくれてもよかったのに」

「きっと来ることもすごく悩んだんだと思います。……元気に頑張っている、私の幸せを願ってくれているとわかっただけで十分です」

「……そっか」

　誠吾さんはメモを持つ私の手を優しく包み込んだ。

「誓約書ではもう二度と凪咲とお義母さんに会わないって約束させたけど、もし凪咲がいつかお義父さんのことを許せるようになって、お義父さんも恥じることない人生を送ることができていたなら、その時は会ってもいいと思っているんだ。だから結婚式のことも知らせた」

「誠吾さん……」

「俺はどんなに願っても両親に会うことは叶わないけど、凪咲は違う。会おうと思えば会えるんだ。そのことだけは忘れないでほしい」

　そうだ、誠吾さんはご両親に祖父も亡くしてしまい、会いたくても会うことはできない、でも私は違う。父は生きているんだ。

「お互い夢を叶えてこうして結婚することもできた。……だからさ、今度はいつかお義父さんに会いにいくことを夢に掲げよう。その時には、家族を増やしてさ」

　本当にそんな日がくるのかな？　だけど、夢に見たっていいよね。まずは彼と家族を増やして、その先に叶う未来があると信じてもいい。

「はい！」

　飛行機は雲を抜け、窓の外には青空が広がった。

「あ、他にも叶える夢があるな。俺は機長を目指しているし、凪咲だってもっと上を目指しているだろ？」

「そうですね」

　いずれはチーフパーサーになりたいと思っている。それに研修期間中、お世話になった教官を見て、引退後は教官にもなりたい。そう思うと夢は尽きないね。

「まずは新婚旅行を満喫しよう」

「そうですね。あ、私ガイドブック持ってきたんです」

　バッグの中から取り出したガイドブックを眺めては、ふたりでもう一度立てたプランのおさらいをする。

　思い出に残る一週間をすごし、そしてまた彼と幸せな日常へと戻る。たくさんの夢を追い続けながら……。
















特別書き下ろし番外編










初デート　誠吾ＳＩＤＥ




　凪咲との結婚式に向けて順調に準備を進める中、問題が発生した。

「なに？　メモリアルムービーのための写真がまったくない？」

「……はい」

　休憩中、館野キャプテンと珈琲を飲んでいたら「結婚式の準備はどうだ？」と聞かれた。そこで先日の打ち合わせの際に、プランナーに言われたことを伝えれば、館野キャプテンは驚きの声をあげた。

「え？　真田と鮎川ちゃんってデートしたことないの？」

「さすがにふたりで食事に行ったりはしていますよ。ただ、写真を撮らなかっただけです」

　そうなのだ、結婚式で流すメモリアルムービーを制作しようにも、ふたりで映る写真がまったくない。

　これにはプランナーも困惑し、俺と凪咲は写真を撮るために明日、初めてふたりで遊園地に行くことになった。

「遊園地だけじゃない、水族館や映画、スケートとデートスポットはたくさんあるぞ？　できるだけたくさん回れ」

「そのつもりです」

　会社には数年前から俺たちは結婚していたことになっている。それなのに思い出の写真が少ないのは不自然だ。

「まぁ、一番は鮎川ちゃんを楽しませることだ。初デートならなおさらだぞ？　これで失敗でもしてみろ。結婚後も永遠になにかにつけて言われ続けるからな」

「なんですか、その経験者は語るみたいな話は」

　館野キャプテンは結婚をしていないというのに。

「同期のパイロットがそんな不運に見舞われてるんだよ。お前も気をつけろよ」

　館野キャプテンはそう言うが、凪咲に限ってあり得ない。……と思いたいところだが、楽しんでもらえるに越したことはない。

　これは帰ってから綿密なプランを立てる必要がありそうだ。

「仕方がないな、今晩相談に乗ってやるから、一杯奢れよ」

「いいえ、仕事が終わったらすぐに帰ります」

「なんでだよ、ひとりよりふたりで考えたほうがいいだろ」

「館野キャプテンも一緒に考えたプランだと凪咲に知られたら、心から喜んでもらえないでしょう」

　凪咲にできることは最大限してやりたいんだ。

「お前っ……！　相変わらず純粋なやつだな。まったく、付き合ってられん。ほら、次のフライトの準備をするぞ」

　そう言いながらも、いつもさり気なく話を聞いてくれるんだよな、館野キャプテンは。

「はいはい」

「はいは一度だ！」

「わかりましたよ」

　ムキになる館野キャプテンに笑ってしまったのは、言うまでもない。




　次の日。約束の時間に俺は凪咲の住むアパートに迎えにいった。

「誠吾さん！」

　凪咲は俺の車を見つけるや、笑顔で手を振って駆け寄ってきた。行き先は遊園地と伝えてあるから、太腿まであるチュニックにジーパンというラフな服装は今まで見たことがなく、つい目が離せなくなる。

　胸の高鳴りを鎮めながら、いつものように運転席から降りて助手席のドアを開けた。

「おはよう」

「おはようございます」

　凪咲が乗ったことを確認し、ドアを閉めて運転席に戻る。

「よし、じゃあ行こうか」

「はい！」

　お互いの好きな音楽をかけながら他愛ない話をし、車を走らせること一時間。有名なテーマパークに到着した。まだ開園前だというのに、すでに行列ができている。

「すごい人。誠吾さん、急ぎましょう」

「そんな急いだって変わらないよ」

「いいえ、変わります！　アトラクションに乗れるか乗れないかは、スタートダッシュにかかっているんですから」

　そう言って凪咲は珍しく自分から俺の手を取り、走りだした。

「あ、おい凪咲!?」

「誠吾さん、早く」

　そう言って振り返り俺を見る凪咲の目は輝いていた。楽しみで仕方がないって顔が可愛いな。

　昨夜遅くまでかかって立てたプランでは、午前中でここから引き上げて水族館にも行こうかと思ったけど、凪咲が楽しんでいたらすぐにプランを変更しよう。

　今日一日、とことん凪咲に付き合うと決めたが、すぐに後悔することになる。

「誠吾さん、いきますよ」

「あ、あぁ」

　開園と同時に凪咲は走りだした。そして人気のアトラクションに優先的に乗れるチケットを取ると、すぐにまた走りだして別のアトラクションの長い列に並ぶ。

　その繰り返しで何度も絶叫マシンに乗り続ける。最初は凪咲の勢いに圧倒されていたが、思いのほかアトラクションがおもしろくて、凪咲と一緒に楽しい時間をすごした。

「しまった、凪咲。写真を一枚も撮っていないぞ」

「あっ、そういえば……！」

　一大事に気づいたのは、アトラクションに乗りつくし、夜のパレードに向けて場所取りをしたところで有名なファストフードを食べている時だった。

「どうしましょう、誠吾さん」

「とりあえず一枚撮ろう」

　食べ物と一緒にツーショットを撮ったものの、日はすっかり落ちていていい写真は望めない。

「すまない。すっかり忘れていた」

「いいえ、それを言ったら私もですよ。どうしましょうか？　結婚式までふたりの休みが合う日なんて、あと一回か二回しかありませんよね？」

　凪咲の言う通りだ。それも結婚式の打ち合わせで消えるだろう。

　どうしようかと思い悩む中、夜のパレードが始まった。

「うわぁ、綺麗。あ、誠吾さん！　あの子、私が好きなキャラクターなんです」

「可愛いな」

「ですよね」

　はしゃぐ凪咲を見て、俺もつられて笑ってしまう。

　写真は悔やまれるが、だけど俺の頭の中には今日一日のたくさんの凪咲を残すことができた。それで十分じゃないか？

　なにも過去を結婚式に流す必要もない。だったら……。

「なぁ、凪咲。相談なんだけどさ、結婚式のメモリアルムービーはやめないか？　その代わり、結婚式の様子を映像に残してもらって、後日招待客に配るのはどう？」

「え、なんですかその素敵なプランは。大賛成です」

「じゃあ決まり。……だったら今はこの瞬間を楽しもう」

　そっと凪咲の肩に腕を回すと、彼女は俺に体重を預けた。

「そうですね。初デートは写真じゃなくて記憶に残します」

「そうだな」

　初デートは忘れられない日になったようで、凪咲は写真を撮り忘れるほどふたりではしゃいで遊んだことを、我が子に嬉しそうに話すことになるのだが……それはあと少し先の未来の話。










ずっと一緒に




　誠吾さんと再婚して早いもので五年という月日が流れた。私たちは相変わらず切せっ磋さ琢たく磨まし、支え合いながらともに歩んできたわけだけど、あることをきっかけに誠吾さんは超がつくほどの過保護になってしまった。

　朝の六時半。エプロンをつけてせっせと備蓄食を作りながら自分の支度をし、私の身の回りの確認を怠らない。

「入院準備もできているし、家政婦も手配した。日常的に使うものは手の届きやすい場所に移動しておいたし……」

「誠吾さん、私なら大丈夫ですから早くしないと遅刻しますよ」

　話を遮って言うと、時計を見た誠吾さんは慌ててジャケットを羽織る。

　これが今の私たちの日常だ。私の妊娠が発覚すると、誠吾さんはとにかく過保護で心配症になってしまった。こうして国際線乗務で数日家を空ける日は送り出すのが大変。とくに今日は余計かもしれない。

「それじゃ誠吾さん、気をつけていってきてくださいね」

　玄関先まで見送ると、誠吾さんは今になって駄だ々だをこね始めた。

「やっぱり俺、休むよ」

「なにを言ってるんですか。あれほど話し合って決めたじゃないですか」

「それはそうだが……」

　彼は心配そうに大きな私のお腹を見つめる。

　予定日は一週間後で、今は産休中だ。そんな時に国際線乗務が入り、誠吾さんは行かないと言いだした。彼を説得するのに、どんなに苦労したか。明日には母が上京してくれるということで納得してくれたのだ。

「お仕事なんですから仕方がありません。それに予定日は一週間後ですよ？　誠吾さん、三日後には戻ってくるんですよね？　だったら安心して行ってきてください。それに初産はみんな予定日を過ぎるっていいますし、お腹の子だってパパがいない時に生まれてはきませんよ」

　すると赤ちゃんは「そうだよ」と言うように、お腹を大きく蹴った。それは誠吾さんも気づいたようでふたりで笑ってしまう。

「たしかにそうだな。俺たちの子なら、パパの事情をきっと理解してくれているはずだ。……わかったよ、お前のことを信じていってくるよ。俺が帰ってくるまでおとなしくママのお腹の中で待ってろよ」

　私のお腹を撫でながら言う誠吾さんに頬が緩む。

「はい、この子と一緒に待ってます。気をつけていってらっしゃい」

　すっかり習慣となっているキスを交わし、彼は手を振りながら出ていった。

「さて、と。乾いた洗濯物でも畳もうかな」

　誠吾さんはなにもせず、家事は家政婦に任せたらいいって言っていたけど、洗濯物くらいは畳める。それに家政婦に下着とか見られるのは恥ずかしい。

　まずは洗濯物を片づけ、それからソファでゆっくりとテレビ鑑賞。ちょうどドラマの再放送が始まり、夢中で見てしまう。

「おもしろかった。明日がまた楽しみだな」

　テレビを消して時計を見れば、そろそろお昼になろうとしていた。

　昼食の準備のため、ゆっくりと立ち上がりキッチンへと向かう。

　最初に妊娠がわかった時、私も誠吾さんも嬉しくて泣いてしまった。それというのも結婚して一年が過ぎた頃に、ふたりとも子供がほしいと思い始めたものの、なかなか恵まれなかったからだ。

　妊活を初めて三年目に授かった命は男の子で、すくすくと順調に育っている。

「もう少しで会えるんだね。……早く会いたいな」

　お腹を撫でながら冷蔵庫を開け、誠吾さんが用意してくれたおかずを出そうとした時、急な腹痛に襲われて蹲うずくまった。

「いたたた……」

　だけど痛みは少し経つと引いていった。間違いない、陣痛が始まったんだ。

「嘘でしょ、予定日まであと一週間もあるのに」

　それに誠吾さんだってちょうど旅立ったところ。あぁ、でも陣痛はいつくるかわからないとさんざん勉強してきたじゃない。落ち着け、私。

　そう自分に言い聞かせて冷静になる。

　まずは病院に連絡をして、それからタクシーも手配しておこう。あと母にも連絡を入れないと。

　入院準備は今朝、彼がチェックしてくれたからそのまま持っていけばいい。

　そうこうしているうちにまた陣痛がやって来て、ソファに横になり、楽な姿勢をとる。

　幸いにもベッドに余裕があり、家にひとりということですぐに入院させてもらえることになった。あとはタクシーの到着を待つだけだ。

「私が早く会いたいって言っちゃったからかな？」

　本当は誠吾さんとふたりで迎えてあげたかったけど我慢してね。その代わりママ、頑張るから。

　少しして到着したタクシーに乗り込み、病院へと向かった。




「はい、真田さん頑張ってください。あと少しで赤ちゃんに会えますよ」

　病院に到着して三時間後には子し宮きゅう口こうが開き、私は早々と分ぶん娩べん室しつへと移動した。初産はなかなか生まれないと聞いていたからびっくりだ。

　出産に向けての心構えをする余裕もなく痛みは増していき、早く生まれてほしいとしか考えられなくなる。

　誠吾さんも立ち会うと言ってくれていたから、彼がいるならどんな痛みにも耐えられると思っていたけれど、まさかひとりでこの瞬間を迎えることになるなんて。

　不安も大きいけれど、ずっと助産師は励まし続けてくれている。それに苦しいのは私だけではない。きっと赤ちゃんだって早く出たくてつらいはず。

　助産師の指示通りに呼吸を整え、最後に思いっきりいきんだ次の瞬間、大きな産声が分娩室中に響き渡った。

「おめでとうございます、真田さん。元気な男の子ですよ」

　助産師が見せてくれた生まれたての赤ちゃんは、力いっぱい泣いていてその姿に涙が溢れた。

「可愛い」

「えぇ、とっても可愛いです。ちょっと待っててくださいね」

　体重測定やへその緒を切ったり、綺麗に沐もく浴よくしてもらったりした赤ちゃんを、助産師はそっと抱かせてくれた。

　泣きつかれてしまったのか、赤ちゃんはスヤスヤと気持ちよさそうに眠っている。小さいのに温かくて心臓の鼓動が伝わってきて、あぁ、この子が私と誠吾さんの赤ちゃんなんだって実感すると、また泣いてしまった。

「ふふふ、感動しますよね」

　助産師は流れた涙を拭ってくれた。

「すみません、ありがとうございます」

「お仕事で立ち会うことができなかったお父さんに、写真を撮って送ってあげましょう」

「お願いします」

　この時撮った写真を見た誠吾さんは、大泣きしていたと後から先輩パイロットに聞いた。

　それと次の日には母が来て、真琴や館野キャプテン、金城さんも赤ちゃんに会いにきてくれたから、自分が最後に会うことになってしまい、悔しがってもいた。




「翼つばさは本当に可愛いな」

「もう、誠吾さん。それ何度目ですか？」

「仕方がないだろ、本当に可愛いんだから」

　乗務を終えた彼は空港から病院に駆けつけ、やっと我が子との対面を果たすことができた。彼こそ二時間抱きっぱなしだ。

　到着した誠吾さんの髪は乱れていて、肩を上下させているところを見ると、駐車場から駆けてきたようだ。

　そして念入りに手洗いと消毒をして、最初は恐る恐る抱き上げた。赤ちゃんは泣くこともなく、誠吾さんの指をギュッと握りしめると、彼は目を潤ませた。

「出産に立ち会えなくてごめんな。……ひとりで心細かっただろ？」

「仕事だったんですから仕方がありません。それにこうしてすぐに駆けつけてくれたじゃないですか」

「当然だろ？　……赤ちゃんも凪咲も無事で本当によかった。凪咲、俺を父親にしてくれてありがとう」

　零れた涙を拭う姿を見て、胸が熱くなる。

　誠吾さんはきっと誰よりも家族に対する思い入れが強いと思う。急な事故で両親を亡くし、それがちょうど反抗期で、亡くなる前にまともに両親と話をしていなかったことを後悔していると言っていた。

　それに祖父と同じように、孝行をすることは叶わなかった。もっと家族の思い出が欲しかったとも言っていた。

　それを聞いて、私は誠吾さんに早く家族を増やしてあげたい思いが強くなったんだ。

　男の子だと判明してから誠吾さんと話し合い、将来大きく羽ばたいてほしいという願いを込めて〝翼〟と命名した。その名の通り、翼にも大きな夢を見つけて叶えた瞬間の喜びを経験してほしい。

「翼はどんな子になるだろう」

「誠吾さんのように優しくて、人の気持ちに寄り添える人になってほしいです」

「それを言ったら俺も凪咲のように思いやりがあって、何事にも一生懸命になれる子になってほしい」

　お互いの思いを伝え合うと、どちらからともなく笑ってしまう。

「それと翼にとっても家族が、かけがえのない存在になってほしいです」

「俺も同感だ。……ん？　だけどそれはそれで困るな」

「どうしてですか？」

　小首を傾げる私に、誠吾さんはおもしろくなさそうに顔をしかめた。

「それでママっ子になったら、翼と凪咲を奪い合う可能性があるってことだろ？　息子といえど、凪咲の一番は俺でありたいからさ」

　なにを言うかと思えば、翼と私を奪い合うことを心配しているだなんて……。

　予想だにしなかった話に、思わず声をあげて笑ってしまった。

「アハハッ。もう、誠吾さんってばなんて心配をしているんですか」

「重要なことだろ？　翼が俺たちの間に割って入り、凪咲とイチャイチャする時間が減るかもしれないんだぞ？」

　笑う私とは違い、誠吾さんは大まじめに言うものだからますます止まらなくなる。

「凪咲はいいのか？　俺との時間が減っても」

「それは嫌ですけど、もしかしたら翼は私より誠吾さんに懐く可能性だってありますよ？　そうしたら私も嫉妬しちゃいますけどいいんですか？」

「もちろんだ。その時は翼には悪いけど、俺にとっての一番は凪咲だと伝えるよ」

「私も同じです。翼も愛しくてたまらないですけど、私の一番は誠吾さんですからね」

　素直な思いを伝えると誠吾さんは嬉しそうに目を細めた。

「ありがとう。……愛してるよ、凪咲」

「私も愛してます」

　顔を寄せ、そっと口づけを交わそうとした時、翼が急に泣きだした。

「まるで俺たちの仲のよさに怒って邪魔しているみたいだな」

「そうですね」

　ふたりであやせば次第に翼は泣きやみ、スヤスヤと眠った。

「翼のためにも、機長への昇格試験を頑張ろう」

「そうですよ、翼の初フライトは絶対に誠吾さんが機長として乗せてあげてくださいね」

「あぁ。また夢がひとつ増えたな」

　眠りながらも手や口を動かす翼に、私も誠吾さんも頬が緩みっぱなし。

「凪咲、これからふたりで大切に育てていこう」

「はい」

　やっと授かることができた命。愛情をたくさん注いで大切に育てていきたい。そしてこの子をいつの日か、父に会わせることができたら……と願うばかりだった。




ＥＮＤ










あとがき




　この度は『契約夫婦を解消したはずなのに、凄腕パイロットは私を捕らえて離さない』をお手に取ってくださり、ありがとうございました。

　大好きなパイロットヒーローと、離婚から始まるふたりのラブストーリーを、プロットの段階から書くのをとても楽しみにしていた作品でした。

　しかしコロナ禍ということもあって仕事が多忙となり、私自身も体調を崩してしまい、思うように書けなくなってしまいました。

　当初予定していた発売月に刊行できなくなり、本当にたくさんの方にご迷惑をかけてしまいました。それでも優しく励ましてくれて、途中稿をお送りさせていただくたびにやる気が出る感想を送ってくださった担当様には感謝してもしきれません。

　こうしてこの作品が読者の皆様にお届けできたのは、担当様をはじめ、多くの方のおかげです。ありがとうございました。そして改めて身体が資本だと身に染みました……。今後はよりいっそう健康に注意したいと思います。

　さて、肝心のお話についてですが、離婚から始まるふたりを描くのは初めてで、再会シーンを書く時はなぜか私がドキドキしてしまいました（笑）。

　夢を叶えたからこそ再会できたふたりは本当に運命の赤い糸で繋がっていると思いますし、なによりやっぱり私は頑張っている人が大好きです。

　なのでヒーローとヒロインは大抵夢を追っていることが多いですね。だけど夢を追い続けることって生きる上で大切なことだと思うんです。私にもまだ叶えたい夢はあります。夢や目標があるからこそ人生を楽しくすごせるはず。

　読んでくださった読者の皆様にも、夢を追うっていいなって少しでも感じていただけたら嬉しいです。

　最後になりますが、本当に担当の若海様と鶴嶋様をはじめ、カバーイラストを描いてくださった夜咲こん先生、多くの皆様にご迷惑をおかけしてしまい、大変申し訳ございませんでした。そして読者の皆様、いつもありがとうございます！

　次作は初挑戦のヒーローでお届けする予定です。不安もありますが、今から書くのがとっても楽しみです。

　それではまたこのような機会を通して、皆様とお会いできることを願って……。




田た崎さきくるみ
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